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私たちの本渡市には、幾世代もの人々が生活してきたことを示す数多くの文化財が点在して

いまず。これらの文化遺産に接するとき、永年の歴史を想起すると同時に、『文化財に学ぶ』こ

との大切さを感じます。現在を支え、未来への道標となる過去、その証人としての文化財の保

存と保調は、私たちの責務でもあります。

このたび、本渡北土地区画整理事業にともない、区域内の埋蔵文化財の発掘調査を実施いた

しました。調査につきましては、熊本県教育庁文化課の踏査結果に基づき平成 2年度~3年度

に事業の進捗にあわせて、本渡市文化課が調査を実施しました。

特に、浜崎地区におきましては、中枇の遺跡が確認されました。 13世紀~14批紀に輸入され

た青磁、白磁、中国銭や土師器、黒色土器、石鍋、木製品の出土は、天草の歴史の一端を解明

する貴重な資料を提供してくれました。また、当時の人々が食した貝類や動物遺体などの出土

は、祖先の生活の息づかいを感じることができました。

溝状遺構に囲まれた約 4haの中世集落を想像するとき、郷土の歴史を認識すると共に、新た

な郷土発展を心から願う気持ちが湧き出てまいります。

このたびの調査報告書刊行にあたり、調査にご理解とご協力を賜りました地権者の方々や区

画整理糾合、炎天下から雪の降る時期までの間、発掘から遺物整理作業までご苦労をおかけし

ました皆様、調査指導をいただきました熊本県教育庁文化課、そして、ご指導賜りました調査

関係者の皆様に感謝申し上げますと共に、遺物調査と玉稿を賜りました、九州大学菊池泰二、

熊本大学大迫靖雄、鹿児島大学西中川駿、京都産業大学山田治、新日本製鉄大沢正己、前本渡

市史編纂委員鶴田倉造の各先生方に厚くお礼申し上げます。

今後、本報告書が広く教育の場や学術研究に役立ち、文化財保護の一助になることを心から

願って止みません。

平成 6年 3月31日

本渡市教育委員会

教育長小田原 満



寄

本渡市は、天草の上島・下島に広がる市として、現在、天草の政治、経済、教育、文化、産

業等の中心都市としての機能を果たしています。近年、日ざましく発展する本市において、本

渡北地区での土地の有効利用と整備が求められ、区画整理事業を実施するはこびとなりました。

事業区域内には、文化財が点在し、古くからの人々の営みを伝えています。事業の開始にあ

たり、本渡市教育委員会文化課、熊本県教育庁文化課の踏査結呆に基づき、埋蔵文化附所在地

のなかで、工事により影響を受ける箇所の、発掘調査を実施して、記録保存に努めることとい

たしました。

浜崎地区には、中世の寺院の伝承と金石資料がありますが、それを裏付けるように、調査に

より様々な遺物が出土し、地中に埋もれた歴史を証明してくれました。また、この地で生活し

ていた、祖先の様子を思い起こさせてくれました。

一暫は盛土され、新たな町造りが始まっていますが、地中に眠る郷土の歴史を認識し、これ

からの発展の基本としたいと考えております。

調査報告書刊行にあたり、ご指導賜りました熊本県教育庁、並びに調査を担当頂きました本

渡市教育委員会に対し深く感謝申し上げます。また、地権者の方々には調査にあたりご理解と

ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

ここに、関係者の皆様に対し深く感謝中し上げますと共に、本報告書が広く文化財保護及び

教育、学術研究のため活用されることを期待する次第でございます。

本渡北土地区画整理組合

理事長鶴田隆春



例 口

1. 本書は本渡北土地区画整理事業区域内に所在する埋蔵文化財の調査報告書である。

2, 調査は熊本県教育庁文化課の指導を受けて、本渡市教育委員会がこれにあたった。

3. 調査は平成 2年度。 3年度に実施した。

4. 本書は平田豊弘が執筆、編集した。

5. 調査における遺構。遺物の実測および整図、写真は平田が行った。
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I . はじめ に

1 . 調査に至る経過

天草は熊本県南西部に位置し、大小120余りの島々よりなる。西海に浮かぶこの島々の気

候は温暖で、植生は暖帯の照莱樹林帯である。行政区は 2市13町に区分され、本渡市は、

この天草群島の中で最大の天草下島と二番目に大きい上島を結ぶ要の地点に位置する。

現在、本渡市の北部地域においては土地区画整理事業が進行中であるが、区域内には文

化庁が発行する「全国遺跡地図・熊本県」に記載されている周知の遺跡が存在し、平成元

年3月 1日~3日の日程で、熊本県文化課、本渡市教育委員会による踏査を実施した。踏

査結果に基づき、平成元年12月13日～翌 1月14日の日程で、試掘調査を実施したが、中世

の溝状遺構、青磁、白磁、土師器などが出土した。これらの経過を踏まえ、土地区画整理

区域内に所在する、浜崎遺跡、川原田遺跡の発掘調査および浜崎神社に埋納されていると

伝えられる礫石経の確認をすることとした。調査は、平成 2年 7月より土地区画整理事業

の計画に従い、道路予定地を発掘し、一部公共用地以外の区域については、本渡市教育委

員会の事業として発掘した。

なお、遺跡周辺は盛土造成されている。

Fig 1 本渡市位置図

.,,,o 

l
f
+
|
 

り
ヴ

こ
ざ.r 

゜
300km 

-1-



2. 調査組織

浜崎遺跡の発掘調査は、熊本県教育庁文化課の指導のもと本渡市教育委員会が主体とな

り、土地区画整理事業との調整を本渡市都市計画課、事務局を本渡北士地区圃整理組合が

担当して実施したものである。

組織

組合長理事 伽）奈良崎正一 伽）田島満佐久 仰 鶴 田 降 春

都市計圃課 課長伽）佐藤和十三 （前）永野幸信 詞中村 孝

区画整理係 参事伽）鬼塚 悟 詞平田一國

金沢末喜 酒井秀則 田中耕三 吉永箕二

松JII 安英 倉田信幸 鎌田正治 船島哲子

罰小島秀典 伽）寺下高志 側松本ヤヨイ

教育委員会 教育長伽）吉野隆三 詞小田原満

文化課 課長伽）松本 守 詞山本忠雄

文化財係 係長罰山下洋右 詞森山滝夫

学芸員 平田豊弘（調査担当）

作業員 山下一七 原 源一 田中虎之 島崎 修 荒木禎爾

田ロツヤコ 原田三代子 駿河郁代 山下幸子 谷川陽子

江崎フクヨ

遣物整理 柿本敦子 大塚真 紀 岡村みさお 島崎 修 荒木禎爾

北）Ii 篤 柴田稔 和 山口由加里 福島 刃,,c,、 井芹千穂

内田三千代

調査指導 熊本県教育庁文化課 松本健郎

遺物判定 九州大学 菊池泰二

鹿児島大学 西中川駿

熊本大学 大迫靖雄

京都産業大学 山田 治

新日本製鉄 大澤正己

前本渡市史編纂委員 鶴田倉造
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II。地理的働歴史的環境

1 . 遺跡の位置

浜崎遺跡は、熊本県本渡市浜崎町・本渡町木戸馬場字北原に所在する。

本渡市は、九小M西方の東シナ海、有明海および不知火海に囲まれた天草諸島の中央部に

位置する。市域は、本渡瀬戸海峡を挟んで天草上島の西部と天草下島の東部に広がり、総

面積は144.57k面で、天草諸島874.93k祉のおよそ 6分の 1である。市の東は、上島の志柿、

下浦地区東部の標高250m程の低山地を境界に有明町および栖本町、西は下島中央部の柱岳

(517.7m)、角山 (525.9m)、矢筈岳 (480.6m)など、標高soom前後の山地を境界に、

苓北町および天草町、河浦町、南は大宮地山稜で新和町、北は標高lOOm以下の低丘陵で五

和町と接している。天草の地形は、ほとんどが低山性山地で、山がすぐに海に迫るリアス

式海岸であり、河川に沿って小平野が海沿いに点在している。近世以前の天草では、この

河川ごとに形成された小平地がそれぞれ独立した村落を形成していたと考えられる。本渡

市内には、広瀬川、町山口JII、亀川、方原川、小手川、江川などの小河川が流れるが、こ

の河川に沿って集落が営まれている。また、江戸時代より遠浅の海岸を干拓して農地利用

がなされたが、現在の市街地は、この上に形成されたものである。

浜崎遺跡は、市街地から北に 1kmほど離れた、標高 7mほどの水田が営まれる平坦地に

位置する。遺跡の北側は広瀬川が流れ、小平地は農地として利用されている。南側は町山

ロ川が流れ、商店街、住宅地として市街地を形成している。東側は標高 3mほどの干拓地

で、農地の中に住宅地が虫喰状に点在する。遺跡と干拓地の間には、小松原川が流れるが、

満潮時には海水が上がり、元来の地形を考える参考となる。西側は、染岳をはじめとした

低山地が連なっている。遺跡は、これらの小河川の流域に形成される小規模な沖積地にあ

り、広瀬川右岸の独立丘陵である丸尾ケ丘から延びる段丘先端に位置する。

Fig 2 遺跡位置図
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2. 周辺の歴史と遺跡

本渡では、旧石器時代より連綿と人々の生活が営まれている。この時代の遺跡としては、

丸尾ケ丘遺跡、妻の鼻遺跡の 2遺跡が確認されているが、いずれも表面採集の遺物によっ

て確認されたものであり、詳細については不明な点が多い。

縄文時代になると、遺跡数を増し現在44カ所の遺跡が確認されている。遺跡分布をみる

と、海岸まで迫った山地を流れる小河川流域の段丘上に分布する遣跡群と、内湾した海岸

部の低地や海底に分布する遺跡群に大別される。この分布パターンは、天草諸島における

遺跡分布の状況と一致している。特に広瀬）II流域では、川口近くの下流域に遺跡が集中し、

今回調査した浜崎遺跡も、この地域に含まれる。

弥生時代の遺跡は、縄文時代遣跡に比較して非常に少ない。これは、天草の基本的地形

である、山が海まで迫り、小河川の流域に小規模な沖積平野が開けるということが、沖積

地を生産の重要な場とする弥生時代において、適していない点が大きな原因であろう。現

在、市内に存在する弥生遺跡は 6カ所が確認されているが、いずれも断片的に遺物が確認

されているにすぎない。

古墳時代になると、本渡市内でも海に面した岬状の丘陵に種々の墳墓群、古墳が造営さ

れることになる。現在、 15カ所が確認されているが、地下式板石積石室墓、箱式石棺、横

穴式石室を内部主体とする円墳、横穴古墳と多彩である。地下式板石積石室墓と箱式石棺

の関係については明確ではないが、地下式板石積石室の構造を持つ妻の鼻墳墓群は 5世紀

代の築造である。また、横穴式石室を内部主体とする円墳の築造は、 6世紀中頃より始ま

り、後半に入るとその数が増している。 7世紀代になると横穴式石室墳の築造が終わり、

横穴墓が築造される。本渡市内には、 6基の横穴墓が存在し分布の西限となっている。

平安時代の「和名類衆抄」には、天草の「波太、天草、志記、恵家、高屋」の 5つの郷

名が記されている。このうち志記は、現在の苓北町志岐であることは確実である。波太に

ついては、現在の宇土郡三角町波多に比定する説もあるが、大矢野島周辺との考え方もで

きよう。そして、現在の本渡市周辺か、天草に比定されるものと思われる。恵家、高屋に

ついては、現在のところ不明である。

鎌倉時代の天草島で中心的役割を果たすのが、志岐氏と天草氏である。志岐氏はその祖、

藤原光弘が建暦 2年 (1212)、天草郡内 6カ浦の地頭職に補任されたことに始まる。一方の

天草氏は大蔵氏を祖とし、平安時代末期には筑前国（幅岡県）原田を拠点とした。この一

族が天草に移り、積極的に開墾を進め私領の開発と拡大化を図ったのである。天草氏は、

在地化した開発領主であり、地頭として補任された志岐氏と私領拡張をめぐり、抗争する

ことになる。その争いの中心が「本砥島」をめぐるものであった。浜崎遺跡は、この時代

の遺跡であり、天草の中世史研究の上で重要な位置をしめるものである。
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Fig 3 本渡市中世遺跡分布地図
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3. 土地区画整理区域内の試掘状況

今回の土地区画整理区域内については、踏査に基づき平成元年12月13日～翌 1月14日ま

でに試掘調査を実施した。

0 江羅地域

江羅地域では、これまでの遺跡の所在は報告されていないが、踏査により少量の土師

器、須恵器の散布がみられた。このため、 7地点で試掘を実施したが、土師器、青磁片

が極く少量出土するにすぎなかった。また、明確な遺物包含層は確認されず、一帯が湿

地帯であることが推察された。

〇 川原田遺跡

川原田遺跡は、これまで周知の遺跡として報告されていなかったが、踏査により弥生

式土器、土師器、黒燿石等の散布がみられた。このため、 11地点で試掘を実施したが、

2地点で土師器、青磁片、黒燿石が出土し、落ち込み状の遺構に包含層を確認した。し

かし、遺跡としては極めて小規模であり、また、すでに実施された道路工事により大半

が消滅したものと考えられた。

なお、この地域には、積石塚状の塚が 3基点在するが、時代や性格については不明で

あった。このうち 1基を試掘したが、褐色粘土層に茶褐色土を盛り、頭大の礫を積んで

いた。塚の内部、ならびに基盤層への掘り込みもなかった。一帯は、字名が示すとおり

耕作土の下は、礫層であり、北側を流れる広瀬川の氾濫源であったことがうかがえる。

〇 牛の首B遺跡

牛の首地域においては、これまで磨製石斧、打製石斧、スクレイパー、石鏃などが点々

と散布していることが知られている。踏査でも天草農業高校（現苓明高校）の東南部、

段丘と平野部とが接するテラス状地で、土師器、須恵器、黒燿石の散布が確認され、 3 

地点を試掘した。試掘の結果、多量の遺物が表面採集できるが遺構は確認できず、周辺

は焼物用粘土として採土されていた。なお、段丘上付近では、縄文土器が採集されてい

るが、宅地化のため試掘できなかった。

〇 浜崎遺跡

浜崎遺跡は、周知の遺跡である。中世寺院跡として登録されており、地元では「極楽

寺跡」との伝承がある。現存する堂宇には、五輪塔、宝筐印塔の残欠が残り、周辺の民

家でも奉られている。また、一帯からは縄文式土器、土師器、須恵器、石鏃等の散布が

みられ、散布地と寺院跡が重複するものと考えられた。 6地点を試掘したが、いずれも、

土師器、青磁、黒燿石、須恵器が出土し、遣構が確認された。なお、隣接する浜崎貝塚と

の関連のため、本渡北小学校北側の 6地点を試掘したが、土師器、青磁、黒燿石が出土した。

以上のことにより、区画整理区域内では、浜崎遺跡が最も広範囲で保存状況の良い遺

跡と考えられた。今回、本調査を実施した浜崎遺跡について報告する。
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Fig 4 本渡北土地区画整理事業区域内の文化財分布図
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III. 遺跡の調在

1 . 調査の概要

浜崎遣跡の調査は、土地区画整理事業に伴う工事計画に従い平成 2年7月17日より開始

された。また、調査箇所は、作付等の関係でトレンチが点在する形となりながらも、継続

して実施したが、用地交渉等の間題から平成 3年 3月30日に調査を中断した。その後、平

成 3年 5月22日より再開し、途中の中断があったものの、最終的に平成 3年12月20日をも

って事業区域内の調査を完了した。

調査は、一帯が盛土されることもあり道路部分のみを行い、一部拡張部分については、

教育委員会の負担で実施した。踏査および試掘により、縄文時代の遺物、中世遺物を採集

していたが、本遺跡の中心は中世遣構であった。また、縄文時代の遺物と中世遺物が共伴

して出土し、縄文遺構が削平されている可能性が高い。加えて、水田造成と、付近が良好

の粘土層のため、焼物用の粘土として採土された地点もあり、隣接する水田でありながら、

地質が大きく変化している場所もあった。

本遺跡の中で、主体となった遺構として東西に流れる 2本の溝状遺構がある。その全容

については、調査範囲の制限があり解明されなかったが、 SD4-SD1-SD7の流れ

で、 200mを測り、 SD6-SD8の流れで60mにおよんだ。また、建物跡、士壊、かじ炉

関連遺構を確認した。遺物は、 12世紀後半から13世紀、 14世紀の中国産陶磁器、国内産の

土師器、石鍋の破片や木製品が出土した。これら中世遺物と共伴し、縄文時代の土器、石

器が若干出土した。縄文時代の遺跡が、中世の削平や近代の造成で撹乱を受けるなか、小

児用カメ棺を確認できたことは幸いであった。

試掘調査において確認した川原田遺跡は、 2mxsm程の極めて小区域のみが残存して

いたが、土塙の確認と土師器の出土をみた。これまで周知されていない遺跡であり、その

中心はすでに道路工事の時点で消滅していた。小規模な遺跡であったと考えられるが、本

市の中世を考えるときに参考となる。

また、区画整理事業により移転する浜崎神社には、礫石経の埋納が伝承されており、地

区の方により、 4,249個が掘り出された。これらの個体数の確認と写真撮影を実施したが、

近世の民間信仰を考える資料となった。なお、確認後これらの礫石経は移転地に再び埋納

され、地蔵尊が奉られている。

以上の調査について、熊本県教育庁文化課の指導を受けて本渡市教育委員会が実施し、

遣物整理作業を進めた。
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N. 遺構

浜崎遺跡の調査は、工事との関連で道路予定箇所を実施した。この結果、 8地点において

溝状遺構を確認したが、 2本の流れに区分できる。まず、遺跡の西側を北から南に流れる、

SD7~SD1の溝に、 SD2が合流し、 SD3~SD4へ続く流れである。この流れの西

側は、ゆるやかな山すその傾斜地であり県道本渡～五和線が通る。現在、この道路横には、

北から南に流れる溝があり、山からの湧水を流しており、付近の試掘でも一帯が湿地である

ことが確認された。なお、 SD2には、西側からの廃棄による混土貝層が堆積するが、遺構

の確認はできなかった。このため、一応の目安として SD7~SD4の流れを、遺跡の西端

として考える。 SD7の北側での溝状遺構は確認されなかったが、青磁、白磁、土師器が少

量出土している。 SD4の南側、本渡北小学校正門前の道路は、溝川を埋めて設置されたも

ので、工事中多数の五輪塔が発見されている。このため、 SD4は、北小学校前で東に流れ

を変え、小松原川に流れ込むものと推定される。次に、 SD5、SD6~SD8の流れも、

北側を上流に南に流れるが、調査区が限定されているため、様相の把握が困難である。なお、

SD8の東側溝縁には、東側より廃棄された土師器、青磁、白磁等が列をなし出土しており、

H-11・12、 I -11・12区で確認された土塙や柱穴より出士した遺物と同時期である。

G-4・5区は、粘土採集が行われ削平されているが、 8個の土壊が確認された。 SXl、

SX2、SX3は、 10mX13mの長方形の掘り込みに、さらに掘り込み、礫、炭化物がまと

まっている。特に SXl、SX2からは、多量の鉄滓、焼石が出土し、精練鍛冶と鍛練鍛冶

の遺構かと思われるが、土師器、青磁、白磁が出土し、上層では近世磁器が出土する。 SX

8も、同様の状況であった。 SX4~SX7は、近世土塙である。

H-11・12、 I -11・12区では、 10個の土横と柱穴を確認した。土壊は SK5、SK9よ

り混土貝層が確認された。 SK3、SK5、SK8、SK9からは、床面を中心に30cmX50cm

程の自然石や掌大の焼石が出土するが、鍛冶炉に伴う作業用の石材と考えられる。また、柱

穴は231個を確認したが、床面プランは確認されず建物 7棟が確認されたにすぎない。

特に、この地区からは鍛冶炉 6基が確認されている。 No.1、2、3は、互いに接する状態

で検出され、形態が確認できた。また、 No.4~ 6も、 10m以内の所に点在するが、かじに関

する一連のエ程の炉として理解できるが、残存状態は悪い。地区内の SK8より鉄滓が中世

遺物と共伴しており、炉も同時期の遺構と考えられる。

他に、縄文時代のカメ棺 1基が、調査を中断している間に掘り出されており、屑辺に散布

する土器、石器等より有力な集落が形成されていたことがうかがえる。

K-6区は、地山層に掘り込んだピットを確認したが、プラン等は不明である。

L-5区、 M-6区は、撹乱を受けており、中世遺物、近世遺物が出土する。周辺では、

少量の遺物が採集され、浜崎遺跡の北端にあたると考えられる。
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1. 溝状遺構

(1) SD 1 

SDlは、北から南に流れる溝で、下部下端幅2.60m、下部上端幅3.60m、中央部深

さ52cm、溝中標高5.20mを測る。溝内は 5層に区分され、 II層、 W層が遺物包含層であ

る。 II層は、黒色混土貝層で溝の西側より投棄され、貝類、獣骨、青磁、白磁、土師器、

瓦器などが出土する。 III層は、灰色砂層で平坦に堆積するが、溝の流水を示すものであ

る。 W層は、暗黒色泥炭層で厚く堆積する。 V層は青灰色砂礫層で溝の最下部となり流

水を示す。この溝の西側は二段に落ち、段落ち部には、木杭列が残る。木杭は、約60cm

間隔（推定）に 8本確認されたが、先端は尖り 30cm程打ち込まれて垂直に立っており、

溝縁を補強するためのものと考えられる。東側は、一段の段落ちが確認されるが、上段

はゆるやかな傾斜の地山層となり、溝上部の東端は明確に確認することはできない。 S

Dlは、南側で SD2と合流し、下部下端輻5.26m、下部上端幡6.60m、中央部深さ60cm、

溝中標高5.05mを測る。合流地点で溝幅は広がり、溝中標高も低くなり南へ流れ、 SD

3と合流して SD4へと流れていく。

(2) SD 2 

SD2は、北から南に流れる溝で、途中より西に湾曲して SDlと合流する。下端幅

2.80m、上端幅3.60m、中央部深さ46cm、溝中標高5.00mを測る。溝内は 3層に区分さ

れ、 II層、 III層が遣物包含層である。 II層は、暗灰黒色泥炭層で、 SDlとの合流地点

近くでは、この下に灰色砂質層が薄く確認されるが、北側では明確に確認できない。 III

層は、暗黒色泥炭層である。 W層は、青灰色砂質層で最下部となり流水を示す。この溝

は、地山層に明確に掘り込み、中世遺物を中心に、ふいごの羽口、石鍋、木製品などが

出土する。遺物の出土状況は、 SDlが溝の西側に集中するのに対し、 SD2では溝合

流地点では少なく、湾曲地点から北側にかけて溝全域より出土する。なお、北側の状況

については、調査区域が限定されているため

確認されない。

SD2一井戸状遺構

SD2一井戸状遺構は、 SD2東側の溝縁

に位置し、上端幅NS150cmX EW140cm、底

幅NS 104cm X E W94cmの正方形を呈し、井戸

底標高4.80mを測る。東側は地山層で、西側

は溝より高く区切り井戸縁となる。井戸の構

造は、 4本の木杭をやや内斜気味に打ち立て、

下部より板を重ね上げている。特に最下部は、

2枚の板を重ね、内部より頭大の礫と小礫で

゜
白磁

—- L 5,500m 

2
m
 

一青灰色裸層
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固定し底にも礫を敷く。板は手斧（ちょうな）で丁寧に加工され、井戸枠はホゾ穴に角

材を組み構成する。井戸内は暗黒色泥炭層で、土師器、白磁が出土した。

(3) SD 3 

SD3は、東から西に流れSDl~SD4を結ぶ溝に合流すると推定される。下端幅

3.10m、上端幅4.lOm、中央部深さ50cm、溝中標高4.90mを測る。溝内は 5層に区分さ

れ、 W層が遺物包含層で極めて少量の出土である。付近はすでに削平され、溝の北側、

東側は撹乱されている。 II層は、灰色砂層で流水を示す。 rn層は、 W層を撹乱する茶色

粘士層である。 W層は、暗黒色泥炭層で厚く堆積する。 V層は、青灰色砂質層で溝の最

下部で流水を示す。

(4) SD 4 

SD4は、北から南に流れる溝の南端で、下娼幅8.70m、上端幅18.30m、中央部深さ

54cm、溝中標高4.11cmを測る。溝内は 3層に区分され、皿層下部が遺物包含層である。

m層は、暗黒色泥炭層で中世遺物と、黒燿石、石器、土器片等の縄文時代遺物が、他の

溝に比較して多量であった。 W層は、青灰色砂礫層で流水を示す。一帯は湧水が激しく、

周辺の水が集まる地点である。この後、この溝は東に湾曲しながら本渡北小学校前から

小松原JIIに流れ込むと推定される。試掘では、北小学校道路付近は1.50m以上の暗黒色

泥炭層が堆積している。

(5) SD 5 

SD5は、北に延びると推定される溝で、下端幅2.74m、上端幡3.60m、中央部深さ

42cm、溝中標高6.28mを測る。溝内は 3層に区分されるが、 I層、 II層は粘土採集のた

め撹乱した層である。皿層は灰黒色粘土層で、遺物は出土しない。 SD6と接するが、

溝底は幅50cm、高さ30cmの壁を隔てて合流する。溝の東側は、茶褐色砂礫層が平坦に整

地されている。

(6) SD 6 

SD6は、東から南に湾曲する溝で、南側下端幅2.90m、上端幅3.70m、中央部深さ

47cm、溝中標高6.07cmを測る。溝内は 5層に区分され、 II層、 m層、 V層が遺物包含層

である。 II層は、灰色粘土層、皿層は、灰色砂層が厚く堆積し、標高6.14mである。 W

層は、茶色粘土層が溝縁より堆精する。 V層は、灰黒色粘土層（泥炭質）である。なお、

SD6の中程は、溝中標高6.00m、m層下部標高6.20mである。

(7) SD 7 

SD7は、遺跡の西側に位置し、 SDl~SD4の流れになると推定される。一帯は

粘土採集と整理が実施され、大きな撹乱を受けている。溝中は 6層に区分され、遺物は

II層の暗黒色泥炭層より土師器片が極少量確認された。溝の下端幅10.90m、上端幅14.00

m、中央部深さ60cm、溝中標高5.80mを測る。

-12-



Fig 7
 

SD1・SD2 実測図
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-L6,000m SD 3 地層断面図

三-L6,000m SD4 地層断面図 l 

-7,500m SD 5 地層断面図

-7,SOOm SO 6 地層断面図①
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-7,000m 5D7 地層断面図
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SD6 地層断面図②

-7,SOOm 

灰黒色粘土層

灰色砂質層

茶色粘土層

暗灰黒色粘土層

I 

一こー~ニ~ロ三二二□／□□□□:
m層 暗黒色泥炭層

w層灰黒色砂層

V層 灰色砂混り粘土層

VI層灰褐色砂礫層

Fig 8 SD3• SD4·SD5·SD6• SD7 地層断面図
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(8) SD 8 

SD8は、試掘において多量の遺物が出土しているため、南北に30mの調査区を設定

した。溝は北から南に流れ、南側の状況は調査区が制限されているため確認できない。

形状は直線的で、下端幅4.40m、上端幅6.20m、中央部深さ80cmを測る。溝内は 8層に

区分され、自然堆積と流水堆積が繰り返している。耕作土直下に地山層が表われるが、

これに掘り込み I層灰褐色砂質層が検出され、遺構が明確となる。 II層灰黒色粘土層（褐

色粘土混じり）は、溝の東側から廃棄された多量の土師器を中心に遺物を包含する。 III

層灰色砂質層は、溝中くらいから西にかけて厚く堆積する。 W層灰黒色粘士層は上層が

しまりのある層で、下層が砂粒混じりとなり、土師器、青磁、白磁などが出土する。 V

層赤褐色粘土層は、溝西側より流れ込むように中くらいまで厚く堆積する。 VI層灰黒色

砂質層。 VlI層黒色粘土層、 VIII層黒色泥炭層は溝の最下層となり、中世遺物の他に流木な

ど出土する。 I層、皿層、 VI層の砂質層、 V層の赤褐色粘士層からの遺物出土はない。

また、遺物は、溝東側より投棄されたもので、中程から西側にかけては出士しない。溝

の標高は北側で5.86m、中部5.76m、南側で5.60m。出土状況の特色として、溝の東側

に整然と列をなし出土し、完形品に復元できる遺物が多いことが挙げられる。これは、

各包含層に共通している。溝の東側における住居遺構等の集落の存在が確実である。な

お、この地点は30m~40mの粘土採集を行い整地したものである。

SD8-2 

SD8-2は、 SD8より西側に 3m程の地点を北から南に延びる掘り込みである。

下端幅1.50m、上端幅2.00m、中央部深さ30cmを測る。内部は、 I層灰褐色粘土層（砂

粒混じり）、 II層灰色粘土層（ややしまる）で、 I層より糸切り底の土師器、白磁W類が

出土する。 SD8の I層と III層にあたり、 SD8の後期に築かれた溝と考えられる。

No.1 SD8-2 出土遺物写真

~ 
1 . 土師器坪

2. 白磁

3. 白磁

二 /
2
「

/
3

③
 

②
①
 

゜
10cm 

Fig 9 SDB-2 出土遺物実測図
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2. G-4・5区の遺構

G-4・5区では、道路工事区で土壊を確認し、南側を一部拡張して調査した。一

帯は粘土採集のため、土層が撹乱されている。 SXlは、 3層に区分され、 II層の茶

褐色粘土層にブロック状に入る黒色炭化物混土層を中心に遺物が出土した。 II層遺物

は、掌大の焼石、鉄滓、土師器、青磁、白磁、備前焼、常滑焼の陶片等が混在する。

SX2は、 4層に区分され、土塙内の状況は SXlと同じであるが、多量の鉄滓が出

土する。なお、 II層上部では、近世染付磁器片、唐津焼片など出土する。 SX3は、

3層に区分され、遺物の出土は少ない。 SX5は、浅い掘り込みでllmxlQmの台形

状を呈し、 3層に区分される。 II層より、少量の近世染付磁器片、土師器、青磁、白

磁が出土する。 SX4、SX6、SX7からの遺物の出土はない。 G-4・5区は削

平のため明確ではないが、 SX1・2・3・5の土壊は鍛冶関連遺構と考えられる。

Fig 11 G-4・5区 S X 1・2、SX3、SX5、SX7 地層断面図

SX1、SX2 地層断面圏

二 I b層 茶灰色粘土層（撹乱）

II 層黄褐色粘土層
III 層灰色粘土層
w層 灰褐色砂粒混土層

SX3 地層断面函

B-L6,500m 

ー上—-―
b
↓
 

ー

-A  

SX5 地層断面函

層
層
層

b
 

I
I
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m
 

~-II-----====
赤褐色粘土層
黒色炭化黄褐色粘土層
灰褐色粘土層 ・ 

三 -B'

III 
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芋 =a a 

-c' 

SX7 地層断面函①

D-L6,500m II m -D' 

\rb~ 
Ib層 黄色（茶黒色粘土層混り）粘土層

II 層 赤褐色粘士層
皿層灰色粘土層

-E' 

゜
2
 

4m 

SX7 地層断面図②

E-L6,500m 
Ilb Ila 

、 Ib~~ ノ

I b層黄色粘土層
JI a層 黄緑色砂礫層
JI b層灰褐色粘土層
皿層灰色粘土層
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Fig 12 G-4・5区平面図
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3. K-6区の遺構

K-6区は、大きな削平を受け耕作土の直下は、茶褐色混

土小礫層である。この小礫層に、浅く掘り込訂ピット19個を

確認した。削平によりピット下部の残存と考えられが、ピッ

ト内からは土師器が出土する。調査区が限定され、ピットの

並びも不規則であるため、その性格については把握できない。

4. L-5区、 M-6区の遺構

L-5区は、表土直下の地山層が平坦に堆積するが、調査区の半分程が撹乱されて

いる。撹乱層より、近世染付磁器片、青磁片、土師器片等が出土する。

M-6区は、表土直下の地山層の一部を残し、全般に渡り撹乱される。撹乱層より、

近代染付磁器片、青磁片、土師器片等が出土する。この区域は遺跡の北部にあたり、

周辺からは少量の遺物が採集されるが、すでに整地をされている所が多い。
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5。H-11・12区、 I -11・12区の遺構

この地区は、縄文時代の遺物が表採されており、浜崎遺跡散布地として周知されて

いる。また、隣接地では、粘土採集のおり石匙、石鏃などが採集されている。このた

め、道路工事区調査終了後、周辺を本渡市教育委員会で調査した。今回の調査で縄文

時代の遺物包含層は確認することはできなかったが、表土直下の中世の土層中に混在

して縄文遺物が出土している。こうした状況の中、平成 3年に安田峰義氏により縄文

時代後期のカメ棺 1基が耕作中に掘り出されている。周辺に有力な集落が形成されて

いたことは確実であるが、調査では確認されなかった。縄文時代の遺構は、中世の開

発等により削平された可能性がある。また、遺物中に 8世紀~9世紀の須恵器が確認

されるが、これらの遺物も中世遺物と共伴する。地区内の遺構として、中世の土1農

柱穴、かじ炉、近世土壊を検出した。

(1) カメ棺墓

縄文時代後期のカメ棺は、「墓横の中に、やや傾斜をもって立てた状態にあり、土器の

中は土が詰まっていた。完全な形だったが、掘り出す際に割れてしまった。」（安田談）

の状況で出土する。カメ棺は下に深鉢形土器、上蓋に浅鉢形土器を使用した合わせ口の

もので、浅鉢形土器は、下の深鉢形土器内に落ち込んだ小破片があるのみである。

カメ棺に使用されている浅鉢形土器は少破片であるが、内面は良く研磨され、外面は

貝殻条痕が残る。復元径44.5cmで底部の形状は不明。深鉢形土器は口縁部を欠いている

が、ほぼ完全に復元できる。口縁部はタガ状に立ち上がり、その部分に 4条の沈線がめ

ぐる。胴部は、ゆるやかにくの字状に屈曲している。底部には、打ち欠きにより孔が穿

たれている。胎土は精良で、焼成は良く灰黄色である。復元口径44.5cm、器裔50cmを測

るが、大きさから小児用のカメ棺であろうと思われる。

Fig 13 出土カメ棺実測図

乙――~~--~1
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(2) 土壊

SK1 SKlは、 NS 280cm x E W200cmの不規則な方形を呈し、深さ13cmを測る。内部

は黒茶色粘土層で、上部より 8世紀代の須恵器、こしき、下部より土師器、白磁が出土

する中世土塙である。

SK2 SK2は、 NS 330cm x E W390cmの不規則な方形を呈し、深さ22cmを測る。内部

は黒茶色枯土層、茶色粘土層で、土師器、青磁、白磁が出土する中梶土塙である。

SK3 SK3は、 NS 204cm x E W368cmの楕円形を呈し、深さ26cmを測る。内部は茶黒

色粘土層で、中世遺物の他に大量の自然石が床面より出土し、かじ炉使用石を廃棄した

土横である。

SK4 SK4は、 NS 260cm X E W140cmの細長い楕円形を呈し、深さ38cmを測る。内部

は茶黒色粘土層で、ブロック状の炭化物、自然石、焼石と中世遺物を出土する土壊であ

る。

SK5 SK5は、段状でNS 168cm x E W150cmの細長い楕円形の半分で、深さ36cmを測

る。内部は某黒色粘土層で、ブロック状の炭化物、自然石、焼石、中世遺物を出土する

土塙である。

SK6 SK6は、 NS140cmX EW120cmの細長い楕円形を呈し、深さ14cmを測る。内部

は茶黒色粘土層で、少量の炭化物が混じる。瓦器、土師器、白磁など少量の中批遺物が

出土する土壊である。

SK7 SK7は、 NS 194cm x E W140cmの楕円形を呈し、深さ10cmを測る。内部は濃い

茶色粘土層で、近世の染付磁器と中世遺物が出土し、他の土横と時代を異にする。

SKS SK8は、 NS 230cm x E W290cmの不規則な楕円形を呈し、深さ26cmを測る。内

部は茶黒色粘土層で、炭化物が混じる。自然石、焼石、中世遺物を出土する土壊である。

SK9 SK9は、 NS360cm XE Wl46cmの細長い楕円形を呈し、深さ46cmを測る。内部

は I層が茶黒色粘土層で、炭化物が混じり、 II層が黒色混土貝層である。 I層より自然

石、焼石、多量の中世遺物を出土し、 II層からは、貝類、獣骨、魚骨が出土する。

SK10 SKIOは、調査区西端に位置し、深さ20cmを測る。内部は茶黒色粘土層で、多量

の炭化物が混じる。

近世土堀 調査区北側で近世土塙が確認された。内部は茶色混土礫層で、近世染付磁器、

唐津焼、すり鉢等が出土する。この地点より、次第に地山層が礫層へと変化している。

(3) 鍛冶炉

鍛冶炉跡はH-11区西側で、基底部が明確な炉 5基、形態不明の焼土残存の炉 1基を

確認した。炉は、 No.1・No. 2・No. 3が接し、隣接してNo.4・No.6とNo.5が位置する。調

査区外の畑でも「耕作中、鉄クズや焼土が鍬に当たる」（安田談）とのことで、他に l~
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2基存在する。鍛冶工程に伴う炉と考えられ、周辺土塙からも中世遺物と鉄滓、自然石、

焼石が出土する。

鍛冶炉No.1 

No. lは、長軸約172cm、短軸約128cmを測る楕円形を呈する。炉は地山粘土層を掘り込

み、粘土を貼り基底部を構築する。基底部外側は、約15cm~20cm程の幅で紫茶色粘土が

廻る。内側は、 114cmX80cmの楕円形で西側には床面から立ち上がる椀状滓が良好に確認

される。調査した鍛冶炉では、最も良好に残存するため、掘り上げて保存する。

鍛冶炉No.2

No.2は、長軸約86.0cm、短軸約66.0cmを測る円形を呈し、構築方法はNo.1と同じであ

る。基底部外側は15cm程の幅で紫茶色粘土が廻る。内側は60cmX50cmの円形で、北側に

は床面から立ち上がる椀状滓が確認される。床面は赤褐色の粘土で一部赤色化するが、

ブロック状のかたまりとして確認される。

鍛冶炉No.3

No. 3は、長軸約90.0cm、短軸約64.0cmを測る楕円形を呈し、構築方法はNo.lと同じで

ある。基底部外側は12cm程の幅で紫茶色粘土が廻る。内側は、 58cmX40cmの楕円形で、

すでに鉄滓はない。床面は炉中心部がくぼみ、褐色の粘土となっている。

鍛冶炉No.4

No.4は、長軸約60.0cm、短軸約55.0cmを測る円形を呈し、構築方法はNo.1と同じである。

基底部は削平を受け、床面は赤褐色の粘土で一部赤色化し、 40cmX36cmの円形である。

鍛冶炉No.5

No. 5は、長軸約54.0cm、短軸約44.0cmを測る楕円形を呈し、構築方法はNo.1と同じで

ある。約 8cm幅で赤色粘土が残り、床からは炭化物が出土する。

鍛冶炉No.6

No.6は、大きく削平を受け、長軸約80.0cm、短軸約66.0cmを測る楕円形状に焼土が分

布している。また、焼土内に炭化物がブロック状に混じり、鍛造剥片が確認され鍛冶炉

と認定した。

F jg 15 鍛冶炉平面図、断面図

鍛冶炉No.1 平面図
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No.l"lづ~た了ii
’’ 
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床
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No.3 鍛冶炉No.1~No.6 出土鍛造剥片、粒状滓写真

鍛冶炉No.1 
鍛造剥片 O. 71 1. 4 2. 8 4 
粒状滓 O.71 1.4 2.8 4 (mm) 

鍛造剥片 0.71 1.4 2.8 4 
鍛冶炉No.2 粒状滓 o. 71 1. 4 2 . 8 4 (mm) 

鍛造剥片 0.71 1.4 2.8 4 
鍛冶炉No.3 粒状滓 O. 71 1. 4 2 . 8 4 (mm) 
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鍛冶炉No.4
鍛造剥片 0.71 1.4 2.8 4 
粒状滓 0.71 1.4 2.8 4 (mm) 

鍛冶炉No.5 、← ヽ

鍛造剥片 0. 71 1.4 2.8 4 
桓状滓 0.71 1. 4 2. 8 4 (mm) 

鍛造剥片 0.71 1.4 2.8 4 
鍛冶炉No.6 粒状滓 O.71 1. 4 2. 8 4 (mm) 
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(4) 掘建柱遺構

調査区は、遺跡中央東端の 4m程段落ちして海岸部に移る地点に位置する。柱穴群は、

この中世の海岸線（推定）に対し、主軸を平行（または直角）にするものと、主軸を斜

めに振る 2群として捉えられる。柱穴は、後世に削平を受け全体のプランを知ることが

できない。

第 1柱穴群

第 1柱穴群は、海岸線に対し主軸を平行（直角）にするものである。模式的に線引き

を行った状況では、東西4.20m、南北8.00mの最大プランを見ることができる。このプ

ランの柱穴は、大形で掘り込みが明確であり、柱穴下部に礫を敷いたり、柱根を礫で固

定している。最小プランは、東西4.30m、南北3.00mである。 2棟が確認される。

合
Fig 17 建物柱穴実測図 (1群）

／ Q 4m 

SKl 

＼ 
0 グ

◎ Jja 日

◎ ご：-L 7,000m 
I 

第 2柱穴群

第 2柱穴群は、海岸線に対し主軸を斜め

に振るものである。ここでは、東西6.20m、

南北3.80mのプランを見ることができる。

第 1柱穴群と比較して、やや小規模になる

ものの、数的には多く見受けられる。

Fig 18 建物柱穴実測図 (2群）

これらの柱穴群は、先の SD8の遺物出

土状況から、西に80m、南に80mほど広が

るものと推定される。位置的には、遺跡西

側湿地帯よりゆるやかに盛り上がった海岸

線に接する地点の1.2ha程である。中世の浜

崎遺跡を形成する集団の、中心地を形成し

たものと考えられる。 5棟が確認される。
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V. 遺物

浜崎遺跡より出土した遺物は、縄文時代の土器片、石斧•石鏃などの石器や古墳時代から

平安時代の須恵器が少量あるが、中世遺構より出土している。中世以降の遺物としては、唐

津系陶器、有田系磁器が出土する。本稿では、出土遺構ごとに中止遺物を中心に記すこととする。

中世の遺物は、国内産の遺物として糸切り底をもつ土師器を中心に瓦器、須恵質土器、東

播系須恵質捏鉢、陶器、滑石製の石鍋片、石錘、土錘、木製品などがある。この内、須恵質

土器（備前亀山系）、東播系須恵質捏鉢（魚住系）、陶器（常滑、備前）、滑石製の石鍋片など

は搬入遺物である。鉄関係では、髄の羽口と鍛冶炉に伴う鍛造薄片、粒状滓、多数の鉄滓や

形態不明の鉄器が出土している。輸入陶磁器では白磁が多く、続いて青磁、青白磁と続く。

白磁、青磁とも、碗の出土が多く皿は少ない。青磁では、龍泉窯系青磁と同安窯系青磁が出

土し、青白磁の合子も少量出土している。また、明時代の青磁も極少量出土している。

1 . 遺物の概要と分類

(1) 土師器

土師器は全て糸切り離しで、坪が主体でllllは少量である。皿は、大形のものと小形の

ものに区分される。坪は、大形の杯、中形の土不、小形の坪に区分され、形態より細分さ

れる。なお、土師器は SD8において、完形に復元できる遣物が多量に出土する。

坪 I -1類 大形の坪で体部が内弯する

皿

I -2類 大形の坪で体部が直線的に立つ

I -3類

II -1類

II -2類

II -3類

皿ー 1類

m-2類

皿ー 3類

I -1類

I -2類

I -3類

II -1類

II -2類

II-3類

大形の坪で体部が外弯する

中形の坪で体部が内弯する

中形の坪で体部が直線的に立つ

中形の坪で体部が外弯する

小形の坪で体部が内弯する

小形の坪で体部が直線的に立つ

小形の坪で体部が外弯する

大形の皿で体部が内弯する

大形の皿で体部が直線的に立つ

大形の皿で体部が外弯する

小形の皿で体部が内弯する

小形の皿で体部が直線的に立つ

小形の皿で体部が外弯する

(2) 瓦器（須恵質・土師質・内黒土器・黒色土器）
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中世土器は、瓦質・須恵質・土師質・内黒土器・黒色士器などがあるが、ここでは便

宜的にまとめて述べる。瓦器は、椀が主体で皿は少量である。なお、瓦器類の出土は S

D2において、小破片の状態で出土するが、他の地区での出土は少なかった。

また、口緑部から底部まで遺存する例が少ないが、形態より浅椀、深椀、小椀、および小皿

も出土しており、器種は豊富である。ここでは高台部の器形変化に重点を置いて分類する。

椀 I -1類 肥前型 底部から斜外方向に大きく開いて立ち上がる。

皿

高台は細くやや高い。断面逆三角形の外方向に踏み出す形態

I -2類 肥前型 底部から斜外方向に大きく開いて立ち上がり、底部・体部の器

肉厚い。

高台は細くやや高い。断面逆三角形で小さく外方向に踏み出す

形態。

II -1類 肥後型 平坦な底部より体部が強く内弯して立ち上がる。

高台は厚く低い。内傾する断面逆台形の形態。

II -2類 肥後型 平坦な底部より体部が強く内弯して立ち上がる。

高台は厚く低い。外傾する断面逆台形の形態。

II-3類 肥後型 平坦な底部より体部は浅く大きく開き、強く内弯して立ち上がる。

ロ縁部は小さく外反し、高怜は厚く低い内傾する断面逆台形の

形態。

IlI-1類天草型 高脚の貼付け高台を有する形態。

皿ー 2類 天草型 厚い断面逆三角形の貼付け高台を有する形態。

III-3類 天草型 細い貼付け高台を上より押しつけ、高台先端を内に倒れ込ませる。

高台は低く、潰れた形態。

I類 小形の皿で体部が内弯する。

JI類 小形の皿で体部が直線的に立つ。

m類 小形の皿で体部が外弯する。

(3) 東播系須恵質捏鉢

東播系須恵質捏鉢は、破片の状態で溝状遺構、土壇より出土する。口縁部の成形より

3類に分類する。

I類 口縁端部が垂直状に立つ形態。

II類 口縁端部を上方向、あるいは下方向につまみ出す形態。つまみ出しの成

形によりに 3つに分類できる。

II -1類 口縁端部を上方向につまみ出す。

II-2類 口縁端部を下方向につまみ出す。

II -3類 口縁端部を上下両方向につまみ出す。
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皿類 体部と口縁部にきわだった差がなく、内面体部と口縁部とはほぼ直角を

なす。

(4) 土師質・瓦質土器の鉢

土師質・瓦質土器の鉢は、破片の状態で溝状遺構、土壌より出土する。口縁部の成形

より 2類に分類する。

I類 口縁部と体部にきわだった差がない形態。

II類 口縁端部を上方向、あるいは下方向につまみ出す形態。つまみ出しの成

形により 2つに分類できる。

II -1類 口縁端部を上方向につまみ出す。

II -2類 口縁端部を下方向につまみ出す。

須恵質土器

須恵質土器は、壷と甕が出土する。いずれも小破片で形状は不明である。

(5) 貿易陶磁器

浜崎遺跡出土の白磁は、大多数が破片であるが、同一型式のものでも、粕色、胎土に

違いが認められる。白磁は、器形によって椀、皿、壷に分類できるが、椀の出土点数が

多量である。ついで、皿となり、壷の出土は非常に少なく、実測可能な遺物はない。太

宰府分類を基準に、椀、皿について分類する。青磁は、器形によって椀、皿、壷、水差

し、四耳壷に分類できるが、椀、皿以外は非常に少なく実測可能な遺物はない。龍泉窯

系が同安窯系より多い。

白磁

椀 II類 高台は外面を垂直にし内面を斜めに削り出し、体部は内弯気味に立ち上

w類

V類

VI類

VII類

VIII類

IX類

皿 II類

m類

W類

がる。

ロ縁部に小さい玉縁をもつものと、玉縁のないものとがある。

II類に比ベ口縁部の玉縁が大きく、体部が厚い。

高台は直立し、細く高い形態。

高台はやや低く、休部は開いている。内面体部上位に一条の沈線があり、

内面見込に櫛目描きの花文を有する。

体部は内弯気味に立ち上がり、体部上位で外反する。口縁部に輪花がある。

体部内面の見込部の釉を輪状にカキ取る。

ロ縁部の粕をカキ取る、いわゆる「口禿」のもの。

ロ縁が断面逆三角形状を呈する。

体部内面の見込部の釉を輪状にカキ取る。

内面体部を隆線で分割し、器掬は厚く、口縁部は外反する。全面に施釉
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VI類

Vlll類

IX類

龍泉窯系青磁

椀 I類

後に、底部の釉をカキ取る。

底部をやや上げ底状にし、体部中位で屈曲し上位で内弯する。

内面見込に草花文様があり、体部中位で内弯する。

ロ縁部の釉をカキ取る、いわゆる「口禿」のもの。

高台が断面四角形で、底部の器肉が厚い。釉は青味をおびた緑色を主体

とする。

I -1類 内外面とも無文。

I-2類 内面に草花文を有する。

I -4類 内面を 2本の沈線によって区切り、飛雲状文を描く。

I -5類外面体部に蓮弁文を有する。

III類 小さい高台を持ち、全面に施釉した後に畳付部分の釉をカキ取る。

皿 I類 体部中位で屈曲し、内面見込に櫛状の施文具で花文を描く。

同安窯系青磁

椀 I類

m類

青白磁

陶器

(6) その他の遺物

台形状の厚い高台を有し、体部は高台部からやや内弯気味に立ち上がる。

内面には、ヘラによる片彫りと櫛によるジグザグ文様を描く。

体部外面にヘラ状の施文具で片彫り風の沈線を有する。内面にはヘラ状

と櫛状による花文を描く。

合子の身、および蓋でセットなる 2点が出土。

黄釉盤で 1点出土。

石鍋 石鍋は、口縁部に耳を縦に付すもの、横に付すもの、突帯状になるもの

がある。また、滑石製品には穿孔を持つ不明品など、多量の製品片があ

るが石鍋からの転用品とみられ、煤の付着、石鍋の整形加工時に外面削

り痕を残すものや、鉄片が穿孔部に付着したものがある。また、転用途

中の石錘、穿孔したもの、石鍋の鍔の部分に削りを入れたもの、切り取

ろうとしたものなどが認められた。

土錘 土錘は 9点出土しているが、いずれも管状土錘である。形態より、細身の形

と長径に対し胴部が大きくなり寸づまり気味の形の、 2類に分類される。

中国銭 中国の北宋で1023年より鋳造が始まる。「天聖元賓」が、 SD2拡張より出

士。

日本銭 近世の銭は、 SD2拡張の表士層より江戸時代の「寛永通賓」が出土。
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表 裏

゜
3 cm 

No.4 中国銭「天聖元賓」写真、拓影

(7) 木製品・種子

木製品 溝状遺構より、多量の木製品、流木などが出土する。特に、 SDl、SD2、

SD2拡張、 SD4からの出土が多い。しかし、加工痕は認められるが、用

途については不明なものが多い。材質は、天草に自生する樹木である。

種子 溝状遺構より出土し、桃と梅が確認される。特に桃の種子の出土が多い。

(8) 鍛冶関連遺物

鍛冶遺物 鍛冶関連の遺構として、鍛冶炉6基を確認した。採集した土を選別した

結果、鍛造剥片、粒状滓をそれぞれ確認した。また、鍛冶関連の遣構と

して、多量の鉄滓を出土する土壊を確認する。隣接する溝状遺構 SDl、

SD2では、闊の羽口が出土しており、一定の広がりの中で鍛冶関連作

業が実施されていたことが推察される。

(9) 貝類・魚骨・獣骨

貝類 浜崎遺跡では、溝状遺構SD1・2および土壇より貝類が出土している。

層的には、黒色の混土貝層で明瞭である。魚骨、獣骨も中世遺物ととも

に出土する。貝類は25種類であるが、ハイガイとマガキが90%以上にお

よび主体となる。

魚骨 魚骨としては、タイ科とハタ科の魚骨が出土している。

獣骨 獣骨として、イノシシ、シカなどが出土する。

以上、浜崎遺跡より出土した遺物の概要と分類について述べたが、貝類については九

朴l大学の菊地泰二先生、動物遺体については鹿児島大学の西中川駿先生、木製品につい

ては熊本大学の大迫靖雄先生、鍛冶関連遺物については新日本製鉄の大澤正己先生の各

先生より遺物についての玉稿を賜り、本報告書に掲載している。また、溝状遺構と土壊

より出土した炭化遺物を基に京都産業大学の山田治先生に年代測定をお願いした。前本

渡市史編纂委員の鶴田倉造先生には中世本渡と天草・志岐両氏についての歴史的背景の

解説を頂いている。輸入陶磁器については佐賀県立九州陶磁文化館の大橋康二氏、瓦器

については滋賀県野洲町教育委員会の森降氏のご教示による。

本報告書では、浜崎遺跡より出土した中世遺物について記しているが、詳細な分類や

遺物の検討がなお必要であり、今後、関係諸氏のご指導とご教示を願うものである。
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VI. おわりに

浜崎遺跡の置かれた環境は、有明悔が入り込む遠浅の海岸に面する海岸段丘上にあり、こ

の地形が浜崎遺跡の成立に大きな影聾を与えている。出士遺物は、縄文時代から近世まで得

られているが、今回の調査の主体は12世紀~14世紀、なかでも13世紀を中心とした中世の遺

構と遺物である。

遺構として、遺跡を南北に縦断する溝状遺構が 2本ある。中世の遺跡では検出される遺構

であるが、浜崎遺跡の場合、西側が山裾から湿地帯にあたり、集落を形成するなかで必要と

なり構築されたのであろう。なお、 2本の溝は、中程に灰色砂質層が堆積しており、出土遺

物についても時代的な差はなく、同じ時期に構築されたものと考えられる。また、溝内の堆

積状況より周辺に生活遺構が存在することは確実であるが、調査区域が限定されているため、

今回の調査では確認することができなかった。このような中、遺跡の東側の海岸に面する地

域で柱穴群、土1廣、鍛冶関連遺構が検出された。柱穴は231個程であるが、掘建柱遺構は規格

性のある建物であることがうかがえる。土壊からは、土師器、瓦器、白磁、青磁、貝類、獣

骨、魚骨などが出土し、生活遺構がさらに広がって存在することは明らかである。鍛冶炉も

6基確認されたが、隣接する性格不明遺構からは、鉄滓が多量に出土しており、まとまりの

ある鍛冶関連の作業が実施されていたと考えられる。

遺物としては、土師器、瓦器、白磁、青磁、石鍋、土錘、須恵器、甑の把手、木製品など

が出土している。なかでも注目すべきは、中国製の白磁・青磁や東播系須恵器など遠隔地か

らの搬入品が多いことである。また、瓦器は「肥後型」や「肥前型」といった他地域の瓦器

椀が、在地産の瓦器椀とともに出土しており、海上経由の交易ルートにより持ち込まれたも

のと考えられる。また、合子、鼓といった遺物は、浜崎遺跡が単なる中世の農村集落ではな

かったことを示すものと理解される。

中世の浜崎遣跡の概要や性格については、「本渡市史」でも述べているが、ここに整理して

記したい。

まず、遺跡の西側にある溝状遺構の位置する地域と掘建柱遺構が位置する東側地域の比較

であるが、旧地形は東側がやや高く、南側より緩やかに北側にむけ高くなっていたことが確

認されている。このため、浜崎遺跡は東側の微高地より、湿地帯である西側に広がって行っ

たと考えられる。このことは、年代測定により、掘建柱遺構周辺の SK4が溝状遺構 SD2・ 

8の炭化物より古いことと符合する。また、出土遺物では、古墳時代や 9世紀代の須恵器が

東側で出土することとも符合し、遺跡の中心が東側であると考えられる。

次に中世の浜崎遺跡の性格であるが、先に述べたとおり単なる中枇の農村集落ではなく、

出土遺物より広範囲の交易を行っていることは確実で、在地豪族の存在がうかがえるのであ

る。ここで、志岐文書の「天草種有譲状案」を見ると、天草種有が本砥島地頭職に命ぜられ
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た時期は不明であるが、貞永 2年 (1233) には現在の本渡から河内浦、平浦、産島、大江、

高浜にいたる天草下島南部一帯を領していたことは確かである。浜崎遺跡は13世紀をピーク

に12世紀~14世紀にかけての遺物が出士しており、天草氏との関係を推定することができよ

う。また、浜崎地区には、中世の「極楽寺跡」の伝承があり、周辺には五輪塔、宝筐印塔が

多数残っている。今回の調査では、寺院跡を裏付ける資料はなかったが、 SD8の最下層に

おいて五輪塔の火輪が出士している。また、東側の水道工事では空風輪 2基、火輪 1基、道

路工事では空風輪 3基、火輪 2基、宅地の造成では空風輪 2基、火輪 1基、水輪 1基、土輪

1基が出土していることを確認している。この他、以前の道路工事では、多数の五輪塔、宝

筐印塔が出土し、道路に埋め戻したことを確認している。特に、天草種有の法名は「極楽」

であり、「極楽寺跡」の伝承と一致するのである。

現在まで、天草氏と浜崎遺跡を結ぶ積極的な資料は出士していないが、浜崎遺跡の出土遺

物の中心は13枇紀であり、当時の有力な豪族の存在を示している。極楽寺の伝承、古文書と

天草種有の法名、金石資料の出士と密集、遺跡より出土した遺構と遺物、遺跡の立地条件と

交易を考え合わせた場合、天草氏と本遺跡との関係が示唆されるのである。

浜崎遺跡の調査は、これまで不明な点が多かった。天草の中世初期の様相の一端を解明す

る貴重な資料を提供してくれた。

最後に、浜崎遺跡は約4ヘクタールにおよぶ中世遺跡であるが、今回、発掘調査を実施し

たのは、道路工事部分を中心とした4,300m'である。しかも、道路部分という極めて制限のあ

る範囲の調査であり、遺跡の全体を把握するには困難であった。周辺は盛土され、新しい町

づくりが進行中であるが、遺跡の中心部の造成はこれからであり、可能な限り足を運びたい。

また将来の大規模な工事に対しては、今回の調査を踏まえ、対応したいと考えている。

浜崎遺跡の調査にあたり、ご指導、ご協力賜りました関係者の方々に深く御礼申し上げま

す。また、報告書作成については、途中で体調を崩し、多くの方々にご迷惑をおかけしまし

たが、心よりお詫び申し上げます。今後、本報告書に十分に掲載できなかった遺物や遺構等

の検討、川原田遺跡、浜崎神社、区域内の金石資料についても整理を進め、調査担当者とし

ての任を果たしたいと思っている。

（平田）
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出土遺物観察表
SD 1 I層、 11層、 1V層出土遺物
！番号I 醐 If 器種 I 層I 径 l高・角度 I 形態 調整 備考 I 

1 土師器 坪
1i 1層 底口径径14.8.38 高 4.500゚ 1暉体晒面面故はは平角大郷厚坦4mm 度で立ち上がり口縁部て内弯ずる。 外内内外底底体面面面 横渦糸巻切ナ状デりに離調し恕哀あり 胎色焼調土成 黄良良褐好好色

2 I±& 坪 I I I層 I底口径径15s., 0oI 高 2.•85' I! 暉麟暉屁はは角平度坦455度皿で立ち上がり口縁部で外弯する。 外内内外底底体面面面 横糸凹切ナ凸デかり激離ししい 色胎焼調土成 褐＇少や色量や砂も粒ろ混いり

3 土岬皿
I I層 底口径径117,.241 高 I,304° I底暉暉面I駆はは平匈厚坦訟4度mm四：ち邸り口睾此内酎る。 外内内外底底体面面面 横平糸坦切ナでデり中離央しがや笞圏} 色胎焼調土 灰，少良黄量砂色粒混り

4 '土師器 坪
]I層 I1底口径径18,1.80 高 3.509' 1体暉晒面面最はは角瞑環底‘49度mmで直線的に立ち上がる。 I外内内外底底面暉面 平糸演切坦ナでデり中離央しがやや窪む 胎焼色調土成 少褐良量色砂粒混り

I 

5 土 皿 ll層 底口径径 8.5 高 1,535• I体饂暉面印はは角窪閲む沿6mm度で立ち上がり口縁部で内弯する。
外内内外底体面面 横凹糸凸切ナがデり離ありし中央で窪む 色胎焼調土成 灰少良黄量色砂粒混り6.3 

6 
瓦頃器恵質） 椀 ll層I台口径径16.6.341 高 4.8 iI1 体暉高台面最はI退低l;:/,:いく大貼6mm付き高く開台でき内い弯びつしてに立歪むち上がる。 外内内底体体面面面 演回積転方方ヘ旬句ののラ丁丁削寧寧りなな・ヘ横ヘラ方ラ磨磨向のききヘラ磨き 焼色胎調土成 灰緻良黒密好色

I 1 
瓦⑰器聰讚） 椀 I JI層 台口径径 5. 一6高 一 W体高栢面台面厚ばは低曳7mいくm大貼付き高く台開でき台内弯先かして内立に倒ち上れかこむる。 外内内体底体面面面 丁横回寧転万なヘ句ヘのラ丁削ラ磨寧りなき・横ヘ方ラ向磨のきヘラ麿き 色胎焼調土 灰緻良黒密好色

8 
瓦は器も椀ろい）

l[層 台口径怪 5,一4 高 一
体体高面面台厚ばは低曳7mいくm大貼付き高く台開でき粗内弯雑なして台立先がち上内がに倒る。れ歪む 外内内体体底面面面 緻回横密転力ヘな旬ヘのラ削緻ラ磨密りなき・ヘヘララ磨麿きき 胎焼色調土成 灰緻良黒好密色

， 
瓦は器直噴も椀ろい）

I層
台口径径 5.一sI高 一 体畑高而台l厚Iは域低5mいくm大貼付き高く開台でき粗内弯雑なし台て立先ち力炉上！がに倒る。れ歪む 外内内体底体面面面 ヘ回ヘ転ララ磨磨ヘきフき削器器り面面・ヘばは邸ラ菊減磨成すきするる 焼色胎調土成 灰少悪黄鼠い色砂粒混り

l 0 
瓦（土器も椀ろい）

JI層
台口径径 5, 一4 高 ー I体体高面面台厚ばは低曳6mいくm大貼付き高く開台でき租内弯雑なして台立先がち上内がに倒る。れ歪む 外内内体底体面面面 ヘ回ヘ転ララ磨ヘ磨きラき削器器り面面・磨はば磨減紺減す威すするるる 胎焼色調土 灰少あ色且ま砂い・灰粒混黒色り

11 
瓦（器土師質黄椀褐色）

1[層
台口径径 6.ー0 

古向 ― 
体体高面台面厚ばは整曳8mっくm大た厚きいく開貼付き立高台ち上でが脈る面。逆底三部角が形へたる 外内内体底体面面面 緻回緻密密転なヘなヘヘラ削ララ磨磨りきき・緻密なヘラ磨き 焼色胎調土成 貨緻良褐密好色

1 2 瓦（須器恵質） 椀高台 1[層
台口径径 一一 高一

底高面台はは平整Jl-,!tこ短い貼付高台て断面逆台形 外内底体面面 ヘ一ラ磨き 色胎調土 灰緻色密 焼成 良好

I 3 
瓦（須恵質） 椀台

JI層 台口径径 一一 高一 高外台側、は低倒いれ貼込付み高部台もで整台っ先たが形應勾に倒れ込む。 高台 外内底体面面 緻回密転ヘなヘラ削ラ咽りき 胎色調土 灰緻色密 焼成 良好

1 1 4"謬（這―） 亨台 IlI一層］I台口径径 —1 I 高 一 底高台面はは平低坦い貼付高台で台先が内に倒れ込む 外内底体面面 ヘ回転ラ磨ヘきラ削り・ヘラ麿き 色胎調土 灰緻色密 焼成 良好

I 5 瓦（国器）椀高台 11層 台口径径 6,一51i 高 一 底高祖面台雑ではは平い低坦びくて細つい中に央貼歪部付むが高台やでや窪台む先カ'l"lに倒れ込む。 外内底体面面 ぬ回転滅がヘ激ラ削しいり・磨減する 胎色調土 灰良黒色焼黄成灰色良

I 6 瓦（這器質赤褐椀高包台 I1 II層Ia口径lass. 一1高 一 底高面台はは平低坦くで貼付中央高部台がでや台先や窪がむ内に倒れ込む。 外内底体面面 ヘ回転ラ磨ヘきフ削り 胎色調土 赤良褐色焼成 良

1 71黒色土器饂台 IJI層台口径径 6.一81高一 底高面台はは平整坦っでた中厚央い貼部が付高や台や窪で断む面逆三角形 外内晒体面面 緻回密転ヘなヘラ削ラ磨りき 胎色調土 黒良色 灰焼色成 良

1 8 瓦（土器） 椀 I II層1台口径径14.ー0I高 ー I輝呻厚は内7mm弯して立ち均り口艇邸外弯する 外内体体面面 緻口縁密部なヘまでラ緻磨密きなヘラ麿き 胎色調土 黒良色好 灰焼黒成色良

1 9 瓦は器） 椀 l[層 台口径径15.ー0 高一 体体面は内5mm弯して立ち上がりる
外内体体面面 緻回転密なヘヘラ削ラ磨りき・緻密なヘラ語き 胎色調土 灰良好黒色焼成 良好

20 黒色土器皿
I I II層 台口径径 95, , 59 1 ！ 高 ], 49 0° 体底体面面面最はは角大平坦度厚450度mmで立ち上がり口縁部で内弯する。 霜内外体面 緻謬密な裟ヘラ言磨尉き 焼色胎調土成 黒良良色好好， 

2 1 東播系須恵質鉢土口縁器II層
I 

口縁端部を下力旬につまみ出す 置 横横ナナデデ成成形形 色胎調土 灰砂粒青混色じ均り戎 良

22 如翻環恕鉢質土口縁器， II層 口縁端部が垂直状に立つ
霜 丁丁加寧な灌横））デア成成形形 胎色調土 砂咄粒天色混じ焼り成 良

23 東播系須恵質鉢土口縁器 11層 口縁端部を下力句につまみ出す 霞 了丁寧な環横ナナデデ成成形形 習靡贔杷又良

24 須恵質土器 11層 口絃部を玉縁状につまみ出す 霜 雷盟震忠嬬信 色胎調土灰良色 焼成良口縁

25 須恵質土器甕 ]1層 甕付近
霜 ハ格子ケ文目調様整 色胎調土灰良色好 焼成良

2 6 須恵質土器甕体部 11層 甕体部付近
霜 綾ハ杉ケ文目調様整 胎色調土 灰良色好 焼成良

27 須恵竹土器壺体部 11層 甕体部付近
謂 ハ沈ケ目調整 胎色調土 灰良色好 焼成良

28 須恵質土器壺体部 l[層 壺体部付近
謂 格綾子杉•文文様様 ハケ目 胎色鴻土 灰良刃好色 切戎 良

i 2 9 偏前焼き体部 lI層 体部
胎色謳土l灰良色好 小焼豆成色良
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緻密なヘラ磨き 色凋黒色灰黒色
回転ヘラ削り•ヘラ磨き 胎土良 焼成良

疇なヘラ磨き 1 色調黄褐色
回転ヘラ削り 胎土良焼成

靡徴しい I虹目黄褐色
旱かあり中央て窪む 1胎土少盤砂拉混り
磨滅か激しい ，＇麟あまい

二冨□旬のヘラ磨き 1習鼠屑黒色
ほ滅する ，焼成良好

芦なヘラ麿き 1疇黒色 ， 
回転＼ラ削り・横力句のヘラ磨き 1胎土良好 ， 
転向の丁寧なヘラ磨き ：灼戎良好

麟なヘラ磨き 1疇灰褐色
回転＼ラ削り・緻密なヘラ磨き 1H社緻密
麟なヘラ磨き 悔良 I 

磨滅する l色調灰色灰渇色 I 
靡成する 1胎土良 浣成良 I

疇なヘラ磨き ！四凋黒色灰褐色 ！ 
回厨ラ削り・緻密なヘラ磨き I胎土良 焼或良

横ナデ成形 1色凋商灰色焼成良
丁寧な横ナデ成形 1胎土砂拉混しり l 

上下胴にヘラ成形 i色 調 咽 天 色 燒 成 良
横ナデ成形 '! 社多塁の砂饂じり＇

贔誓 胃闊麟良！

詞`
1外体面
I 

贋闘
l内外体面
内底面
外底面

疇
璽
璽
雲
一
〗
一
疇
暉
一
疇
暉
一
疇
暉

く」の字状

1 2 o I± 錘 l[隠日聾 3.s I孔径 o.3日環赤褐色胎土良好塊成良
I '短怪〇.8 I重 2gl丁京な成形

1 3 l f石鍋 口縁部 l1層 I 口径— i 厚 l.-11内外而丁寧な削り調整、銀縁も丁寧な削り調整 I
し ＇ （滑石） ＇重 83g i口縁部にスス付布

: 3 2 I石蝸 口縁部 IIT層 I 口径—！厚 L z I内外面丁寧な削り調整、鍋縁も丁寧な削り調整
I I 』重 82gI 2疇謡あり口疇にスス付着

! 3 3 I石鍋 口疇暉 I口径32.o I厚 2. 51内面激密な削り調整、外面下単な削り調整
I I I重 521gI鍋縁も丁寧な削り調整

I 3 4 石渦 底部:]I層 II I I 塁12旦I盟讐ス塁誓IJり拿 2況J肛痕あり

I 3 5 I :f明 IlI層 I I厚
，重 260gI 

3 61□ ! ]I層 I i厚！
：重 179gi 

3 71瓦器 椀口縁 IIII層 1 口怪ー 1高一 Ii這は内弯して立ち玩る。
（土師質） ： 台怪 — i体面／享4皿

3 8 I瓦器 椀高台 IIl層口径ー＇高一 底面は平坦て中央部かやや窪む
I c疇黄褐色） 台怪 ー1 高台は細く低い貼付高台で祖雑

I 3 9 I這器 杯 I IV層 1口径一 I古 3.0 : 暉は角諏度這饂に立ちロヽる
鷹径ー『；；；度8" I体面最虐5皿

1401.llli 椀 ：譴 I口径13.o I高 4.3 1体面I這く内弯して立ち上かり口縁部か外傾する
＇ 台径 5.-11 体面最大厄4皿

"i胃恵質） i宛 1V層l旦麿冒ロニニ□□み歪も

I I高台は貼付高台で疇長方形

4 2 瓦器 椀高台 w層口径一高— i体面ば曳く大きく開き立ち上かる
（土師質灰渇色） 台径 6.3 ; 体面享8皿

， ！高台は低い貼付高台で台先か内に倒れ込み歪む

4 3 塁 疇台 I 囀 1 口径一高— 疇は平坦て中疇かや濯む
I (旦蹟） 台径 s.s I高台I噂く低い貼付高台で疇逆三角形

'4 4 I瓦器 疇台讀口径一高ー：底面は平坦
！ （土師質） l台径ぷ 6 I高台ば享く低い貼付高台て断面逆三角形

4 5'東播系須恵質土器 IV層 1口縁磁邪か垂直状に立つ
鉢口縁

4 6 須恵質土器 暉 I口緑瑞部を上方向につまみ出す

鉢D縁 I

4 71瞑器 I IV層 I ' 梵口疇
幌口縁I I 

4 8 石鍋 口疇 1叫口径ー 1厚 1.71内面頂な磨き闘、外面は丁寧な削り調整
、 （滑石） 重 102g 口緑部にスス付着

:： 1:: ニロ―t三予ご二はロニ1

5 l I躙 I[ I隠謂。.3塁ば嗅款胄ける l 

I 5 2 1亨（脚本部か） I IV府 ，厚 2. o I ：煎 121gI 

SD2 
i番号 畷 1/

I 

'l I土師器

n層出土遺物
諏 i 屈 1 怪 ，高・角度 1 形態

坪 l1隠且髯i高 3.0 I暉は角度42度て立ち丘り内蛮する

＇ ’  

I z ' 旦饂
LLLL 

1 ll層 I1 口径 9.31高 1.5 体面は角度30度て立ち上かり口縁部て内弯する。 I I外内内底外疇体面面 如描ナ砂デ激 准1I 色焼調土成 少黄や蟄褐や色⑳もろ粒い昆 I 
底径 6.2 ＇ 30゚体疇面;は,り国咋4mm ししい じり

I 
:， ポ'切り離

3 i忌器 椀
ll層，1台口径径 7.―2l高 5• .j十 高体体面台面最はI謳刃内弯墨享し6m付てm立高台ち上て整かる。 口縁部欠損 外内内底体体面面面 徴緻回密密転なヘなヘヘラ削ララ磨磨りき・徴密なヘラ 1胎焼□土成 黒良良色好 赤褐色 ' 1 

I I (土師質）
iI っt疇逆三角形 き・カーホン付磨着き

4 瓦器 浣翡台 lI層口怪ー 1高一
体高体台厚はは浅低6皿いく大貼付き高く台開き内弯して立ち上かる。 外内体体面而

丁回即寧転荊なヘヘのラ丁削ラ磨寧りなき叶ヘ黄方ラ磨向のきヘラ磨き 胎窃色土凋戎 灰緻艮黒密好色
I ： 

（須恵質） 台径 5.6 I 
！ て台先力内に尖り倒れこむ 内底面 ! 

I 5 瓦器 疇台 l[層詞口径 1.—3 iI I 高一 体体高面面台厚はは浅高6皿いく大貼付き高く開台てき外内弯i::l'し沓みて立出すち上がる。
靡内底面冒 横回転方ヘ向のラ削丁寧りな。横ヘ方ラ麿向のきヘラ磨き 1，諷胎焼土成 灰少良色植砂黒粒色混り ! ！ 

I 6 I謬（黒色） 疇台 II JI層 II 台口径径ー―！|高一 体体面は内6m蛮霞して立ち上かる。
I中,_,_= 共 bI ,_,_, ,..,.._, ぷ今.J.-A ---: ・＿ば,.,..,,. !=呵 m 丘． ' 

竺
1 内外体面横ナ―

＇ ~ 備考

亙調黄褐

：高台は貼付高台て台先り内に倒れこむ 内底面 横方向の緻密なヘラ磨き ：塊成良好
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---・ 一.. 一 ---- -

7 躊(±/lffl)疇台 'JI層I台口径径 7.ー61I 高 一 体体高面台はは強高5皿いく内貼弯付高し台て立で外ち上l::l'が沓みる。出す 外内内体体底面面面 磨磨ヘ滅減ラ麿すするきる ・磨減する 色胎焼調土成 灰，少良黒掻』砂色粒混り I ！ 

8 瓦（器須恵質） 碗裔台 11層台口径径 7,一21高 一 体体高面台Iはii高6支D111いく大貼付き高く開台き内弯して立ち上がる。 疇 緻回横密転方向ヘなヘのラ削緻ラ磨密りなき・ヘヘララ磨店きき 胎色焼調土 灰緻良黒密好色

I で外に踏み出す， 
瓦（土器師質赤椀褐高色台） ll層台口径径一―I高一

体高体面台はは強低7maくく厚内弯い貼して付立高台ち上てか断面る。逆三角形 外内内底体体面面面 丁回丁寧転寧なヘなヘヘラ削ララ磨磨りき・磨滅する 色胎焼調土 槃良良色好 赤褐色

I きは

101±/l（土躙土器もろい口縁） lI層1台口径径 一一 高 一 体体面は内1.. 弯して口縁部大きく外弯する
外内体暉面 器緬面はI埠麿滅滅すするる・カーボン付着 色胎調土 赤砂褐粒色混り焼成 良

11 土頃師質恵土質器） 口縁 lI層 台口径怪 一ー 1高 一 暉体面厚は内4脅●●して口縁部で短く外傾する 外内体体而面 緻回密転なヘヘラ削ラ磨りき・カーボン付麿貯き 胎色調土 灰緻色密 焼成 良好・緻密なヘラ

1 2 土囀師質土質器） 口緑 II層 台口径径 一ー 高 一 障体血厚I訥4m窃●して口縁呵て短く外傾する 外内体体而面 級回密転なヘヘラ削ラ磨りき・カーボン付磨精き 胎色鴻土 灰緻色密 焼成 良好・緻密なヘラ

I l 3 土（h須蹟恵土質）器 口縁 JI陪 台口径径 一ー 1高 一 体体面Iii厚は内4●弯●して口縁部で直邸内となる 外内困体面面 緻回密転ヘなヘラ削ラ府りき・緻密なヘラ磨き 色胎潤土 緻灰色密 焼成 良好

1 1 41丑（須l演恵質土）器 口縁 II庖 台口怪径 ー一 1高 一 体畑面i厚は内6m弯mして口縁部で四細りとなる 外内体体面而 級伍I密伝ヘなヘラ削ラlりf!き・緻密なヘラ府き 胎色遇土灰麟色 螂坦子 1

1！ 1 5 土（師須質恵土質器） 口縁 11層 台口径径 一一 i高 一 体体面は内6mm弯して口縁部て短く内傾する
外内底体面面 緻回転密ヘなヘラ削ラ磨りき・緻密なヘラ磨き 色胎調土 黒緻色密 銀焼黒成色良好 I 

11 6 土（師須質恵土質器） 口縁 lI層 台口径径 —ー i1 高 一 体体面は内6mm弯して口縁部で短く内傾する
込む。 塁闘 ヘ緻密ラ磨なヘきラ・磨磨滅きする 色胎調土黒良色 焼成良

11 7 東播系須恵質鉢土口器縁 lI層
I 

口縁端部が垂直状に立つ
霜 横横ナ）デア成成形形 色胎調土 灰砂色粒混じ均り或 良

I 8 這質土器暉日 l[層 1台口径径一一 高一 欄すほ扁まiはる。丸み内部召は翫直灰径四I角cm形のを中呈空とし形なる臨沢細く 悶 表回転面ヘは凹ラ凸削がりあり粗雑な成形 胎色調土 砂赤褐拉色混じ焼り成 良

I I I 1 9 土師質土器鼎脚 lI層 台口径径 一-1高 一 横す断ほ面まはる。丸み内を邪帯は直び径た四Icm角形のを中呈空とし先な端る部で細く 悶 表回面転ヘは凹ラ凸削かりあり粗雑な成形 胎色調土 砂赤褐粒色混じ焼り成 良， I 

2 0 石鍋 底部 lI層 厚重 1 , 8 底内面部に丁ス寧ス付な麿着き調錮整民剥外離面する丁寧な削り調整整131g 

2 1 石鍋 体部 JI層
厚重 1 651 , g 5 子内認面穿丁つ寧な麿き調整 外面 了寧な削り調整整

2 2 石鍋 体部 l1層
1 厚重 36 ーg 孔囀に1胡蔑帥譜況滋が錆敷がし付い着孔すをる穿つ スス付着 I 

2 3 不Jl lI層 厚重 1 • 4 内内面面は丁偏寧平なで磨2次き調加整工痕外あ面り 剥離が激しい79g 

石鍋体祖部月 87 l[層

I 

24 I碕 羽口 l[層 羽口体部で大粒の砂粒混じり ： 
25 繍 羽口 ll層 羽口体部て大粒の砂粒混じり

鉄滓 I 

SD2 m層出土遺物
！番号 種 IJ 器種 層 径 i高・角度 形態 調整 ! 備考

l 土 皿 Ill層 底口径径 8. 5 高 I.4 
体底体面面面最はは平角対度坦享印3度mmで直線的に立ち上がる。 11 外内内外底饂暉面i 横糸ナ切ナデデり・凹離凸しがある 堕麟胎土 黄少良褐量色の砂粒混じり 1 I 6, 4 50' 

， 2 I ffl器
皿 皿層 底口径径 79,• 4 2 高 I.I

体底体面面面最はは大平角坦度厚431度皿で直線的に立ち上がる。 外内内外底体面面 横噺糸切ナ成デり汎離敷ししい 胎焼色調土成 褐少や色量やのも砂ろ粒い混じり
41° 

3 土 皿 III層 底口径径108.• 88 高 l,40l° 体底体面面面最はは平角大淳度坦430度mmで直線的に立ち上がる。 璽 緻回緻密転密なヘなヘヘラ削ララ磨磨りき 茄色l辻調戎 黄少や灰量や色のも砂ろ粒い混じり 1 I i ・緻密なヘラ
き・カーボン磨付着き

4 
瓦（須器恵質） 椀 皿層台口径径一ー 高 一

体体高面台lはti低5曳皿いく開貼付き内高弯台でし台て立先がち上やが守る芍。に倒れこむ 外内内体体底面面面 園回磨転滅成ヘすすをフる削り ・横力旬のヘラ磨き I 胎色焼調土成 灰，少良黒量好色の砂銀粒混黒色じり

5 瓦器 椀 ll1層 台口径径 6,一3高 一
体体高面台ばは低曳5mmくく厚大いき貼く開付高き台内弯で痴して面立逆三ち上角形がる。

靡内晒鳳面 醗ヘラ麿するき
胎焼色調土 灰少良色量砂粒混り

6 黒は色土器 椀内黒高台） 皿層 台口径径 -ー I, 1 I 高 一
体体高面台はは強低7皿くく厚内弯い貼して付立高台ち上で断が面る。逆三角形 外内内体底体面面面 了回丁苅転寧広ヘなヘヘラ削ララ麿麿りき・磨滅する 胎焼色調土成 黒良良色好 赤褐色

I きは

7 黒（土色師土器質 椀内高黒台） 皿層
台口径径 6.一4 

高一
高内底台面は低にはく肉カ厚ーのボ貼ン付が付高着台すでる痴酢料q形 I 内底面 ヘラ磨き・磨減する

色臣調 黒碑色り黄褐螂色 良1

8 瓦 椀高台 皿層 台口径径 ー一 高一 体高面台はは内低弯く薄し底い貼部付・身高部台てと訂も，面に薄白形い 内底面 ヘラ磨き・砦滅する
胎色調土 灰良色好 焼成 良好

9 I鵡（道） 口縁1皿層 台口径径14.ー4 高 一 体体面ば8曳mくm大きく開き内弯して立ち上がる。 外内体体面面 横横ナナデデ 胎色調土 賀少灰趾砂色粒混焼成り 良
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1 0 
瓦（器須恵質） 口縁 l11層台口径径一ー 高 一 体体面面厚1社6曳mくm大きく開き内弯して立ちヽ 上かる。 l外内暉体面I 印回転洞ヘのラ頂削りば・ヘ丁寧ラ磨なヘきラ磨き 胎色調土 黒少色兒砂焼粒混成り良好

11 瓦器 口縁 皿層 台口径径 一ー 高 一 体体面面厚は内4m肉mして立ち上かる。 I外内暉体面 町演方荊向のの丁丁睾寧ななヘヘララ磨磨きき 胎色調土 少黒址色砂粒混焼成り 良i I 

1 2 瓦器 口縁 Ill層 台口径径 ー一
高一 体体面厚は内5弯mmして立ち上がる。 I外内暉体面 麟回転ヘなヘラ削ラ麿りき・緻密なヘラ磨き 色胎潤土 黒少色品砂粒焼混成り良

I l 3 瓦（器須恵質） 口縁
皿層 台口径径 一ー 高 一 体体面面iiは豆内5肉四して立ち上かる。 i外内饂陣 麟回炉な譴ヘラlj磨りき・疇なヘラ磨き 1巴胎土月 黒敬色密 i饂 良好

I 4 
瓦（須器恵質） 口縁

Ill層 口径ー 高一 体体血lは'J.内4皿代して立ち上かる。 外内体体而面 緻密なヘラ磨りき lI 1胎色土凋 銀緻黒密色焼成
台径一 回転ヘラ削・徴密なヘラ磨き 良好

I 5 
瓦（器土師質） 口縁

皿層 台口径径 一一
高一 体体面面lは't内4叩弯iして立ち上かり口紺部て外弯する 外内体体面面 紐回密転ヘなヘラ削ラ磨りき・ヘラIf!き I 色胎」土1黒少色:,tの焼砂粒成混良り

I 61疇（須恵質） 口縁 I皿層 台譴径ー— 1， 高一 体体面は内6m弯mして立ち上かる。 l：外内底体面面 緻緻密密ななヘヘララ磨磨きき 1色胎土調 緻銀黒密色焼黒成色良好l1 

1 1 II 謬c須恵質） 口縁 I皿層 台口径怪 ―ー l高 一 ！体体面面阻は内5mm弯して立ち上かる。 iI＇ 外内晒体面面 徴糊密鱈なヘヘララ磨磨きき 色胎調土 銀撤黒密色焼灰成青色良好

1 s I！取（這覇） 口縁 Il 皿層 台口径怪 一ー I高 ― 1！暉体面厚は内5mm弯して立ち上かる。 ! I外内面面 磨靡滅成すするる 1，疇胎土 灰砂色粒混じり I 

l 9 疇（土） fill I； m層 底口径径108,, 40 高角度55l,゚5輝体饂面厚はは中角4廊mm央部5度かて窪立むち上かり口緑かやや外傾する 外外内面I面函面 横悶ナデ Il！』色零註調 灰少良色試の砂粒混り ！ I ナデ
きり離し

I I 2 o瓦Ic器須恵質） Jill Ill層 底口径径 96,, 571高角度印1,゚8体体函面面面厚はは角平3度m坦m 別度て立ち上かり内弯する 外外内面面底面 丁横糸寂ナきなデり横離・ヘナしデラ磨き 色胎焼調土成 灰良良青好好色
i 

2 1 瓦（土器） 壺口縁 III層 底口径径 一！ 高 -1暉力唾直に立吟わせ口噂口縁 悶 丁丁寧寧なな横勘方向I司ののヘヘララ磨磨きき 疇胎土黒良色焼成良 I 1 

I 22I 直質土器 疇,Ill屑 I台口径径 ー— 1I 高 ー I横れ疇ままはる。丸み疇を帯は直び径た四6mmO)角形を中呈空とし先な端る部て細く 外面 植表面物繊は疇凹凸があありり粗雑な成形 1胎釦土 黄砂褐粒混色じ焼り成 良

i 23 ゴ蹟土器鼎脚 II 皿層 台口径径 ―ー ， 高 ― [す噺ほ面まはる。丸み内ぢ部は笞楕びた円四形で角形直径を呈7皿し形の中臨空にと細なるく1外面 表植面物繊は疇平坦なあ成り形 色声調 黄砂饂褐色じ焼り成 良1 

2 4 土暉土器暉目 Ill層
台口径径 一一 高 一 I！廣すほ醐まはる。几内み芦祁1材び行た円四形て角形直径を呈7mm0)し先端中部空てと細なるく 外面 植表面は平坦てあ丁り寧な成形 色胎調土 砂黄褐粒混色じ焼り成 良1 

25 耳蹟土器鼎脚 1I 皿層 台口径径 ー一 高 ー 問すほ折面まはる。丸み内部をは帯直び径た四8mm角形のを中星空とし先な端る部て細く 外面 植表面は平田であアり彰ょ成形成形 1戸四囮叫碑色じ均り 良1 

2 6 石鍋 漏縁部 ll!層 厚重 2. 4 鉗内而も丁丁涼戚なな磨調整き調整 外面 丁寧な削り調整整
139g 

27 石鍋 疇 l[層 厚重 172ーgIげ内L面を穿粗つ距兵叩外面 丁加ょ削り調整 I 

2 8 石鍋 体部 皿層 iI 厚重 65ーgl内孔外を面穿つ別靡が放しい 孔を穿つ スス付着

2 9 オJl ポクン状 Ill層 厚厘 29 —g i 偏内乎f/11な剥子し離を穿すつる 外面丁寧な削り調整

I 

! 石鍋体部 5 皿履

！ 挽鉄洋の実 ! 

S02拡張 Il層出土遺物
1番号！種別 器種 i層 怪 1高・角度 i 形態 l調整 I 備考 I 

11 
這器坪 , ll層 I口径15,a I高 3,0 ii 暉体底面面最はは大角平坦醐厚34度て直線的に立ち上かる

］ 内外内外底底面面面面 横糸ナ切テtデり離し 色胎焼調土成 黄，少良褐星色の砂粒混じり
し！［ : 底径 9,2 : 54° 皿

2 ' ＇ 這 器杯 ll層1底口径径1103.,261 高 3.700゚ 饂底饂面最はは大平角度坦厚770皿度て立ち上かり口唇は短く外傾する 外内内外底底体面面面 横糸一切ナデり離し 色胎焼調土成 黄少や撮褐や色のも砂ろ粒い混じり

3 這器皿 ll層！底口径径 8.6, 461 高],603° 暉暉疇最1はま角平噂蜘坦3度皿て立ち玩り内弯ずる。 1！ 外内内外底底暉面面 横磨糸滅切ナかデり激離ししい Il 色!焼台調土成 褐少も色量ろのい砂粒混じり

4 土師器 皿 暉 底口径径 8,6, s 4I 高 1.540° 疇体暉面最はは平角噂坦度引4度皿て立ち上かり内弯する。
I！ 外内内外底底四面面i 磨糸横切減ナデ力り激離ししい 胎焼色調土成 黄，少や褐最や色のも砂ろ粒い混じり

5 土師器 Jill lI層 底口径径 97,.20 1高 1,i35゚ 晒体体面面面最はは大平角坦度厚455mm度て立ち上かり口縁部て内弯する。 如内内外底面体面面面 横糸磨滅切ナデかり激離ししい 胎焼色調成土 茶少や色量やのも砂ろ粒い混じり

6I 土師器 皿
ll層I， 底口径径 8. 7, 64 高 1.334゚ 体体底面面面最はは大角凹唸厚凸か3mm度激てし垂く直中央に立部てち丘窪むヽる 1 外内内外底底体面面面 横糸ナ切デナ成デり形離し 1I1疇煽社 茶少忍色量のも砂ろ粒い混じり

7 
疇譴質） 疇台 l!層 11 台口径径 7,ー4，高 ― 1' 体困高面台面厚ばは高曳6mmいく開貼付き内高弯台でし外て立に踏ち上みが出する。 1外内内体体底面面面 回横一転方ヘ向のラ削丁寧りなヘラ磨き l11 疇胎麟土 灰密良色好

！ 

8 
疇（黒色） 饂台I][府,台口径径 7.ー411高 — 体饂高面台厚は這高一いく貼大付き高く台開でく。外I拿み出す 外内内底体体面面面 横一一方向の緻密なヘラ磨き 1I 疇胎焼土成 黒良良好色好
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， 
瓦（須器恵質） 椀高台 II層:台口径径 7. 一oI , I 高 一 I 随体高面台厚はは内貼6m付究m高して台立て外ち上に踏かみる。出す 外内内底体体面面面 横一一方向の丁寧なヘラ磨き

疇胎焼土成 銀良段黒好好色 灰色

l 0 瓦（器土） 椀高台 JI層 台口径径 一一
高一 高台は貼付高台で外に踏み出す 濯贋 胎色瀾土 灰少黒且妙色粒焼混成り 良横方向の丁寧なヘラ磨き

11 瓦峨器恵質） 椀口縁
1[屑 台口径径16,一9 高一 体体面厚は内6四弯して立ち上かる。 靡悶 横国方転向ヘのラ丁削寧りな・ヘヘララ磨磨きき 色胎調土 緻灰黒密色焼成 良好，

1 2 瓦（器須恵質） 椀口縁
lI層 台口径径 一ー 高 一 体体面面限は内7m肉mして立ち上かる。 外内体体面面 樅回力伝ヘ句のラ丁削寧りな・ヘヘララ磨磨きき ' 胎色土鴻 灰徴色密 焼県色成 印釘1 

11 3 饂（須恵質） 椀口縁
l[層 台口径径 一ー 高 一 体体iiは江強6mくm内弯して立ち上かる。 外内体体面 樅国方転向ヘのラ丁削寧りな・ヘヘララ／磨打きき 色胎潤土 灰密百色焼成 良好

I 

I 4 瓦（漑須恵質） 椀口緑 ll洒 口径― 1I 高一 体体面i/は',.内5m弯●して立ち上かる。 外内体体面/ri 樅位1力転ヘ句のラ丁削京りな・ヘヘララ麿磨きき 胎色芯土l灰緻刊密色焼成 良好台径ー

1 I 1 5 謬(耳輝）椀口縁 l[層 台口径径 ー― II高 一 I体体面面厚は内4m弯mして立ち上かる。口縁にカーボン付着 外内i佑杖面面 腐師滅成すするる 色胎調土 灰少色畠砂粒塊混成り 良＇I I I 

l 6 鵡吐輝） 椀口縁 II IT層 II 台口径径 —一 1i 高 ー ！I体体面面厚は内5m弯mして立ち上かる。国縁にカーホン付着 外内体困面面 丁回寧転なヘヘラ削ラ歴りき・ヘラ磨き 色胎調土 灰少色星砂粒混焼成り 良

i I l 7 Ii 疇(旦蹟） 椀口縁 IiII層 台口径径 一ー 高 ― I困体面面厚は内4弯mmして立ち上かる。口縁にカーボン付着 塁譴塁闘 胎色調土 灰少色量砂粒混，曲戎り 良i I 

I i ＇ 1 s II ， 疇 椀口縁 I！ll層 1台口径径 -ー-高 一 体体面面厚は内4皿弯して立ち上かる。口縁にカーボン付着 外内体体面面 丁回寧転ヘなヘラ削ラ磨りき・ヘラ磨き 色胎調土 乳良灰好色砂粒，混焼成り 良I

1 9 瓦（耳器躙） 椀口縁 lI層 1台口径径 一ー 1高 一 暉体面厚は内4m弯mして立ち丘ヽ る。 口縁にカーボン付着 iI内外困体面面 つ回転衷ヘなヘラ削ラ麿りき
・ヘラ磨き

胎色調土 乳良灰好色 塊成 良

I I I 2 0 I 瓦(器虞） 椀口緑 ]1層 iI 台口径径 —ー iI 高 一 体体面面厚は内4mm弯して立ち上かる。内面黒色 外内体体面面 緻回密転ヘなヘラ削ラ磨りき・ヘラ麿き 1i 包胎土周 灰，少黒蘊色砂粒混焼成り 良I 

2 l 疇（国） 椀口縁 II lI層 I台口径径13,―訂!高 一 体体面面厚は内5弯mmして立ち上かる。 靡腐 横横ナナデデ 色胎調土 ，黄少量色砂粒焼混成り 良

2 2 瓦（器須恵質）椀口縁 11層 台口径径 一ー 高 一 体偽面厚は内5mm弯して立ち上かり口縁部て短く外傾する 外内体体面面 緻回密転ヘなヘラ削ラ磨りき・ヘラ砦き 色戸調銀瞑黒色焼成良 ！ 

2 3'謬(須恵質）椀口縁 I！II層 1台口径径 ー― I1高 一 I体体面面厚は内4mm弯して立ち上かり口縁部て短く外紺する 外内体体面面 緻回密転なヘヘラ削ラ磨りき・ヘラ磨き 1色!且調灰飼黒色焼成良 I 

2 4 瓦（器土師質） 椀口縁 JI層 台口径径13.ー5 高一 体体面面厚は内4m弯mして立ち上かり口縁部て短く外弯する 外内疇体面 靡器面幻は磨る滅する・カーボン付着 咆l胎調土 灰良色好 胸戎 良 i 

, 25 
瓦（器須恵質） 皿 JI層 底口径径107.• 05 高 1.559 ゚ I体底体面面面最はは平角大廊限坦35度mmで立ち上がり口縁てやや外傾する

内夕内餅外底巨体面面面 横糸ナ切ナデ成デり形離し 111疇焼1註成 灰良良色

i 

12 6 瓦（器須恵質） 皿 ll層 底口径径 8.6, 8 4 高 2.550 ° 底体体面面面最はは大平角廊限坦45mm 度で立ち上かり口縁でや守勺傾する
夕内内廿外底五体面面面 緻緻糸密密切ななりヘヘ離ララし磨麿・丁きき寧なヘラ磨き 胎色焼調土成 黄良良白色

I I 

12 7 瓦（器土師質） 皿
JI層 底口径径 9. 6 高 1.8

底体体面面面最はは平大角/坦I梵'f.苅4mm変で立ち上かり口縁てや？勾傾する 霜内外鳳体面 横ナデ
1胎焼疇土成 茶良良黒色

I 
6. 9 500 ナデ

I 糸切り離し

28 
瓦（器須恵質） lill 

rr層 底口径径10. 0 高 1.741° 体麟体面面最はは平大角1度坦1.441mm 度で立ち上がり口縁でや？芍傾する
外内内兵外底丘体面面面 緻薇丁淑密密なななヘヘヘラララ磨麿店ききき 胎焼色調成土 灰良良色好 黒色

i 
7, 2 

i 
； 

I 2 9 I血噴土器壺 IlI層 台口径径10. 4 高 3.8 体体血面厚は内7m肉mして口縁部か大きく外弯する
外内体体面面 横回転ナヘデラ削り・ヘラ磨き 色胎調土 黄少址白砂色粒混焼成り 良I6, 0 

: i 3 0I ゴ讚土器II縁壺 ll庖口径一 高一 SD2 IIT庖 2 Iと同じ

! 3 I ±illi質土料姦 闊 I口径1゚.4 I高 2. 3 j 

i 3 2 I須恵質土器鉢
: ， I i 口縁

l[剛直口径 —ー l! 高 一 ＇I饂口麟厚部18か皿垂諏に立つ。口唇は平坦 置 剥離力激しい 胎色調土 黒2色叫競砂）諏饂良り1

I ！3 3 須恵質土器鉢口縁 II II層 I台口径径 ―ー 11 高 一 体口縁面端厚部8mm力唾疸状に立つ。 口唇は平坦 霞 ヘラ磨削り 色胎調土灰良色 焼成 良

i 3 4 土師質土器鼎脚 III層
台口径径 一ー 1＇ 高 一 濶すほ栃面まはる。丸み内を部帯は楕びた円四形角で形12mmを呈の中し先空端と部なてる細く 外面 表面は丁寧な成形

色胎調土 赤砂籾褐色昆じ焼り成 良1 
！ 

; 3 5 土師質土器鼎脚Ill層 台口径径 —— I , I 古回 濁内部脈は面は直径四角1形cmのを呈中空し先と端な部るて細くすほまる。 悶 表面は凹凸があり租雑な成形
胎色調土 赤砂褐粒混色じ焼り成 良

3 6 II 石鍋(!)型）
II n層＇i ： 

厚重 o60. 8g 底内部面に丁ス寧スな付着削り調鋼整氏剖外離面する了寧な削り調整

I 3 1 i石鍋（大型）口縁 ILL層 ぅ,接合 I厚重 592,4g41げ内L面を穿丁つ寧な2磨的き江調痕整あ外り面 丁寧な削り調整

I I 3 s II 石錫 口縁 II II層 II J 厚重 I , 7 
125g 

把内手面の欠丁京落痕な磨あきり調整 外面 丁寧な削り調整

＇ 3 9 石鍋 把手 ill層 1i 厚重 105 —g II 痣面戸紐靡き調整

4 0 石鍋 把手 ll層 け重享 一 表面丁京な磨き調整
1 40g 

I 

石鍋体部2 11層
I I 
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ロ種子梅桃

S02拡張 頂層出土遺物
1番号 種別 器種 層I 径 高・角度 I

羽口体部の中程

羽口体部の端

羽口体部の先端で惹のため変色

形態 ， I調整 備考 i 
11 

士師器 坪
1I m層 底口径径16.9,38 高 3.40l° I5体体面面最はは大平角度厚坦4で40度mm中央で薗部節がやにや立盛ちり上丘りゞやる命弯する 1・1知内内外底距｛面緬面 横糸ナ切亡ァデり離し 色胎焼調土成 褐少や色量やのも砂ろ粒い混じり

'II 2 
士師器 If 

iI 皿層
口径17.4 高 3.5600 底暉体面面最はは大平角坦底序56mm度嘩螂に立ち上りる。

11 外内内底外疇面呵 横如糸切ナ涸デりの離ナしデ・磨滅する 胎焼色調土成 黄砂や褐粒や混色もろじいり I 底径12.0 

3 土師器 坪 I ][層 1醤尉 I高 3,ふ 体体底面面面最はは角大や度厚守4凹57度mm凸でが立あちる上がり内弯する。 11 外内内外底底体面面面 横糸ナ切ナデデり離し 1I 堕胎焼土成 黄少良茶蓋色の砂粒混じり

4 土師器 好
皿層 1醤尉 高 2.446 ° 底体体面面面最はは平角大坦度厚445mm度で立ち上がり内弯する。

外内内外底底面面体面 横糸ナ切デナデり離し・磨滅する 胎焼包土成 褐，少や量色やのも砂ろ粒い混じり I I 

5 這器坪 皿層 底口径径14. 6 高 2.354 • 体底暉面面最はは角中幻底央享ふ5功皿釈澄応浅く開いて立ち上がる。 外内内外底底面面体面 横糸ナデ切ナデり離し 色胎焼調土成 褐少や量色やのも砂ろ粒い混じり8.2 

6 土師器 皿 Ill層 底口径径10.7,04高 I,444 ° 底体体頭面面i最はは平角大度限坦444度mmciL・ら上がる。 11 外内内底底沼面面緬 横糸ナ切ナデ成デり形離し I1B寧色辻調 黄少良量茶色咳磁混じり＇9 I 

7 土師器 IIIl 皿層 底口径径10.0 高 I.526 ° 底体体面面面最はは大平角坦度1,:542度.,.で立ち上がる。 iI， 外内内底外輝面体面 横糸ナ切ナデ鵡デり離し 色胎焼調土 黄少良益茶色の砂粒混じり8.1 

8 土師器 皿 I[層 底口径径10,0 高 1.304• 
体体輝面面は最は角凹大度l凸'f-⑳が4度m覆mでし浅く中く開央い部てが立盛ちり上上がかるる。

外内内外底体面面 横ナデ 色胎焼調土成 灰良良色 黄灰色7.4 
糸切り離し

， 土師器 皿 皿層 底口径径 9.6 高 1.屹2゚ 底体体面面面最はは大平角度1坦'1-位で3• 度皿了溝・cば立成ち上形がり器高は低い 外内内J外晒且面体面面 横糸ナ切ナデデり離し 焼色胎調土成 少褐良祉色の砂粒混じり7, 6 

I 0 土師器 皿 皿 底口径径 9, 4 高 1.534 • 
底体体而面面最はは大平角）11'1-i! 悠で38mm度丁寧で立な成ち上形がる 外内内J外底氏体面面面 横糸ナ切ナデデり離し・磨滅する l焼色社潤 褐少良色却沿嬢じり6,8 

:1 

ii I I 這器 皿 皿層 底口径径10. 3 高 l,682° 底体体面而ifii最はは大平角1坦l7-!ttだ辺6皿か梵肉巴厚エいち上がり底か厚く器高は低い
外内内l外氏体面面 横糸ナ切デナデり離し・磨減する 胎焼色調土成 黄少良茶址色の砂粒混じり8.2 

1 2 這器 皿 皿層
底口径径 8,7. 4 4 高 1.0

卿体体1而(1Jii最はは大凹角序,1,筋りか35度m激mでし立く中ち上央か部でり窪器高むは低い 外内内J外1面氏面体面面 横ナデデ 曲色胎潤ナ反 少赤良1褐t色の砂粒混じり65' 
糸ナ切り離し・閉滅する

1 3 
瓦（黒器色） 椀 1皿層 台口径径12.5 高 4,7 

底体高台面はは平低4坦mmいで貼体付面高台は内で外弯にして短立く踏ち上みが出する。 I 囀 ヘ回麿転滅ラ磨す心きる削り汀寧なヘラ磨き 1色早焼調成 黒鯉良色好 : I I 4. 5 
I 

l 4 
瓦（器須恵質） 椀 I 皿層 台口径径15.4 高 4,9 

底体高面台はは平細5mm坦い貼で体付高面台は浅で垂く開直にき内立つ弯して立ち上がる 璽 緻緻回密転密なヘなヘヘラ削ララ磨麿りきき・丁寧なヘラ磨き 胎焼色調土成 緻銀良黒密好色
I ！ 

4, 9 

11 5 瓦器 椀口縁 皿層
台口径径 一一

古四 一 体体面は内5mm弯して立ち上がる。 靡冒 緻回転密なヘヘラ削ラ磨りき・丁寧なヘラ麿き 胎堕土 灰良黒好色焼黒成色良 I 1 （外黒色）

I 6 瓦（暉器質） 椀口縁1皿層 台口径径 一一 高一 暉体は内6弯mmして立ち上がる。 靡冒 横回方転向ヘのラ了削翠りな・ヘ丁寧ラ磨なヘきラ磨き 色給調土 灰緻青密色焼戎 良好II 

I 7 瓦器 椀口縁 皿層 台口径径 一一 高一 暉体は内4mm弯して立ち上がる。口唇部が厚い 1外内暉体面 横回転ヘのラ丁削寧りな・ヘヘララ磨麿きき 胎色調土 黒呻色 灰均茶戎色郎子__1 , ' （内黒色）

I 8 瓦（土器師質） 椀口縁 皿層 台口径径14.ー6 高一 体体面は内6mm弯して立ち上がり口縁が外弯する 靡冒 横回転ヘのラ丁削寧りな・ヘ丁寧ラ磨なヘきラ磨き l色辻調 灰，遭茶色細焼混成り 良1 

I 9 瓦器 椀口縁 皿層
台口径径 一ー 高一 体体面は内6mm弯して立ち上がり口縁か外弯する 靡鷹 横回方転向ヘのラ緻削密りな・丁ヘ寧ラ磨なヘきラ磨き 胎色調土 灰密育色、焼成 良好峨恵）

20 瓦（器須恵質） 椀口縁 lil層 台口径径15.ー2I高 一 I体四面蒔は内6m弯mして立ち上がる。 11外内困暉面 緻回密転なヘヘラ削ラ麿りき・ヘラ磨き 胎色調土 緻銀黒密色焼成 良好

2 I 瓦器 椀高台 Il[層
台口径径 6. ー9 

.... 向― 高台は高い貼付高台で外I:!'沓み出す
高内底台面面 横の丁寧なヘラ磨き 色胎調土灰密青色焼成良（須恵質） ハケ目

22 瓦⑨器蒻償） 椀高台 皿層
台口径径 6.一5 

高一 高台は高い貼付高台で外に踏み出す 腐讐 ハ横方ケ向目のT恥ばヘラ磨き 臣色調灰餓色 焼成良！ 
23 瓦囀器質） 椀高台 皿層

台口径径 7.ー2 
古向 ― 高台は低い貼付高台で外に踏み出す 高内底台面面 横ハ方ケ目司の丁寧なヘラ磨き 堕早灰郎醗・虚」良 j

24 瓦は器） 椀高台 III層
台口径径 6. 一7 

高一 高台は低い貼付高台で短く外に踏み出す
高内底台面面 麿麿滅減すするる ！色起調 灰少諏色磁混焼成り 良 1 

25 馬色土器椀高台 皿層
台口径径 ー一

古向 ― 
断高面台逆は低三い角形貼付高台で垂直に立つ 内高疇台面 醒なへ遁き・カーボン付着 色胎調土 茶少湿灰色砂粒焼混成り 良1 a淵濱・内黒） ハケ目
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2 6 
黒は色直土1咽器・椀内高黒台） 

II[層 台口径径 一ー 高 一 断高面台逆は貼三付角高形台て垂直に立つ
1、高内疇台面

徴密なヘラ店き・カーポン付着 i疇年 茶少組灰色饂焼成り 良！ ハケ目

I 2 7 
訊（色土土帥質器・椀内高黒台） 

皿層 台口径径 一一 高一 断高面台逆は三貼付角高形台て垂直に立つ・底面か窪む 内沿i屁台頑面i 麟なヘラ磨き・カーホン付粁 胎色調土 茶少＼灰屁色↓粒混・吃成り 良 I， 

: ＇ 
ハケ目

! ＇ 2 8 疇（土帥質） 椀高台 皿層 台口径径 6, 一7 高 - I高台は低い貼付店台て垂直に立つ ・f函面か陀む i1 高内底台頭面i 店ハ滅ケす目る 胎疇土 茶少灰jJli色少粒混焼成り 良 I I 

J 2 9 此（器上師'(1も椀ろ高い台） 
II[附 口径ー 高一 高体面台はは浅低しく大貼付き高く開台でき台内弯先力し内て立ち士かる I＇ 外内｛体緬面 歴成する・ヘラ磨き痕あり 胎色土閏 貨少褐1t砂色粒混屹成り 良 i I 

台径 5.2 ， に倒れこむ 回転ヘラ削り・ヘラ関き底あり i I 

i 3 0 瓦（器土師質）痴高台 l[層 台口径径 6.一5 高 ー I｝ 困面はま浅極めく大て低きいく貼開付き内高台弯てし台て立先かち上内かにる ！I外内困体面面 回横方転向ヘのラ丁肖lj寧りな・ヘヘララ磨麿きき 胎色調土灰良褐色 塊成 良I1 
高台1 倒れこむ

I 3 1 直i(盈耳•蹟） l饂台 1皿層 台口径径 5,—6 iI 高 一 ，i中高台面はは浅低いく開貼付き内高台弯でし台て立先かち上内にか倒るれこむ i 外内面体面面 磨回滅転ヘするラ削り ＇I胎色調土 黄少褐鼠砂色粒塊混成り 良

3 2 謬（土帥匹t)疇台 I' m層 1I 台口径径 一ー 1高 一 ＇暉高台はは戊極めく大て低きいく貼開付き高内弯台てし台て立先かち認内にヽ倒るれこむ 11 内外床体面面 横回方転向ヘのラ丁削寧りな・ヘヘララ磨翡きき 疇胎土灰良褐色焼成良 1

I 3 3 瓦c器須恵質） 椀高台 III[層 台口径怪 一ー 高 一 高暉台はは浅極めく大て低きいく開貼付き内高台益てし台て立先かち丘内にヽ倒るれこむ 外内体体面面 回粛転方向ヘのラ丁削寧りな・ヘヘララ磨磨きき 1！凹胎土悶 灰敬青密色焼成 良好 I

I ！ 3 4 疇（須恵質） 皿 皿層； 底口径径lO7., 4l I1 高 l. 529 ° 体疇体面最はは大平角厚坦度532度1Illllて立ち上かり内傾する ，1 外内内底外底面面体面 横丁丁寧寧方向ななのヘヘ丁ララ寧磨磨なききヘラ磨き I 胎芦色調土 灰良即色好子 一部銀黒色I 

i iI 3 5 '謬(須思質） 皿 I llI層 I1,底口径径l゚6.，22 1I I 高 l. 389゚ 麟中疇面最はは大平角坦度l'1-弼3度1lllllて立ち上かり内傾する i, i内外内外晒底面体面面 横丁丁寧寧力なな句のヘヘ丁ララ寧翡麿なききヘラ麿き 色胎焼調土成 灰良良好色好 口縁黒色 l ＇ l 

i 3 6 五蹟土器 鼎脚 皿層 Ii 台口径径 -ー i1 高 一 Iす襟ほ脈ま面はる。丸み内部を帯は楕びた円形四で角形10mmを呈の中し先空端と部なてる細く 外面 表面は丁寧な成形
胎色調土 赤砂褐粒混色じ焼り成 良

， I I 3 7I 土錘 ：皿層 1麟短径 4.3 II 孔重径巌 〇.41疇灰黒色胎土砂粒混しり 痴交良 iI 
1 1.3 7g i 

I 3 s 石鍋 (!J翌）口縁 II llI層 直i重 93L g 3 II 石内面籾質多か悪債のい煤か付着 外面 表面凹凸か激しい i

3 9 石鍋 口縁 I；皿層 i ，i厚重 201,g 8 II 内面丁瞑な麿き調整外面丁寧な削り調整

4 0 謳は翌）体部 II lI[層 は［童 3291,g 9 内fし面を穿丁つ寂な磨き謁整外面 丁寧な削り調整

4 I 石鍋 底部 II 皿層 I1 厚重 1 52公g4 石内面材質多か咄悶のい煤か付着 外面 丁寧な削り調整

4 2 石鍋 I i I[層 厚重醤 一g I 

4 3 砥石 I l][層I 捧状の砥石•四面とも使痕あり

I 4 4 I碕 羽口 I Ill層 疇 5.s I暉 13.6 監 ti湖＜糾碑じり、形篇I諏 色

I 4 5 碕 羽口 I lI[層 内径 5.6 I夕睾13.6 盆ti湘＜視雌じり、寇;/;I諏 色

f 4 6 硼 羽口 皿洒 内径 5.6 I雌 13.6 l社胡lく砂粒混じり、先端は変色

I 4 1 礁 ,Hロ m府 内径 5.6 I外径13.6 監ti湘＜砂粒混じり

鉄怜' 8 I 
I 
I 

I 麟

！麟褐色焼成良
11紅少清［砂ポ虚じり

i色調黄灰色黒色
1 胎土良塊成良

1 鴎台精良
I 

灰白色
，釉 薄い i炎副灰色

井戸遺構内出土遺物
I . 

器種 ！ 層 I怪 l高，角度 1 形態

口縁 i I層 I口径 一 高 I.I 体面は内弯して立ち上かる。
！台径 ， ，体面厚5mm

椀蔚台 II層 I口径 ーI 内晒面は平坦でやや中央か盛り上かる
: I台怪 6.4 I高 一 高台は低い貼付高台て垂直に立づ面面逆三角形

椀体部II層 I口径ー！高一 体部下位まて施釉する
I台 径ー I

竺国9,
＇ 

SD2 
番号 1 種別

I I土師器

＋ 

2 

↓ 

3 

竺
亨
三
一

ナデ成形
ナデ成形

丁寧なヘラ磨き

SD3 N出土遺物
i番号 I 種別 器種 1 層 I 径 高・角度 1 形態 1 調整

l ! 噂 lIIl I IV層 1鼠闊tiI高 1贔。膚墨戸て立ち玩り口縁ニ疇する。 量鳳『
＇須恵質土器 'IVW!i I I 鈎疇付近

臨 I , 
i内面
外面

： こ質土器ご1:: 塁は二月lり - 石 材I這しスス付着 1置

横ナデ
平坦て磨滅する
糸切り離し

磨滅する
磨滅する

ハケ目調整
格子文様

詞 i
色調灰黄色
l合土 ，少量砂粒混り l 

l麟良 ！ 

旦：色調黒色 焼成良
11丘詞 i 
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SD4 
~IJ 

m層出土遺物
暉 I 層I怪 1高・角度I

l 這器好 1I m層 II 底口径径12.1. 8s 高 2,590° II 底暉暉面駆はは角凹厚度凸4が59mm度あでる立ち上かり口縁部で外弯する。 ＇II如内内外疇緬体面 横糸中齊切ナデり離やし濯む 胎焼色調土成 黄，少良量白色砂粒混り

2 土 皿
'Ill層 1I 底口径径 7s., 94 高 1.507' I直輝暉面最はは乎角環度坦で47厚度皿いて立ち丘り器高は低い ，外内内外底函面体面面 横両糸端切ナかデり屡離みし内部か盛り上かる 色胎焼調土成 黄少や量褐や色砂も粒ろ混いり

3 I 瓦c埠器噴黒椀包高台 皿層台口径径 一一 高 一 高台は高い貼付高台でや窃水ゴ沓み出す 外内晒体面面 緻一密なヘラ磨き 色胎調土 黒良色 黄焼灰成色良

4 疇（土）疇台 皿層 1台口径径 一一 高 一 饂高台はは平低坦い貼・靡付高成台すでる垂直に立つ 悶冒麟悶 胎色調土 灰少色量砂焼粒混成り良

5 疇(±/Wllf)疇台IlI[層 台口径径 一ー 高一
底高面台はは平低坦い貼・体付高厚台は薄でい垂直に立つ 噂闘醤諄 色胎調土 灰少色量砂焼粒混成り良

6 瓦d器輝） 椀高台 ll[層 台口径径 一ー 高一
底高面台はは平低坦い貼付高台で垂直に立つ・断面逆三角形

外内晒体面面 丁一寧なヘラ磨き 色胎調土 灰少褐呈色砂粒焼混成り 良

7 瓦は器） 椀高台 皿層
台口径径 6.一6I 高 一 I底高面台はは平低坦くで貼付高台で台先り内に倒れ込む。 I内外疇体面 百回転広ヘヘラ削ラ磨りき・ヘラ磨き 色胎調土 灰少茶量色砂粒均混戎り 良

8 鵡は） 椀口縁IIII層 1I 台口径径 ー一，1高 一 I輝困麟は内5mm弯する II 外内疇体面 麟回転ヘなヘラ削ラ磨りき・ヘラ磨き 1胎疇土 灰良色 焼口縁成黒色良

， 瓦器 皿 皿層 台口径径 8, 8 高帖1,2゚ 底体体面面面最はは平角大度限坦48で2mm度薄でい立ち上がり内弯する 外内内外晒底仮面面面 了糸や切寧?な曲り離ナ凸デがし成あ形る・丁京な成形 胎焼色調土成 灰少悪黄紐い砂色粒混り

I 
6. 6 

l 0 東播系須恵質鉢土口器縁 ll!層 口縁端菰を上方旬につまみ出す
1 内夕村面面 横横ナナデデ成成形形 色匡調 灰細青色邸焼り成 良1 

11 東播系須恵質鉢土口器縁 Ill層 I口四罪が丸み上方句につまみ出す 閥 横横ナナデデ成成形形 色胎調土 砂暗粒灰色混じ焼り成 良

I 2 東恵質鉢土口器縁 疇 口結端部を上力旬につまみ出す 悶 丁丁寧寧なな横横ナナデデ成成形形 色胎調土 砂暗粒灰色混じ焼り成 良

1 3 須恵質土器甕口縁 Ill層 甕口縁部 置 ハ格子ケ文目様調整 胎色調土灰良色好 焼成良

1 4 須恵質土器甕底 皿層 1~ 置 ハ格ケ子文目様調整 色胎調土 灰良色好 焼成良

I 5 鼎 皿附
， 

胎色調土 褐砂粒色混り焼成 良

1 6 石疇鍋 口縁部i皿層 口径一 厚重 95〇.gs II 内口外唇而部でT尊訟くな削るり疇、鍋縁も丁寧な削り調整

1 11I 石鍋 底部 lll層I！口径ー
厚重量 g 疇内外面こス丁ス寧付着な削り喧、鑑象も丁寧な削り調整I 

1 8 石鍋 D縁部 lI1層口径32.0 
厚重量 2.g 5 内ス外ス面付着丁寧な削り調整 2次加工痕あり

1 g 石鍋 体部 皿層 I 厚重量 1. 3 
g 底部に

2 0 石鍋 体部 皿層
厚ll g' l 

2 l 石鍋 体部 l11層
厚n gl 

2 2 不明 皿層
厚重量 g 

形態 I岡 備考

彎い貼慮台でほ,_に立つ

2
 

口縁端部が垂直伏に立つ

三
虞
一
疇
輝

丁寧なヘラ磨き
回転ヘラ削り

横デ成形
丁寧な横ナデ成形

備考

色調黒色黄灰色
胎土砂粒混り焼和曳

色調暗灰色焼成良
1 胎土砂粒混じり

SD6 

三1 土師器

I

戸
土師器 床 11層I口径12.61高 3.1

底径 7.8 54° 

土師器 皿

II層、 V層出土遺物

昌に二：：：：る
暉は角底4度可謙的t泣ちJ:iJ切口給嘩＜
外傾する 体面最大厚7mm
底面は凹凸がある

置
lI層口径 8,71高 I,7 

底径 6.6 52° 

調整

内外体面横ナデ
内底面 中央部がやや盛り上がる
タ偵巨面 糸切り離し

横デ
両端と中央部が窪む
糸切り離し

内外体面横ナデ
外 糸切り離し

備考

色調黄褐色
胎土良
焼成良

色調褐色
胎土良
焼成良

色調褐色
胎土砂粒混り
焼成良
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4 土 皿 IV層 底口径径 8, 6 高 1.8 
体底暉面面最はは大凹角度厚凸4が45mm度あてり立厚いち上がり内弯ずる。 外内外底面体面 横糸切ナデり離し 胎焼色調土 褐砂良色粒混り6, 5 45° 

5 瓦（器土） 椀高台 V層 台口径径 ー一 高一 高台は貼付高台で垂直に立つ・断面逆三角形 靡薗 丁寧なヘラ磨き 色胎調土 灰少褐量色砂粒焼混成り 良

6 東播系須恵質鉢土体器部 Ill層 内面はヘラで沈謡を刻む 霜 ヘ横ナラ成デ成形形 色胎調土 灰砂粒青混色じ焼り成 良

7 瓦質土器 叫 ヘ口縁ラ端で沈部が線垂を直刻むに立つ 内・外面は黒色で内面は 霜 ヘ横ナラ成デ成形形 胎色調土 黒砂色粒混じ焼り成 良鉢口縁

8 瓦質土器
皿層 I ヘ口縁ラ端て以部諒か垂を刻直にむ立全つ体内に麿・外減面すはる黒色て内面は 霜 横ヘナラ成デ成形形 胎色調土 灰砂粒黒色混じ焼り或 良鉢口緑

， 須恵器 11層 甕体部付近内面は麿滅か激しい 霜 色胎潤土 灰良色好
焼成良

甕 格子文様

I 0 備前焼き 肩口将部がは平膨坦らでむ壺口縁端部が丸縁となる 頸部は短く 胎色調土 小砂粒豆混色じ焼り成 良壺口縁

11 石(場7!1"石） 口縁部 疇 1口径一 厚並 1. 2 内ス外ス而付府m田ょ削り調整 口唇部で序くなる
45g 

I 2 石漏 底部 皿府 口径ー
厚煎 8 6 g 

内外,mn算な削り湖整、鍋縁も1呵［な削り改整

SD 8 II層出土遺物
番号 種別 器種 層 径 高・角度 形態 調整 備考

I 瓦（須器恵質） 椀高台 11層
台口径径 6,一4 高一

体体高面台はは貼内6弯mm付高し台て立で垂ち上直がに立る。つ 断面逆三角形 疇 丁回横寧転なヘヘのラ丁削ラ磨寧りなき・横ヘ方ラ麿旬のきヘラ麿き 胎焼色調土成 灰密良色好（極少量砂粒）

I 2 瓦（土器） 椀高台， lI層 台口径径 6,ー1 
古向 ― 

体高体面台面厚1はお低曳5mmいく大貼付き高く台開てき内内傾弯すしてる立ち上がる。 外内内底体体面面面 緻一密なヘラ磨き 胎焼疇土 黄良良灰U色項即粒）
緻密なヘラ磨き

3 東播系須恵質鉢土口器縁 11層 台口径径 一ー 高一 口縁端部を上方句につまみ出す 隠 横横ナナデデ成成形形 色胎調土 灰砂青粒色混じ焼り成 良

4 東播系須恵質鉢土器 l[層
底口径径 8, 一4 高一 底面から大きく開き直線的に立ち上がる。 閥 顆横ナ成ァま成る形 胎色調土 灰砂青粒混色じ焼り成 良

5 東播系須恵質鉢土器 l[層
底口径径 8, ー4 高一 底面から大きく開き直線的に立ち上がる。 隠 横横ナ）デア成成形形 胎色土調 灰砂色粒混じ焼り成 良

6 瓦質土器 ]1層
底ロ経饂10.6 l 

高 10,3 底口縁面端か部ら大が垂き直く開状にき直立線つ的に立ち上がる。 霜 櫛横歯ナ状デ施成文形具によるカキ目痕 色胎調土 黒砂色粒混じ均り戎 良鉢

7 瓦質土器 鉢 ll層 醤こ 高一 口縁端部を下力句につまみ出す 霜 横横ナナデデ成成形形 色胎調土 砂黒色粒混じ焼り成 良

8 瓦質土器 鉢 11層I 底口径径一一 高一一 霜 横櫛歯ナ状デ施成文形具によるカキ目痕 ，色胎調土 灰砂黒粒混色じ焼り成 良

， 須恵質土器甕 ]1層 醤ニ 高一 体部付近 霜 ハ格子ケ文目様 胎色調土灰良色好 焼成良

l 0 備前焼き 口縁部 ll層 醤こ 高一 口縁部 霜 ハケ目目 色胎調土 小砂豆粒色混じ焼り成 良ハケ

11 備前焼き甕体部 II層 温ニ 高一 体部 霜 ハケ目目 色胎調土 小砂豆粒色混り乳焼白色成良ハケ

l 2 備前焼き 体部 l[層 温ニ
古向 ― 体部 霜 ハケ目目 胎色調土 小砂粒豆色混り黄褐茄色幻支ハケ

l 3 備前焼き壺体部 l[層 醤ニ 高一 体部 隠 ハケ目目 胎色調土 小砂粒豆混色り灰色焼成良ハケ

l 4 石鍋 口縁部 11層 温ご 厚重 z. o 外内面面に丁ス寧ス付な磨消き調整 外面 丁寧な削り調整整
140g 

I 5 鉄製品 釘 JI層 全面が錆びる

1 6 帽 羽口 II層 外内径径 9, 6 厚 2.6 先謬娼力色唆池 1 mnr-4mmの石英・甚助琵り
4. 5 

I 7 五恰塔 II府 凝灰岩 「火j恰部て風｛切激しい

SD8 N層出土遺物
番号 種別 器種 層 径 高・角度 形態 1調整 備考

1 瓦（土器） 椀高台 讀
台口径径 5, 一3 

高一
体高面台はは磨貼減付す高台るで垂直に立つ 断面逆三角形 悶『芦念 胎色調土 灰極色少量砂焼粒或混良じり

2 
瓦（器須恵質） 椀高台 暉 口径一 高一 底高面台はは中高央い部貼力付'~高台窪でむ外に踏み出す 内底面 緻密なヘラ磨き

色胎調土 灰良色a渭焼出成粒）良台径 7.2

i 3 瓦器 椀口縁 讀 台口径径 ー一 高一 口縁部は内弯する 霜 丁ヘ寧ラな削ヘりラ磨き 色胎調土 黒良色d濯焼必成粒）良

4 東播系須恵質土器 IV層台口径径一―|高一 口口縁縁端端部部がを上黒方色旬につまみ出す 霜 横横ナナデデ成成形形 胎色調土 灰砂粒青混色じ焼り成 良こね鉢口縁
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5 
瓦質土器こね鉢底部

暉口径一 高一 底より角底＇渡 (lru直嶽＇的に立ち上がる 内面 櫛偵1刈蔽文具によるカキ目痕 色調灰黒色焼成良
底径一 外面 横ナデ成形 胎土砂粒混じり

6 須恵質土器甕 暉 温こ 高一 体部付近 霜 ハケ目 色調灰色 焼良
ヘラ文様 胎土砂粒混じり

7 土師器
台口径径一6.2 高一 腿部が垂直に立ち上がる 霜 色調褐色 焼良

腿部 讀 横ナデ成形 胎土砂粒混じり

8 土錘 讀 長短径径 3.5 孔重径量 0,3 丁嗅寧な赤成褐形色 l社鯉寧良 I 0.8 2g 

， 石鍋 把手部
讀 1底口径径一一 厚重量印2.g 6 丁ょ削り調整整

I 
l 0 石鍋 縁部 暉 醤ご 厚重量浣1.g8 煤内面付着了歎磨き疇外面丁寧な削り調整整I

不明 2点 暉

11 確 羽口 讀 外内径径 7, 5 厚重量 Z.g2 胎羽土口先端l皿色~調5皿黒の色石英茶粒混黒色じり円筒状3.5 

鉄 4点 暉

知種子 讀

S08 VII層出土遺物
番号 種別 器種 層I径 高・角度 形態 調 備考

11 瓦（土器） 椀口縁 疇
台口径径 ーー 高一 口縁はや守芍傾する

1I 外内暉体面 麟ヘラな磨ヘきラ磨き 胎色調土 黒良色好 灰焼黒成色良

2 東播系須こ恵ね質鉢土器 囀 1 底口訟径9,2 6 高角度104,00 ° 体口面縁端は部角度は4や0度やで上直方線司的ににつ立まみち上出がする 外内体体面面 讚横ナナデデ成成形形 外底面 糸切り離 色胎調土 灰砂黒粒混色じ焼り成 良

3 東播系須こm恵質憚土器部I珊晋 底口径径 7. 一8 高角度お一゜暉は角底度訥弯して立ち皿iる
外内体体面面 横横ナナデデ成成形形 外底面 糸切り離し 胎色調土 濃砂灰粒色混じ焼り成 良

4 東播系須こ恵ね質鉢土底器部 囀
底口径径 ー一 1高角度4一5° 

体面は角度45度で立ち上がる
外内体体面面 横横ナナデデ成成形形 外底面 糸切り離し 色胎調土 濃砂粒灰混色じ焼り成 良

5 瓦質土器（黒鉢色口縁） 囀
底口径径 一ー 費日 口縁端部はやや下方向につまみ出す 悶譴印霞信 色胎調土 黒少量色砂焼粒混成じ良り

6 須恵質土器甕 囀 醤こ 高一 体部付近 霜 斜ハめケ方目向のヽラ文 胎色調土 灰極色少量砂焼粒混成じ良り

7 須恵質土器甕 囀 温：： 古向 ― 体部付近 霜 磨目減の深が激い格し子い文 色胎調土 灰極色少配沙粒焼混成じ良り

8 
一土器甕口縁1-1底口認径一0 

高一 口縁部は外反し口縁は平坦 霜 ハケ目目 色胎土 灰良色 薄銀茄黒戎色良ハケ

， 鼎
囀！阻口経径一一

高一 脚部巧包自 I 1内面 丁寧な成
胎色調土 褐，少色量砂粒焼混成じり良餌部 I 

l 0 常き 暉 温ニ 高一 体部付近

I 胎色調土 暦砂色粒混薄り茶色均或良甕

SD8 暉層出土遺物
番号 種別 器種 層 径 高・角度 形態 調整 備考

l 土師器 好 疇
底口径径 ー一 高角度2.485° 体内面函は面角は1'度f40坦度で内弯して立ち上かる 悶闘 横横ナデデ成成形形 外底面 糸切り離 胎色調土 黄極褐少色駆沙粒焼混成じ良り

2 土 皿 疇 1 底口径径 75, ,5 6 高角度I2 で 頗内底は面角は1l'!l筋凸4度が激で立しち切り口勘嘩く内弯ずる 内外体体面面 横横ナナデデ成成形形 外底面 糸切り離
色調褐色 焼成良

＜厚い 胎土砂粒混じり

3 土師器 皿 澗層 底口径径 9,0 高角度I郊 ,6 ゚ 体内l暉は角はl•底fl-坦測釈立ち上がる 外内体体面面 横ナデ成形 色調 蜀極少灰色址砂焼粒混戎 良
6, 6 横ナデ成形外底面糸切り離し 胎土 じり

4 
瓦は器）椀口縁

疇 口径一 贔― 体 iは屈曲し内弯する 外内体体面面 横ヘナラデ削成り形 色調褐色黒色
底径ー 胎土砂粒混り焼成良

5 
取（須t恵質）椀高台

疇 口径一
岱度一 内高面台は面細は緞い貼密付なヘ高台ラ磨で台き先高か台尖内る断はハ而逆ケ：：：目角形 外内体体面面 横ナデ成形 色調焦色焼成良

台径 5.5 横ナデ成形 胎土少j必少粒混じり

SD8 

三1 土師器

2 I土師器 皿 暉 I口径 s.2I高 1.8
底径 6.4 52° 

3 I土師器

II層出土土師器

::: 言忙予
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這器

這器

1 o I土師器

11 

土師器

土師器

+ 
這器

I 

土師器

土師器

I 2 I土師器

皿

坪

床

坪

坪

好

坪

坪

皿

I
 

I
 
，
 

JI層I口径12.5 I高 2.8
底径 8,51 420 

JI層I口径13.61高 2.9 
底径 9,5 41° 

ll層I口径12.61高 2,6 
底怪 9,8 訂゚

! 1 3 I這器

i 

坪

器

器

器

這

国

国

4

5

6

 

l

l

l

 

＇

今

」

1

,

,

9

坪

皿

皿

! I 7 I這器

I 
1 8 I± 師器

皿

1Ill 

I 9 I土師器 杯
こ

2 o I這器

2 1 土師器

坪

坪

2 2 I土師器 坪

2 3 I這器 坪

「I層I口径 8,6 高 l.5 I輝は角度47度で内弯して立ち口攀に外傾する内外暉横ナデ 粗い調整 色調黄白色鷹径 6.2 47° 暉舶3mm I内饂 靡訟激しい In釦少盪唸少粒混じり疇塩かや濯吟凹して中知盛り上かる i知暉 糸切り離し立ちJ:/Jヽり部1圭睾け誠ややもろい

ll層直鬱急！高 3,崎0 I 鳳誓旦ニニ~::~::三雪Ii:離し ¥19晶饂しり

口径12.s I高 3.7 I疇は角閲l亡立ち7loc-rllli曲し口疇で外弯内外暉横ナデ 1疇醗麟 8,5' 71° 疇叫6皿 ＼疇面 ナデ ！丘少盪⑳饂じり 1I I疇は中程マ訪中央で盛り上がる 知疇 糸切り離し立ち上かり部に段差焼成良

暉口径12,8 高 3.0 : 体面は角1底7度で直線的に立ち上かる。 内外体面横亡デ 丁寧な調整 色調黄褐色底径 8,6 57" 困面最灼'l-5皿 内晒面ナァ 胎土少量の砂粒混じり， 麟は中程力召笠中央て盛り上かる 外晒面 糸切り離し 焼成良

ll層I口径12,81高 3,5 暉は角！諏度て立ち叩紹に立ち証る。 内外体面横亡デ 色調赤褐色輝 9.3 68° 臨靱'l.6mm 整った舷犬 内晒面ナテ 胎土少撻の砂粒混じり疇はほほ平坦 外晒面糸切り離し粗いな調整 焼成良

呻は角度位度で立ち外に屈曲して口縁部て内弯内外体面横とデ 色調赤褐色鴎最虚5mm 内晒面ナナ 胎土少盤の砂粒混じり醐祖端力中や窪みり凹を繰り返し中央か窪む 知函面 糸切り離し立ち上かり部に段差焼成良

体面は角度41度でゆるやかに内弯して立ち上かる内外体面横ナデ 色調黄白色暉屁噂7皿歪な器形 内晒面ナデ 胎土少撮の砂勘昆じり疇 1謡励や笞訪盛り上かり中央か窪む 外晒面 糸切り離し立ち上かり部に段差焼成良

暉は角I窃7度で直線的に立ち上かる。 内外体面横亡デ 色調赤褐色輝靭'Hmm 内面面ナナ 胎土少鼠の砂粒混じり饂は端か深く窪み中央1こかげて盛り上かる 外l函面 糸切り離し 焼成艮

暉 I口径 8,91高 l.7 暉は角1畷度で立ち詞り口縁部て内弯する 内外釦面横とデ 色、凋詢灰色底径 6.l 35° 体[(Ii最大限5mm
I 

内！面面ナテ 胎土少址の砂泣琵じり
底血1拉勘僅かに窪み盛り上かり中央かや笞墨む外底面 糸切り離し立ち上かり部に段差焼成良

暉 I鼠鬱刊 1 高¾『o I腐畠讐四て麟的Iコ：ち口醐訳外釘る 1悶誓巴戸 即調整 l習開加池粒混しり
疇 I迄かや噂頭り七かる 外底面糸切り離し 焼成良

I II層I口径13,6 高 3.3 衛面は角度49度て直線的に立ち外に屈曲し内弯 1内外体面横ナデ 丁寧な調整 色調黄褐色底怪 9.o I 49° 暉記5mm 疇口縁叡くびれる I内晒面 ナデ 亨な調整 脇上極少量砂粒混じり＇疇迄かや噂応凸凹して中央て盛り丘ヽる 夕虚面 糸切り離し 1焼成良好

Irr層I口径 7,釦高 l,3 体面は角郷度で立ち丘くり口縁部て内弯する。 内外体面横ナデ 丁寧な調整 ＇色調黄褐色I I底径 s.a I so゚ 輝屁噂4皿 内晒面ナデ 胎土，少巌の砂粒混じり底面は端かやや窪み中央にかけ盛り上かる 知面面 糸切り離し 焼成良

Irr層 口径 s,s I高 l.4 体面は角諏度て内弯して立ち上がる。 内外体面横亡デ: I底径 6,s 1 63° 暉駁環6皿
1琴褐色

内底面ナァ 胎土砂粒混じり疇匹澤環り丘り中央て深く窪む 暉面 糸切り離し立ち丘り部1宴釦諏良

暉 I口径 8,6 I高 l.7 体面は角度69度で内弯して立ち上かる。 内外体面横之デ 色調褐色1底径 6.5 69゚ 体面最大厚4皿 内晒面ナナ 胎土＇少最の砂粒混じり底面は端か窪み盛り上かり中央て窪む 高台 糸切り離し 焼成良

II層口径 8,4 高 1.s I f::lci面は角度49度て立ち上かり口縁部て内弯する。 内外体面横ナデ 磨滅する 色調黄褐色底径 6,2 49゚ 体面最力享4mm 内底面 ナデ 胎土少量の砂粒混じり底面は端か僅かに崖み盛り上がり中央でや笞寂」、外底面 糸切り離し磨滅する 焼成ややもろい

Irr層I口径!5,5 高 4.5 体面は角度位度で立ち内に56度て屈曲し内弯する内外体面横ナデ 色調灰茶色I I底径 9.8 ss0 I暉最噂9皿 内疇ナデ ！紺少醤媛饂じり
i底面は端から中央にかけてなたらかに窪む 殉函面 糸切り離し立ち上かり部に段差焼成良

ll町口径12,2 高 2,7 体は角応度で叩網に立ち屈曲し内弯する。 内外体面横ナデ 丁寧な調整 色調黄褐色底径 8,l 53°I饂最噂4皿 内晒面ナデ 胎土少量の砂粒混じりI I I輝 il;U:如窪み中央にかけて盛り丘ヽる 知函面 糸切り離し磨滅届ljる 焼成良

ll層I口径13.l 高 3,! 体面は角度46度て直線的に立ち屈曲し内弯する。 内外体面横ナデ 色調赤褐色底径 8,0 46゚ 体面最大限5皿 内晒面ナデ 胎土少量の砂粒混じり底面は端かゆるやかに窪み盛り上かり中央て窪む外底面 糸切り離し立ち上かり部に段差焼成良

II層I口径13,61高 3,0 佑面は角！悠5度て内弯して立ち丘ヽる 内外体面横亡デ 色調褐色底径 9,6 55゚ 体面最大限6mm 内底面 ナテ 胎土少拭の砂粒混じりやや窪み盛り上がり中央て窪む 外底面 糸切り離し 焼成良

7度で内弯して立ち上かる。 内外体面横ナデ 色調褐色
4皿 内晒面ナデ 胎土少祉の砂粒混じり
やや窪み平坦 外底面糸切り離し 焼成良

体面は角I的3度て外傾気味に直線的に立ち上かる内外体面横ナデ 色調黄灰色
体1lri最大限7皿 内晒面ナデ 胎土少祉の砂粒混じり底jJりは端力窪翠凹して中央でやや盛り上かる 外「ぼ面 糸切り離し磨滅する 焼成良

輝jは角1『421皮て内弯して立ち均かる 内外佑面横左デ 丁京な調幣 色淵黄褐色体（雌も罪4mm 内！函面 ナァ 丁晰な調整 胎土少址の砂粒批じり卿 ril謡品窪みやや凸凹し中央か盛り上かる 夕叩暉 糸切り離し立ち上かり部に段差焼成良 l 
1暉は角度48度噂饂1::nち且る。 内外固面横ナデ 色調灰褐色
饂鱈8皿歪な却杉 I r, 麟ナデ 胎土少量の砂麟じりI底は端力深く径み中央にかけ高く盛り上かる 外晒面 糸切り離し磨滅する 誨或良

暉は角度印度て内弯して立ち上かる。 内外体面横亡デ 色調褐色暉慰5mm 内晒面 ナT I社少潰唸珀混じり疇 1認肋饉かに迅吟茶り止がり平坦 知組面 糸切り離し磨滅する 掬戎良 1 

体面は角度;,/度て立ち69度て屈曲し口縁部て内弯内外衛面丁寧な横ナデ 色調褐色暉最噂5mm 内底面 打防ナデ i社少量唸平混じり底面は瑞か窪み凸凹を繰り返し中央で窪む 外底面 糸切り離し 焼成良好

鴎は角度48度噂碑的に立ち丘る。 内外衛面横tデ 丁寧な調整 色凋赤褐色暉影罪4mm 内疇 サ 澤 t這罷 l社少童鳴粒混じり底面は端か僅かに窪み緩凸凹し中央て盛り上かる知函面 糸切り離し立ち上かり部に段差焼成良

ll層 I口径12.s 1高 2.7 
底径 8,5 47° 

2 4 I土師器 好 暉 I口径13.21高 2..9 
底径 9,3 53° 

2 5 I土師器
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30lilf器 皿 II層
底口径径 8,6. 88 高 I. 524゚ 体体底面面面最はは大端角度厚か5僅6四mmか炉に~窪し歪線なみ器的盛形にり立上かち上りか中央る。て窪む 11 叩内内外底緬面暉 横ナデ i色l焼社調成 赤少良量褐色の妙中面昆じり

糸ナ切デり離し

3 1這器 Jill 
I II層 底譴径 8.6.82 高 ], 528° I底暉暉面駐はは端角屯商が僅5準mmかズは内墨窒祖し菱てや立かにち丘盛りゞ上る。かる I 外内内底外底面面体面 横糸ナ切ナデデり離し 色焼胎調土 黄，少良灰量色の砂粒混じり

I 3 2 II ±1甜器 皿 ! ][層 底口径径 9, l 高 l,435 0 
体疇疇面転は匹角度て認435度mmて盛外り傾丘気味りに中立央噂ち口縁む部て内弯 I履内内外疇緬体面 横糸ナ切デナデり離し 立ち騎り部噂差，’1 色給疇調七 褐少良量色咳粒混じり ， 6. 6 

s s II 這器
杯 ll層 底口径径12. 6 高 3,0 

暉暉緬転はI匹角商て1-窪s1度mmみで盛立り丘ち上ヽかり中り央口縁で窪部てむ内。弯する ＇I1 外内内外疇底距面而 横ナデ 色扁焼調t少黄良渥灰色媛婚混じり7, 9 51° 
糸ナ切デり離し

3 4 土師器 坪 ll層 底口径径12. 0 高 3.582' 体臨饂面i最はi燐角切度ヵ釦邸5皿度口立整ち認口っ縁盛た部器りて形認外、に屈曲し内弯する 外内内外底晒体面面面 横ナナデデ 丁丁寧寧なな調調整整 胎焼色調土成 褐良良色好

I 

8, 0 
り平坦 糸切り離し

3 5 這器 坪 ll層 底口径径12. 8 高 1.6 
体体疇面面最はI拉角大勘度11.深469度皿くで窪直み線中的央にi立ち口縁部て内弯する 外内内外底面体面 横糸ナ切ナデデり離し 1色胎寧調土 黄少良褐拭色の砂粒混じり9, 2 49° 

こ向けて盛り上かる

3 6 土師器 Jill ll層 底口径径 7, 6 高 1,56 3° 体饂体面面最はは端角大I1で1-底節43度mmかてに短窪みく内ほほ弯平し坦て立ち上かる。 外内内外底底面面体面 横糸ナ切ナデデり離し
丁、翠な調整

色胎焼調土 褐少良祉色の砂粒混じり6. 0 

3 7 土師器 杯 JI層 底口径径12. 8 高 3.6 
体体底面面面最はは平角大1lttワ!!'65[l8度皿て立ち外弯気味に立ち上かる。 外内内外底l函面体面面 横ナデ 胎焼色調土成 褐少良色址の砂粒混じり9, 5 550 ナデ

糸切り離し 立ち上かり部に段差

3 8 土師器 坪 ll層 底口径径13. l 高 1,8 
卿体体1面fIi1i最はi迄大角J'f.力I的⑫7I度皿て中内央弯に向して立ち上かる。 外内内外1屁函I佑面@ 面 横ナデ 丁寧な潤整 胎焼色調成土 少赤良褐址色の砂粒批じり9, 5 51° 

けて緩やかに盛り上かる 糸ナ切デり離し立ち上かり部に段差

i39±lili器 皿 11層 底口径径 8.6. 5 5 高 1.556 ° 体体底面面面最はは僅角対度か享5に45度m中mで程内て窪弯むして立ち上かる I内外内外底底暉面面 横糸ナ切ナデデり離し 澤立ち上環か整り部に段差 I疇焼胎土成 褐多良羅色の砂粒混じり I 

4 0 土師器 皿 ll層 底口径径 9, 7 高 1,501° I1 体暉麟面は転は角ほ諏ほ平3坦度llllllて直線的に立ち上かり外傾する I, i畑内内外疇緬体面 横ナtテデ 幽ける ぼI'胎焼濃土成 鉱，少良量色の砂粒混じり8,0 
糸切り離し

4 l II 土師器 坪 ]1層 底口径径12.2 高 2.5 
底体体面面面最は1誌角力勘度享情654森度mmてに立窪みち上盛かり上りか口縁る部て内弯する。 外内内外底底体面面面 横ナデナデ 11直疇胎諏土 鉱少良醤色の砂粒混じり9, 0 64' 

糸切り離し 粗祖いい調調整整

4 2 土師器 皿 rr層
底口径径 79.• 50 高 1.牡7゚ 体体底面面面最は1拉大角勘厚度刊牡3玲mm度てに直窪線み的ほぽに立平坦ち屈曲し口唇か外盆 知内内外底函体面面面 丁丁糸寧寧切ななり横離ナナデしデ立ち上かり部に段差 胎焼色調土成 黄良良灰好色

I 

4 3 土師器 皿 ll層
底口径径 8.6.28 高o.439゚ 体底体面面面最はは大端角度厚か4窪33度皿みで盛内り弯上がしてる立ち上かる。 i 内外内外底底体面面面 横糸ナ切之ナデり離し I~l麟社 80li少良盪色の砂粒混じり I I 

SD8 IV層出土土師器
番号I 種別 諷！層 径 1高・角度 形態 調 I 備考

1 '土師器 坪 I iI N層 底口径径13.8, 04 I ＇ 高 3. 65 5° 暉体底面面最は1拉大角勘度厚硝岱5疫度mmてに直窪線み的平坦に立ち上かる。 外内内外底底面体面面 横糸ナ切ナデデり離し 胎焼色調土成 黄少良盤褐色の砂粒混じり

2 土師器 lill 讀
底口径径 8.6. 6 1 1I 高 1. 6で7 底体体面面面最は1拉大角砒度厚や町6やmm度で径内み弯盛して立ち上かる。 11 外内内外底底暉面面 横糸ナ切デナデり離し 祖い調整 ii1色胎1諏調土 黄少良褐醤色の砂粒混じり

り邸ヽり中央て窪む

3 I 土師器 坪
II 暉

底口径径12.8, 44 高 3. 687 ° 体雌底面面疇はは端角度が43や5mm度^ 、で窪立み乎ち屈坦曲し角度防度立ち上かる 外内内外疇底体面面 横ナナデデ l焼色社調成 赤少良褐量色唸鉗温
糸切り離し立ち上かり部1::i;短登 じり

4 土師器 坪 暉 底口径径13. 0 高 3.591° 底体体面面面最はは大端角厚が度5や69度皿窃で碁外み弯凹凸して立ち口緑部en傾する
外内内外底底面体面面 横磨糸滅切ナかデり激離ししい租い調整 1色！麟社調 黄少良量白色の砂粒混しり9, 5 

して中央か盛り上かる

5 土師器 牙 讀 底口径径13. 0 高 2.6 
体体底面面面最はは角端対度か享40や5度mm召で罫立み緩ち上やかかにり内弯する。 外内内外底底体面面面 横糸ナ切デナデり離し 胎焼色調土成 少赤良好褐最色の砂粒混じり8, 5 40° 

盛り上がる

6 士師器 Jill 讀 底口径径 8, 8 
高 I. 5 Ii｛体底暉面面最はは角中廊程て71度mm窪でみ立中央ち上でか盛り内弯する 1外内内外底底面体面面 横糸ナ切ナデデり離し I 危胎焼濃土成 赤少良褐星色の砂粒混じり7, 4 61° 

り上がる

7 土師器 坪 W層 底口径径13. 0 高 3.4O 6° II 体饂底面面敗はは中角度程4で56度mm僅てか内に弯して立ち口縁部で外傾する
外内内外底底体面面面 横糸ナ切ナデデり離し 亙！1胎1馘調土 黄，少良褐醤色の砂対屯el;;り8, 2 

凹凸し中央で窪む

8 土師器 月 讀 底口径径13.0 高 3. 0 9• 
体底体面面面最はは大角溢度序か4や49度mm笞で墨立整み僅ちっ直かた細形に状盛内にり上立かち上りか凹凸る。する 外内内底外底面体面面 横糸ナ切デナデり離し 丁亨な調整 l1 疇胎寧土 釘，少良蘇葛色の砂粒混じり7. 0 4 

I ， 這器 皿 暉 底口径径 9, 3 高],45 7' 
体底体面面面最はは大燐角度厚が4や41度mm苔て昼皿み線盛的り上に立かち上かる 外内内外底体面面 横ナデデ 疇胎焼土成 赤少良褐絨色の砂粒混じり6. 6 

り中央か深く窪む 糸ナ切り離し

1 0 這器 坪 暉 底口径径11. 8 高 2.8 
疇体体面面最iは杖大角品！度享や454やm度mで窪ゆ瑾るやり丘かにヽ内り弯中央しかて立窪むち上かる 灼内内外底函体面面面 横ナデ 色胎焼調土成 黄少良祉白色の砂粒混じり6. 5 44° 

糸ナ切デり離し 立ち上かり部に段差
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11 這器 坪 暉 底口径径13. 0 高 2.439 ° 体疇体面而最はI荘大角如J度"f-荘436度mかmでに直窪線み的盛にり立上かち口縁部て内弯する 外内内外底底面体面面 横糸ナ切ナデデり離し 畠色調 赤炉褐色⑳饂しり 18. 3 
り中央かやや窪む

1 2 土師器 皿 暉 底口径径 8. 8 高 !, 6 
底佑体面血面最はは人燐fり1lか'f.¥!'4僅59度mかmでに立庄みち上盛りが上りか口縁り部中央でか芍弯やす窃る圏j' 外内内外底「珀佑面面面 糸横ナ切テ亡デり離し 胎焼色調土成 少良褐色址の砂粒混じり6. 6 s9° 

1 3 土師器 坪
暉 底口径径13.9, 03 高 2..J85゚ 底体体面面面最はは大端角度厚か4や75度mやmで窪内み弯盛すり上るかしてる立ち上がる。 I内外内外底底面暉面 横糸ナ切ナとデり離し 祖い調整 1贋疇胎誠土 ＇黄少良褐星色の砂粒混じり

I , 

I I 4 II 五甜器 皿
lIw層 底口径径 79., 7 6 高 I. 4 I，， 底暉体面面最はは大角僅商厚かに4氾mm凹む凸頂体す線部る的中位に立てちく丘ヽ る。 外内内底外底面体面面 横糸ナ切デナデり離し i＇胎疇焼土成 灰，少良茶最好色の砂粒混じり I I 

I • 
52゚ ぴれる

1i 1 s I這器
皿

I囀 I底口径径 8.6, 44 高 I, 551° 1 体暉底面面屁はは角端噂度力中541や度皿で窪立み僅ち上かかにり口縁部て外弯する。 ＇ 外内内外底底体面面面 横ナナデデ 色胎焼調土成 黄，少良灰量色の砂粒混じり
1 凹凸する 糸切り離し

; i 1 6'::± 師器 牙 直 II底口径径13.9.0 1 高 3,686° 体底暉面面最はは弯端憚曲か窪し4てmmみ角平度坦66度で立ち口縁部で外傾する
タ内内H外底民体面面面 横糸ナ切ナデデり離し 1I'焼疇紅成 褐少良掻色咳饂じり I！ 

i I 7 土師器 椀 暉 I 1 台口径径 5. 9, 0 1 高 3. 8 底体体面面面最1はお力平曳坦享く開4mmいて口縁部で内弯する。
高内内外底台体面面 横垂ナ直デナデに立つ裔い断面逆三角形 胎焼色調土 褐＇少良色量の砂粒混じり

~l 8 這器 妬 暉

底呻径'"'" I 忘 ""゚ l 堕底体厄隣虹頭釦"は凪は印お溢9細品渡渇畑，,虚62-.が匹皿中丘h央喧立且'"渥... ち句丘9サ,にりば比立り噴ちらかりu訳中... に央盛咄てり,;;上~えかす傾でるする。むる 外内内外底底体面面面 糸横ナ切ナデデり離し 粗祖いい調調整整 色胎声土調 ，黄少吟褐量色のも砂ろ粒い混じり ［ 

I l g［ 土師器 皿
I讀 底口径径 97.. 11 , 高 1.502 ° I : I 

外内内疸外底碩体面i面 横糸ナ切ナデデり離し I i藍隅色誠調土 赤少良湿褐色⑳栖琵じり iI 

2 0 土師器 皿 暉 底口径径 75,, 461 高 I, 556° 底体暉面面最はは平角度坦'1-525度mmて直線的に立ち上かる。
内外内外底饂体面i面 横糸ナデ切ナデり離し 胎色均調土戎 ＇黄少良灰絨色の砂粒混じり 1 

2 1 這器 坪 W層 底口径径11. 8 高 2.509゚ 体体底面面面i最はは端角力切度'tヽ印ら5度mmで立ち上かり口縁部て内弯する。 外内内i外函豆体面面面横ナデ 胎i51Jix.色調土赤，少良褐蘭色の砂粒混 ， I s. o ナデ じり
ゆるやかに窪み中央て深く窪む 糸切り離し立ち上かり部に段差

2 2 土師器 皿 暉 底口径径 8.6. 7 0 高 1.536゚ 体饂体面面最はは端角力fがl!'53';.や3度mmやて窪内み紺盛して立ち上かる
外内内外底底体面面面 横糸ナ切ナデデり離し 立ち上かり部に段差 胎焼色調土成 赤少良祉褐色奴沙粒混じり

， り上がり中央て窪む

2 3 土師器 1Ill 暉 底口径径 7, 7 高 1.505 ' II1麟佑体面iは最は中角刃l究知'1.り50中度mmやて内窪弯むして立ち口縁部て内傾する 外内内品外底豆体面面面 横糸ナ切デナデり離し 色胎調土 少貨良祉灰色の砂粒混じり6, 0 
焼成 1 

2 4 這器 皿 暉 底口径径 8. 1 高 I.5 
体体饂面血最はは大平角1fl度'1-!441度皿て直線的に立ち上かる

外内内J外底氏体面面面 横糸ナ切デナデり離し 磨滅する 焼胎色調成土 褐少良址色の砂粒混じり5. 8 41° 

2 5 土師器 If 1暉譴誓〗 高 3.4 
体麟体/ti妓はは大溢角力1191..5酪54m度mでやや直世線！的凸に立ち口緑部て外傾する 叩内内外麟顔体面横ナデ 胎色土凋赤少良褐址色の砂粒混 i I I 54° ナデ じり

し中勁盛り七かる 糸切り離し立ち上かり部に段差焼成

-I I ―2 6l , 土師器 皿 ！団晋 I1 底口径径 7.7 高 l.54 1° 底体体面面面最はは大平角度厚坦551mm 度で直線的に立ち上かる。
外内内外底底体面面面 横糸ナ切ナデデり離し 磨滅する I色胎声調土 黄少や褐量P色のも砂ろ粒い混じりi 6. 0 

! 2 71i 這器
坪 暉 I 底口径径12.7,2 5 高 3.431° 度43度て内弯して立ち上がる。 内外内外疇底体面面 横糸ナ切ナデデり離 iげ色胎諏調土 黄少良褐量色の砂粒混じり

子9mmに窪み盛り上かり中央て深く窪む し磨滅する

2 8 這器 坪 讀 底口径径ll. 8 
高 3,549゚ 体体底面面面最はは大端角度厚が5不69mm規度則て内に弯凹凸しすて立るち上かる。 iI 外内内外底底暉面面 了糸ナ切デ釦り護離ナしデ 色協焼調成t少褐良量好色の砂拉混じり8, 7 

』 29 ＇ II 土師器 床

i 讀
底口径径12. 1 高 2.715 • 体底臨面面最はは平角大度坦厚715度mmで紺雑勺に立ち上かる。

1内姐内外底饂体面面 糸横ナ切デナデり離し 磨滅する 胎焼疇土成 赤少良温褐色の砂粒混じり8, 5 

3 0 土師器 皿 暉 底ロ径径 8. 6, 58 高 1.531 ° 
体底暉面面最はは大端角阻厚が僅氾4度mmかてに薗窪み紹盛にり立上かち且り中ヽ央る。て窪む ，匁内内外底疇体面面 横糸ナ切ナデデり離し 疇胎焼土成 黄少良菫茶色の砂粒混じり

I 

3 I 土師器 皿 暉
底口径径 75, , 6 1 II 高 1.502° 'I 困体疇面面最はI環角大卿厚ヵ慟2mm度ヽにで立怪ち磁上釈か冷り内に弯盛すり丘る。る ヅ内内嘩外底面面体面 横糸ナ切ナデデり離し 立ち上かり部に段差，色胎悔調土戎 灰少良茶量四色沙粒混じり

321i ±1l1i器 皿
I 讀 I底口径径 8.s. 351 高 1.442° I体疇暉面最はI遠角噂度で迅434度mm娼で立凸ち上ヽ り口縁部て内弯する。 ＇I 疇内内外疇佑面 横ナナデデ 1釦！焼台土周 褐少良楊色：の砂粒混じり

l して中央て盛り上かる 糸切り離し磨滅する

3 3 土師器 皿
I 讀

底口径径 7, 6 高 0.9 
体底体面面面最はは角端大度かl',l:4ら20度皿次で第立歪に大なち上器き形かく盛りやり上や外が傾る。する I ：I 1外内内外底底体面面面 横糸ナ切ナデデり離し 疇底焼成t黄少良菌褐色喝粒混じり6.1 40° 

3 4 土師器 皿 讀 底口径径 9, 3 高 l,654 0 
底体体面面面最はは端大角力度/'J.付郊3切度mm立に窪ち屈み緩曲やしか角度に盛あ度り上て外か弯るする 外内内外底底体面面面 横ナナデデ 丁寧な調整 1 色胎焼土調 黄良良褐好色6, 8 

糸切り離し

3 5 土師器 fill 讀 底口径径 9, 2 高 l,42I0 
体饂体面面最はは大角中央度1'1-か位2度m僅mでか直に線盛的り上に立がちる口縁部で内紺する 外内内外底底体面面面 横ナナデデ 色！焼社調 貸少良祉褐色の砂粒混じり7, 4 

糸切り離し

3 6 土師器 皿 暉 底口径径 9, 8 高 o.9 
体底体面面面最はは端大角/Iて梵'1-僅47度mm力心で窪短みく内ほほ沓平し坦て立ち上かる。 悶内外瓢体面 横ナデ

胎焼色調土成 少褐良祉色の砂粒混じり8. 5 5で
糸ナ切デり離し
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371土師器 暉 I口径 9,41高 l,6 
底径 7.5 51° 

3 8 I這器 暉 I口径12.31il1i 2.6 
底径 9,4 00° 

3 9 I土師器 暉 I口径 9,I I高 1,2
底径 7,0 59° 

4 o I土師器

4 I 土師器

皿

t;i; 

皿

皿

皿

暉 I口径 9.21高 I.6 
底径 8.2 64° 

ャ―

讀 I口径 8.51高!,8 
底径 6,7 60° 

暉は角閲迎変で薗節に立ち幼ゞり内傾する
体面最大厚5mm
疇は端で勤ヽに径碑凸する

臨は角度釘度で立ち上がり口縁部で外弯する。
体面最対厚4mm
底面は端が膨かに窪み盛り上かる

421土師器

4 3 I土師器

暉 I口径 8.6 高 2.2
醐 6.41 56° 

~ 

躙口径 8.91高 1.6 
底径 6.9 61° 

1度で立ち上がり口縁部守弯する。内外体面横ナデ 色頃灰茶色
-4mm I内疇 ナデ ！廷雌⑳饂じり

外底面 糸切り離し立ち上がり部に段差焼成良

隣炉門芦デ 1習雰訟饂じり
外J面面糸切り離し 焼成ややらろい

内外体面横ナデ
内疇 ナデ I 

直調釦灰色

暉細り離し寧する 1疇良 ！ 
1胎土多量の砂粒混じり

1 内外体面横ナデ
内疇 ナデ I 

色調黄灰色
l社少量の砂粒混じり

外姐晦 糸切り離し底面に大きな段差 焼成良
I 

'. ---一横ナデ 色凋如灰色 ！ 
ナデ 祖い調整 l社少量の砂粒混じり I
糸切り離し祖い調整 焼成良

頂磯ザ 鵠飯色
丁寧なナァ 胎土良
糸切り離し立ち上がり部に段差焼成良好 I 

内外困面横亡デ 色調赤褐色 I 
内晒面ナナ 胎土少量奴沙粒混じり
外糸切り離し 焼成良

,I 4 41這器
： 

皿

皿

皿 暉 I口径 8,41高 1.5
底径 6.0 62° 

暉は屈曲し角諏度で直線的に立ち口縁カヤ弯内外衛面

醤芦i恥、に盛り血る 1霜
体面は角度61度C―線的に立ち上かる。
体面最大厚5mm
底面は端が僅かに窪みほぼ平坦

度で内弯して立ち上がる。
、mm

"っ中央にかけ緩やかに窪む

内外体面

噂
一 磨滅する
一 磨減する
糸切り離し磨滅する

色調褐色
早少量の砂粒混じり I
寧ややもろい I 

SD8 

~ l 土師器

vn層出土土師器

戸・I~~ 1調整

＇ 
＇内外体面横ナデ
内底面 ナデ
外 糸切り離し

這器 囀 I口径 7.91高 I.I
底径 6.6 5で

這器

皿

皿 囀 I口径 8,31高 l,5 
底径 6.5 50° 

備考

疇赤愚色
胎土少軍の砂粒混じり
焼成良

色調黄褐色
胎土少量の砂粒混じり
焼成良

内外体面横ナデ

内底面 ― 
暉面 t~I)離し

包赤邑色
胎土少直の砂粒混じり
寧良

内外体面横ナデ
内底面 ナデ
外底面 糸切り離し

土師器 皿 囀 I口径 1.s I高 1.3
底径 6.7 66° 堕赤門色

胎土，少の砂粒混じり
焼成良

内外体面横ナデ
内底面 ナデ
タ捕短面 糸切り離し

土師器 皿 暉 I口径 9,61高 1.9 
底径 7,0 54° 

色調黄褐色
胎土少量の砂粒混じり
焼良

内外体面横ナデ

内底面 ― 
繹面 品如）離し

土師器 坪 囀 I口径12.61高 2.9 
底径 8.6 48° 

色調赤褐色
胎土少量の砂粒混じり
焼良

土師器 皿 囀 I口径 8,41高 1,4 
底径 6.4 54° 

色調赤褐色
胎土少絨の砂粒混じり
焼良

内外体面横ナデ
内底面 ナデ
外底面 糸切り離し

内外体面横ナデ

内底面 ― 
外底面 t,~ 離し

土師器 杯 暉 I口径15.51高 4,3
底径 8,8 53° 

色調赤褐色
胎土少湿の砂粒混じり
焼成ややもろい

土師器 坪 囀 I口径11.71高 3.l
底径 8,4 55° 

色調褐色
胎土少址の砂粒混じり
焼良

内外体面横ナデ
内底面 磨減する
外椴団i 糸切り離し

内外体面横ナデ
内底面 ナデ
外底面 糸切り離し

1 o I土師器 坪 暉 I口径12.61高 2.3 
底径 9.2 5で

色調赤褐色
胎土少址の砂粒混じり
焼成良

内外体面横ナデ

内底面 ― 
タ虚晦 ；局り離し

11 土師器 坪 囀 I口径13.o I高 2.6 
底径 8.2 58° 

色調黄色
胎土少litの砂粒混じり
焼良

内外体面横ナデ
内底面 聞減する
外r氏面 糸切り離し

I 2 I土師器 坪 囀 I口径12.41高 2.4 
底径 8,4 42° 

色調赤褐色
胎土少址の砂粒混じり
焼良

内外体而横ナデ

内底面 ― 
外I邸i ぶ亙り離し

l 3 I土師器 皿 暉 I口径 1.aI高 1,2
底径 6.4 52° 色調黄褐色

胎土少量の砂粒混じり
焼成良

内外体面

霞
l 4 I土師器 坪 暉 I口径13.41高z.4 

底径 9,6 51° 色調黄褐色
胎土少量の砂粒混じり
焼成良

横ナデ
ナァ
糸切り離し

内外体面横ナデ

内底面 ― 
タ隅面 証り離し

I 5 I土師器 好 囀 I口径12.a 1高 2.5 
底径 8.0 38° 色調赤褐色

胎土少量の砂粒混じり
焼成良

1 s I土師器 坪 暉 I口径13.61高 2,7 
底径 9,6 50° 色調黄褐色、

胎土少量の砂粒混じり
焼成良

内外体面横ナデ
内底面 ナデ
外 糸切り離し

内外体面横ナデ
内 一
輝面 羹局り離し
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'1 11i 這器 皿
I ！囀 Ii口径 7.41I高 1.2 雌疇体面転iは認角幼度窪i39mm度みて中究直線滋的にり立丘ち上るかり内弯する。 1j 内外体面 横ナデ 色調黄褐色 ＇ I 

底径 6.2 59゚ 外内底面糸ナ切デ 少量の砂:fllilじり
り離し 胎焼土成 ややもろい

'1 81 這器
皿

I 囀
底口径径 8, 5 

高 1.505 0 I'1疇暉体面最はI謡大角肋閲限窪沿3度mm紐て立凸ちし邸て中央り内か弯盛りす上る。がる 霜内外体薗面 横ナデ 1I 堕 訊色6,1 
糸ナ切＝＇ り離し 胎焼土 少良量のJ.粒混じり

! I 1 9 II 土師器
牙 I，囀 口径13,0 高 2.9 暉体疇面最は1匹大角厚応酪3度皿で中立知ち盛丘り崎り口饂るて内弯する。 I 内外饂 横和デ 胎色焼土調 黄少良褐醤色の砂粒混じり I i1 底径 8.2 53゚ 外内底晒面面ナデ

糸切り離し

1 2 0 土謳
皿 lI 疇 底口径径 96.,581高 I.守3 雌饂呻i屁はは平角虚如坦3度mm噂螂に開き外傾する 内靡外瓢体面 横ナデ 色調褐色

ナデ 綸焼成上 ＇少良絨の砂粒混じり
糸切り離し

2 l 土師器 坪 疇 1底口径径12.8. 6 3 
高 2.8 

体底体面面面最はは平角大度坦l'l-4で45中度mmて央立かやち上やか窪むり口緑部て内弯する。
内外体面横ナデ

色！焼社調 黄少良湿褐色媛蛛漉じり 1 45° 外内底晒面面 ナデ
糸切り離し

I ， 2 2 這器 皿 II 囀 iI 底口径径 97.• 0l 高 1.505° 暉暉釦は角諄！蜘3度mmて―直線的に立ち上かる。
外内内外底底体面面面 磨横糸滅切ナすデり離るし 胎色調土 褐少色址の砂粒混じり

I I 底面は平坦て中央かやや窪む 焼成良

2 3 土 皿
1I 疇 底口径径 76,• 5 4 高 l.6330 

暉体底面面最はは大端角JI力'知l叩3度mmでて盛固り網上かに立り中ち上央でかやる。笞訳j'

内外体面横ナデ 色調褐色 I 

置鷹 ナデ 胎土少鍼味絆雌じり
糸切り離し 焼良

2 4 II 土師器 床 I囀 1I 口径II,8 高 3.8 
底依体t面面fri最はは端大角力ll'瞑f.叡5m度mてて立盛ち上かり口縁部て内弯する。

内外体面横ナデ ｀ 色調貨灰色
底径 4,0 680 

外内J1面底面面 ナデ 胎焼土成 良良好好り上かり中央てや笞匿む 糸切り離し

2 51這器 皿
疇 底口径径 8,5, 49 高 l."55゚ 体体底面面面最はは端角大力度11窪435ん度mmでて立盛ち上がり口縁部て内弯する。 内外内外19函氏体面面面 横ナデ

色調貸褐色

I り騎り中央で佗邪む
ナデ 胎焼成土 少良址の砂粒混じり
糸切り離し

2 6i 土師器 坪 I囀 1I 口径12.8I I 高 2.9 II暉疇晒面此はは角端噂麟が窪5度皿んてて立盛ちり証り口疇て内紺する。 内外饂 横ナデ 疇黄褐色 I 底径 9,0 60゚ 1内輝底面面 ナデ 胎焼土成 ＇少良量の砂粒混じり
上かる 糸切り離し

I 2 7 iI 土師器 皿 II 珊層 底口径径 76,, 88 高],636゚ ，底体体面面面最はは大平角度坦厚636度1111ll直線的に立ち上かる
』内外体面横ナデ 色調褐色

疇内底面 糸ナ切デり離し 1I 胎土少巖の砂粒混じり
i ＇ 諏 良

I , 2 8 I I ， I :± 師器 坪
疇 i口径12.6 高 2.4 体体疇面面最はI迄角力幼度享窪565度mmんでて立盛ちり上かり内弯する。

＇内外体面横ナデ
1色胎声調土 褐少良色菫の砂粒混じり 1 底径 9,2 55° 

外内底底面面 糸ナ切デり離し上かり凹凸する
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出土白磁
躙 i 層怪高 形態 調整

浣 i JI層 口径15.21高 6,2 高台は暉を直にし、内面を斜めに削り出す。 内困面
｝ 底径 5.0 I科祁は内弯気味に立ち上かる。 外体面

椀 1層口径一高一 高台は低く、内面を厚く斜めに削り出す。 内体面
高台 1 底径 6,8 体部の器肉噂い。 1外暉i

椀 I JI層口径一高一 口縁部は大きな玉縁 1内体面
口縁 底怪一 体部の器肉は厚い。 i外体面

椀 lI層口径一高ー ロ疇は大きな玉縁
口縁 1 底径— 饂奴器肉I埠い。 開譴
碗 lI層口径一高一 ＇口縁部は大きな玉縁
譴， 底径ー は勁器肉は⇔厚い。 靡鳳
胃縁 暉り譴二 1高― 儡言醤娼苓遵し、 開腐蘭
椀 晴口径一高一 口縁部は大きな玉縁
口縁 底径 -1 知即温肉はや噂い。 闘腐
椀 11層 1口径一高一 高台は外面を直にし、細く高い。 1内困面
高台 底径 6.2 体部の器肉はやや厚い。 1外体面

椀 lI層口径一高一 高台は外面を直にし、細（高い。高台外面に施町内体面
高台 底径 6.4 体部の器肉はやや薄い。 1 

椀 JI層口径一高― - I内体面
口縁 底径一 体部の器肉はやや厚い。 1外体面

椀 lI層口径一高一 一
ロ縁 底径ー 中部の器肉はや嗜い。 闘闘
椀 lI層口径一高ー ロ縁部がシャープに外反する 内体面 一
口縁 底径一 体部の器肉は薄い。 外体面

椀 lI層口径一高ー ロ縁部は外上方に延び、端部は丸くおさめる 内体面
ロ縁 底径一 体部の器肉はや？厚い。 外体面

椀 暉口径一高ーロ縁部か外反する 内体面
ロ縁 底径一 体部の器肉はやや薄い。

椀 W層口径一高ー ロ給部か外反する
口縁 底径一 体部の器肉はや勺互い。

椀 暉口径一高ー ロ縁部か外反する
口縁 底径一 体部の器内は薄い。

椀 M醤口径一高一 高台は外1(りを直にし、細く高い。
高台 底径 6.2 体部の器I勾はや利豆い。

雪
雲
〗
曇

炉：
磁胎楕良灰青色
釉 薄い濁黄色

臨台精良灰白色 1 

釉 薄い淡灰黄色 I

五；中位まで施釉
磁胎楕良灰白色
釉 薄い淡黄灰色 I

雷店二四、めぐる 1詈誓良醤贔
磁胎精良灰白色
釉 薄い淡黄灰色

- I臨台情良灰白色
体部上位に一条の隆線かめぐる 釉 薄い淡蜀天色

躙台精良淡灰白色
釉 薄い淡黄灰色

磁胎精良灰白色 1 

釉 薄い淡黄細天色I
I 

磁胎精良淡黄白色
釉 薄い濁白色

磁胎精良灰白色
釉 薄い淡灰白色

暉中位に一条の杖諒かめぐる I磁胎措良淡灰色
釉 薄い淡灰黄色

躙台精良淡白色
釉 薄い淡灰緑色

体部上位に一条の沈線かめぐる 磁胎精良青灰白色
体部中位まで施釉 袖 薄い淡貧緑色

体部上位に一条の沈線がめぐるり 磁胎梢良黄白色
内面体部に櫛目文か描かれる 袖 阻い淡黄灰色

一 磁胎精良淡青灰色
体部下位まて施釉 釉 沌い濁灰白色

体部中位に一条の沈線かめぐる 磁胎岱良灰白色
俎面体部に縦の沈線文かある 釉 薄い淡灰緑色

体部中位に一条の沈線かめぐる 磁胎佑良灰白色
体部下位まで施袖 袖 沌い I氾妹紛泡

見込に段差かある。
体部中位まて施袖

暉中位に一条の沈線かめぐる
施釉はなし、

体部中位まて施釉

体中位まて施釉

体部中位に一条の沈線かめぐる
施はなし、

体部中位に一条の沈眺ケ屯ぐる
見込部に櫛目描きの花文かある

体中位に一条の沈線かめぐる
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-l 7 2 I1 珊白類磁 古向椀よ口 ll層 Ii 底口径径 6.—2 iI 高 一 高出台咽は嘩外i面嬰を直部に嘩し、を内配面犬をに厚カキく取斜めるに削り出す 1＇外内体体面面 見体部込の下位釉をまて綸状施釉にカキ取る 鵡釉台 精薄良い 灰淡緑白灰色色

l 8 帽 皿 I II層 i1 底口径径 94.• 9 9I1 高 2. 1 I1 内口面縁部嬰は邁外弯匹する状にカキ取る l洲内佑緬面 中阻咆祁と下位嬰まてl:::l'施唸袖院ある 磁釉胎 精薄良い 灰淡禄白灰色色

I 9 白磁 皿疇 l1層 底口径径 3,ーQ1高 — 渭I部はやや上け底状 ii 外内体体面面 体一部中位まて施袖 釉四台 精薄良い 淡濁鰍黄緑色灰色I 暉

I I 2 o 暉白磁 皿ロ縁 讀 I皐口径径 —ー iI 高 一 I 底部はやや上け底状 1外内体体面面 内体面部屈中位曲部まてには施踪釉状の段かある 磁釉l台 精薄良い 灰淡黄白緑色色

2 1 讀 皿 暉底口径径 2,—9 iI 高 一 底部はやや上げ底状っ
li 外内体体面面 体一部中位まて施釉 11I 譴袖台 措薄良い 灰淡黄白緑色色 I ！ 底部

2 2 虚白磁 皿底部 ， w層 底口径径 2,ー9j ，高 一 底部は平坦。
！外内体体面面 体一部中位まて施釉 醒釉台 精薄良い 灰濁蜀白色た色 I 

I I 2 3 鴎白磁 皿 i ]I層 底口径径 -1高 2. 0 i！亨口縁端は直耶線嘩的をに削立ちりとる 1i 外内体体面面 一
底部 ー 上かり口縁端部を丸くなる 外面記祁まて施袖する 釉四台 精薄良い 灰濁白白色色 ＇ 1 I 

SD1 出土龍泉窯系青磁
I 1 2 4 j青磁 椀 ! IT層 口径 ーII高 - , 1佑内面咤のに草器肉政はをや描や厚く。し I j！ 1 外内体体面面 見高込台にま花て文施釉を描するく I ！！磁釉胎 厚情良い 青I滋灰甜色£ 

I 
I-2類高台 底径 6,2 、0 ＇ 

2 5 青磁 椀 ll層，底口径径 一一 高 一 体内面部のに草器花肉文はやを描勺享く。い。 11 外内体体面面
体部内面に草花文を描く 11 釉磁胎 厚精良い 青淡灰駆色色I -2類体部

2 6 青磁 椀 暉 口径一高一 内面に飛雲伏文を描く。
1外内暉体面

体部内面に飛雲伏文を描く ii 釉臨台 厚楕良い 灰淡緑白色色I -4類高台 底径 6,0 体部の器肉はやや厚い。

27 青磁 椀 I JI町底口径径一 iI 高一
l -5類口縁 I - 外体面部体の部器肉に蓮は弁や文岱を再描い。く I1 内外暉体面 蓮咤の盛り上かりは小さい

磁釉胎 箔厚良い 灰淡緑白色色 I 1 

2 8 青磁 椀 I JI層底口径径ー 1I 高一
I -5類口縁 一 外体面部体の部器肉に理は弁やや文薄を描い。く

S01 
' 2 9 I青磁

SD2 出土白磁

闘闘 蓮弁部は明瞭て縞を有する

I 
＇内体面 内面に施袖する
9外体面

i1 釉臨台 厚精良い 灰淡緑白色色

四台精良肖灰色
釉 厚い淡青色

番号種別器種＇層 i怪高 形態 I I調整 備考

1 '白JI磁類 椀 JI層 底口径径 ー―，l高 一！出町は内弯気味に立ち上かり、口縁部力内弯する 1外内体体面面 体体部部中中位位にま一て施条の袖沈線かめぐる 磁釉胎 措薄良い 灰濁青黄色色

2 W白磁類 椀ロ縁 Ii rr層 II 底口径径 吋-r 高 ー I暉ロ縁攣部器は肉大はきな吟玉縁厚い 1外咄体緬面 体ー部中位まて施釉 磁釉胎 精薄良い 灰淡灰白色黄色

3 I W白磁類 贔 lI層 底口径径 -ーI高 - II¥$口部緑部譴は大肉はきなや玉囀縁い。 1外内佑体面面 体一部中位まて施釉 磁釉胎 薄精良い 灰淡黄白灰色色
i 

4 I, W白磁類 贔 ]1層
底口径径 一ー I高 一 1I 出口縁咄部濃は大肉はきな厚玉い縁。 1外暉 疇饂上中位位にま一て条施の袖甲勧めぐる 磁袖拾 精薄良い 黄濁灰黄色白色

5 讀 胃縁
l[層

底口径径 一ー 高 — | I ' 体ロ疇部嘩I玖肉はきなや鴫噂い。 外内体体面面 体一部中位まて施袖 1， ，磁釉胎 精薄良い 淡i叡灰白白色色

6 讀 髯 ll層
底口径径 一ー 高 一 体口縁部部の器は大肉はきなや玉や縁厚い。 ：1外内体体面面 体一部中位まて施袖 磁釉胎 楕薄良い 灰濁白白色色

, 7 I」v白磁類 贔 暉 1底口径径 一一 高 ー 体ロ紹部の亭器か肉はシやャやー厚プいに。外反する 11 外内体体面面 牛中咆耶上F位位のま施で施釉釉にむらかある ， 鴎釉台 精薄良い 淡淡灰黄灰白色色

I s 讀 椀ロ縁 'I JI層 底口径径 -I 1高 一 1I 体口紹部の賠器肋肉外は反薄すい。る。 内体面 体困部中位面にに一櫛条目描の沈き線のか花め文がぐあるる 11 磁袖胎 精薄良い 灰淡灰白色白色

9 I]白認磁i 椀口縁 lI層 I底口径径 一一 高 - ＇ I : 体口縁部端の部器か肉外は反やすや薄る。い。 1内口疇体面 体口疇面にには輪は花輪虚より対あ線る延びる 国1釉台 拷薄良い 淡淡白白灰色色 1 I 

1 0 帽 皿 I層 底口径径 9, 8 高 :?. s I底部は上げ底状3 外内暉体面 内体蘊部中位曲部まで1切施諒釉状にめぐる Il 磁釉胎 情薄良い 灰濁色黄色2. 9 

I I 幅 皿 11層 底ロ径径 ー一 高 2,71― 外内体体面面 体内部面屈中位曲部までi;J:t施ほ袖財犬にめぐる 磁釉胎 精薄良い 灰濁色黄色ロ縁

SD2拡張出土白磁
i番号 畷 lj 翫璽， 層 I 怪 i 古向 形態 I 調整 備考 I 
i I 白磁

椀高台 '1 JI層 底口径径 5.一4 高 ーI国高部台はは外内面弯気を味直にに立し、ちJ:jJ内面ヽをる斜。めに削り出す。 外内体佑面面 体見込部に中位段差まがて施あ袖る。 ；i磁釉胎 精薄良い 灰淡黄白色色II類

2 , W白磁類 浣 1皿層口径一
口縁 I 底径ー 高 ー 1体□疇部の器I汰肉はき厚な躊い薄い。 i1 外内体体面面 体一部上位まて施釉 磁釉胎 精薄良い 灰淡黄白緑色色

3 I W白磁類 椀 J][層 底口径径 一ー 高 一 1体口疇部の器ば肉大はきなや謬や薄い 1；外内体体面面 体一部中位まて施袖 磁袖胎 精薄良い 灰淡黄白緑色色 I ロ縁

14 
白磁 椀 皿層 1底口径径 一― 高 一 1I 困口縁即部湛は肉シはャやープ囀に外い。反する 外内体体面面 体体部部中中位位にま一て施条の釉沈線がめぐる 細釉拾 精薄良い 灰淡色灰白色V類 口縁

5 讀 椀口緑 ，Ill層 底口径径 -ー 1高 一 ！1体口疇部の器I訊肉反はすややる薄い。 1！外内体体面面 出体咄部下勺位面にま櫛て施目描釉きの浅い花文 磁釉胎 楕薄良い 灰淡黄白色白色
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高

高

高

高

高

高

高

高

高

醤

[
1
`

一`塁言ぞ`
口言

譴

暉

暉

疇

暉

暉

諏

暉

暉

i口疇に輪励ある
I困耶愧訥はや岱専い。

口縁部に輪花かある
体部の器肉はやや厚い。

ロ疇に綸励ある
体部の器肉はやや厚い。

高台は厚く低い
暉四面届麟釉が部にカキ取る

ロ疇は内弯する

体部の器肉はやや薄い。

やや上げ底状

やや上げ底状

口紋端剖奴釉を削りとる「口禿」の底部

讐
置
霞
暉

闘

五

一

塁

暉

暉

＿

暉

鴎

内

内

外

内

外

内

外

内

外

内

外

9
9
,
＇ー'『

'

,

4

1

佑咤内面に輪花から対線が延びる I醐拾精良淡灰白色
釉 薄い 1繹灰色 I

索訥面に輪花から対線が延びる磁胎精良淡灰白色
饂中位まて施釉 釉 薄い濁白色

虚面に輪花から対線か延びる細治精良淡灰白色 I 

佑邪中位まて施釉 釉 薄い濁白色 I 

彫に漆力吋粁する 臨台精良淡灰白色
体部下位まて施袖 釉 薄い閲白灰色

体部中位に一条の沈線かめぐる 磁胎措良黄灰色
釉 涌い淡黄色 I 

磁胎培良淡青白色
釉 頑い淡黄緑色

戸叫淡青白色 I
直 薄い濁黄色 I 
I• 

磁胎措良淡青白色 l 
釉 博い濁黄色 I 

詈閉謡魯色 j

内面屈曲部に沈線状の段かある
体部中位まて施釉

内面屈曲部に沈線状の段かある
体部中位まて施袖

内面屈曲部に沈線状の段かある
体部中位まて施釉

S02拡張

~ I 6 rf磁 IIll
l類 口縁

出土龍泉窯系青磁
, II層 1口 径ー 1高一 1 佑邪暉Iに蓮叙頭＜

底径一 体部の器肉はやや／ばい。

~ ロ［高一
池弁部の立ち上かりは明瞭

体部中位て囲曲する

l 

l外体面
j 

硫`
，外体面

磁胎精良灰白色
釉 厚い茶緑色

磁胎閉良灰色
袖 博し、明緑色

SD2拡張
i 1 7 青磁 椀

, Im類疇

出土同安窯系青磁
l II層 I口径 ―，高 ― |出咄嘩記縦の頑

,'I  
，底径一 体部内面は櫛目による文様3 闘内外

，
 

ヘラ状の施文具て片彫り風の杖線I磁胎精良黄灰色
櫛目による文様 』釉 薄いj 淡緑色

S02拡張

I 1 s 1青磁 皿
i (明） 口緑

出土その他の青磁
, I層 1口径ー 1高一 1 口疇1こ輪花がある菱花型皿

底 径 阻中位て屈曲する
1内体面
1外体面

体部上位に一条の沈線をめぐらす臨台精良灰白色
• I袖 厚い痴慮色

8D4 出土白磁
番号 i 種別 躙！町怪 ： ：：＇ 古向 形態 1諏登 備考

I I 1 II N白類磁 椀口縁 ，皿層 I＇底口径径 一ー 高 -Il体口疇部の器I汰肉ばきな享譴い薄い。 1！外内暉体面
丁！磁胎精良淡白色

体部中位まて施釉
1 釉 薄い淡灰白色

2 買白磁類 椀高台 皿層 1底口径径 6.—o iI 高 一 見体込部の・器体面肉には櫛や目守描尊いき。の浅い花文 贋闘 体高台中ま位で廂に一袖条の沈線かめぐる 磁胎 精良 灰淡黄白色白色
＇ 釉 薄い I 

｝ 3 暉白磁 椀口縁 ： Im層 1底口径径 一ー 高 一 体体部のに器櫛肉目描はやきのや花薄文い ！i 外内暉体面 櫛体部目描中位きのま花て文施釉
'磁胎精良灰白色
釉 薄い淡白色

1 4 Il 疇白磁
椀 皿層 1底口径径 一ー 1高 一 高煤台訥は厚面嬰く低い雌眩綸状にカキ取る

内体面 見体部込の下釉位をま輪て状施釉にカキ取る 磁胎情良灰白色
釉 薄い濁白灰色 ， 

S04 出土龍泉窯系青磁

j 5 If巴4類品 I皿層且履二 1高一

＂巴5類胃縁 皿層濯喜二 1高一

二二~:よって区切られた亨に I~: 飛雲状文を描く
口縁部からの施釉にむらかある

浬弁部は浅く盛り上かる

i臨台情良麟色
釉 厚い淡緑色

9台精良畑色
釉 厚い賠緑黄色

SD6 出土白磁
番号 種別 暉 I層 径 高 形態 1闊 備考

1 白磁
椀高台 I ll層 底口径径 6.一2高 一 細く高い直立した高台

し1I 内外体体面面 磁釉胎 精薄良い 淡淡黄白灰色色V類 高台まて施釉

2 白磁 椀ロ縁 ：lI層底口径径 一ー 高 一 体体部部内の面器肉に櫛はや目描や薄きのい。花文 I 外I鴫暉体面 体一中位に一条の沈線かめぐる 磁釉胎 精薄良い 灰淡黄白色色W類

I 3 I 呻白磁 椀 lI層口 径一高一 高台は低い 1i 内体面 見高込台のま釉て施を輪釉状にカキ取る 磁釉胎 薄情良い 灰明白白色色高台 底径 5.5 体部内面見込の釉を輪状にカキ取る

閏闘

二二よって区切られt雲 "I巴
SD6 出土龍泉窯系青磁
14 ju 椀 I II層I口径ー 1高一

I -2類高台 I I底径 6,0 

s I 7邑4類胃緑 iII町醤 二 1高一

青磁 椀 I II陪 1口径ー i高一
1-5類高台 I 底径 5.5

1内部内面に草花文を描く 見込部に花文を描く

飛雲状文を描く

連弁部は浅く縞かある

臨台精良淡青灰色
釉 厚い淡緑黄色

i磁胎精良淡黄灰色
1釉 厚い淡如剥i

磁胎精良青灰色
釉 厚い淡緑色
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SD6 
i 7 I白磁

/ 
8 白磁

出土その他の白磁
合子,II層口径― 1高一
蓋 I 底径一

合子;II層口径― 1 高一
身 1 I底径一

' ! -

：一

＇ 

I 
！内体面
外体面

＇ 
， ＇内体面
i外体面

内面に施釉
外面は無釉

内面に施釉
夕湿iは無釉

l磁胎精良淡黄白色
1 釉 厚い淡黄色

磁胎情良淡黄灰色
，袖 厚い淡賃緑色

I 2 

三
＿
一
〗

8
疇
享
暉
一
嘩
暉
一
国
噂
一
嘩
暉
一
讀
一
璽
璽
悶
＿
璽
0
闘
直
員
冒

D
 

l

l

l

l

 

s □
 

3

4

 
↓
’
 

i内体面
1 外体面
~ 

1内饂
，外体面

5

L

6

 

l内体面
外体面

~ 

＇ ：内体面
!>'1-1雄 i

口虚
暉 I 口径— i 高一

I底径ー I

贔一椀

髯
―
髯
一
皿
謳

知訥面嬰嘩を郎にカキ取る

5, 0 I畠腐誓鼠麟字琶皐巌：位に嘘
1 口磁謡即嘩細lりとる「口禿」の口緑
直部の器肉はや噴い。

Iロ-靱袖紐ljりとる「口禿」の口縁
体部の器肉はや灼言い。

体部は内弯気味に立ち上かり屈曲して内弯する

＇ 備考

体部下位に一条の沈線かめぐる 1 磁捨情良灰白色
体部上位まで施釉 ！釉 薄い淡黄緑色

虚呵下位に一条の沈線かめぐる 1 磁拾情良灰白色
体部中位まて施釉 釉 薄い戌灰白色

ば呵F位に一条の出翫ヽめぐる ！磁胎蹟良淡黄白色
高台は無釉 l釉 薄い淡黄白色

体部勺面に櫛目描きの花文 磁胎情良灰色
ほ訂位まて施釉 1 袖 薄い淡如衛巴

体部見込に描目描きの浅い花文 磁胎情良灰白色
体部下位まて施釉 袖 薄い淡黄灰色

暉上位に一条の沈線力屯ぐる 磁胎墳良淡黄白色
体部下位まて施袖 袖 薄い淡黄灰色

饂部は大きな段差となる 五研台培良渕灰白色
体部下位まて施釉一部高台まてI釉 薄い暗黄緑色

麟 I誌きな麟となる 1臨台印良諏白色
佑呵下位まて施釉一晋塙台まで釉 薄い淡黄緑色

直齢精良淡黄白色
体部下位まて施釉 1袖 薄い獨白灰色

見込部は大きな段差となるぐる 鵡合精良灰白色
体部下位まて施釉 ，袖 薄い閲天白色

内面屈曲部に沈諒状の段かある 磁胎精良淡白色
体部中位まて施釉

I ；袖 薄い燭白色

口縁端部の内面・外面の釉を削る 磁胎精良淡灰白色
体部中位まて施釉 I ，釉 薄い淡黄緑白色

内面屈曲部に沈線状の段かある 磁胎精良淡灰白色
一 釉薄い賃緑色

i内体面
外体面

， i内体面

I 
，外体面

：内体面
！外体面
~ 

' ：内体面
，外体面

i内体面

' 
外体面

内体面
外体面

I内暉
外体面

I 4 青磁 椀 I' rr層 Ii 底口径径15,5, 43 I 高 6, 4! 高内台夕暉力断と面も四叡角形で、底部の器肉か厚い i1 外内体体面面 磁袖胎 1情ば良い 粁甘灰緑色色
I 

I-l類 高台任団勺側まて施釉

1 5 
青I磁-2類 椀口縁 11層底口径径一ー 高一 体部内面に直佗文を描く 11 外内｛体`甜面廿 体沈部線か上位人にる一条のm勅ヽ めぐる 袖磁胎 1精ば良い 灰忍白縣色絶， 1 ， 

I 6 青磁 椀 躙底口径径 一ー I高 ー一 体高部台内は面低にく断尼面花四文角を形描でく、底部の器肉か厚い i， 9 外内｛体栢面而 見高込台外に蓮側華ま文て施を花袖文を描く I 磁袖胎 厚閑良い 灰淡茶白緑色色
I -2類高台

l 7I 青磁 椀 l1層1口径 ！！高 一 ，高体部台外は面低にく幅断の面広四し角連形弁で、を底もっ部の器 ！1 外内体体面面 見高込台部外側は平ま坦てて施釉ある 直袖靡 積厚良い 灰濁黄白緑色色
I -5類高台 底径 5.5 I 肉か厚い

l l 8 II 青磁 椀 Irr層 I口径 ー！!高 一 1高困台訊は面低iく環断面蓮鴫弁を形でもっ、底部の器肉 夏闘 高見込台部外側は平ま坦てで施袖ある 亙袖齢 精厚良い 灰淡緑白色色 I I -5類高台 ' I底径 5.5 が厚い

I) 91青磁 椀 I 11層,底口径径一 1高一 体部外面I環い運弁をもつ I ，： 外内体体面面
連先は明瞭 iI ' 袖絃胎 厚箔良し、灰暗緑白色色 ！ 

I-5類口縁 一i

12 0 青磁 椀 I : I[層 II 口径 高一
体高部台外は面低にく細断面い運四弁角形をても、ち、底彫部のり器は丁肉寧か厚い I 内外体体面面 貝高台外祁側は平ま坦て施で釉ある I` 釉瑚合 精厚良い 灰明淡白緑色色 I I -5類 底径 4.l 

I I I I 2) 青磁 椀 I : ]I層 1口径一 高 一 ii 体高部台外は面低にく幅断面の広四角い蓮形弁て、を底もっ部の器肉か厚い 1 外内暉体面 見高込台部外側は平ま坦てで施釉ある 磁釉胎 精厚良い 灰濁黄白緑色色 l I I 
I -5類 底径 5,8

221青磁 椀 i I l! 層I麟口径, 一II高- Iほ閏面に犀浬弁をもち、彫りば噂
l＇ I 外内体体面面 磁袖胎 精厚良い 灰明緑白色色 I I -5類口縁 一 i 蓮弁先は明瞭

2 3 青磁 椀
9 回底口径径10,3.05, 高 5,z II 疇高台疇は低く拿小さ年く、を畳付ものち、み彫釉をり削は丁り寧とる 1 外内暉体面 蓮—弁先は明瞭 ，臨釉台 精厚良い 灰暗黄白緑色色 I ， 

I -5類

2 4 青磁 噸 I lI層 II 口径 5,ー21高ー 直部内殖面とも無文 外内体体面面 外内面面下下位位にま—て施勁釉由紐めぐる ！＇釉醐治 精厚良い 灰淡灰白色白色ゴ' 
I類 底径 内蛮しなから立ち上かる

' 

I 2 s I 青I磁類 噸 1暉 I底口径径 4,0I 高 u I饂内弯内し暉なかと立も毎ち上カ 闘謁 1，臨釉台 厚措良い 青暗灰黄緑色色 ！ I ＇ 
i 4, 2 , ら るゞ 高台外側まて施釉

2 6 青磁 皿 1-1口径ー 1高一 体部中位で屈曲し内面見込みに花文を描く
1外内暉体面 底見込部部の釉に花は焼文成を描前にくカキ取る 頃］I釉飴 厚精良し、青明灰淡色緑色 ！ i 

［類 底部 底径 4,4 

SD8 

亨
I 
2 8 青磁

皿類

出土同安窯系青磁

~ 体部内面に櫛によるジグザク文様を描く
高台は厚い台形状

体部内面に陥恥乃花文芍苗＜
i高台l;J:/払い台形状

I 
内体面

＇ 
I外体面

I内暉

＇ 

外体面

内面見込と体部の境に段かある
櫛目による文様

内面に叡の芦嬰は平坦
櫛目による文様

磁胎精良灰白色
釉 薄い淡青緑色

磁胎精良黄灰色
i釉 薄い淡総天色
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―"  
2 9 闘 椀向古ム口 暉 1 底口径径 5.一0 

高一 圏面に櫛伏とヘラ状の花文む苗＜
1内外暉体面

内面に櫛伏とヘラ状の花文 磁胎精良黄灰色
高台は厚い台形状 櫛目による文様 袖 薄い淡緑灰色

3 0 開 椀 暉 口径一 高一 体部内面に櫛状の花文を描く
11 内外呻体面

内面に硲恥可花文 磁袖胎 精頑良い 灰濁黄白色白色 ＇ 口縁 底径一 櫛目による文様

3 I 開 椀 暉 口径一 百向 体部内面に櫛伏とヘラ状の花文を描く 内体面 内面に櫛伏とヘラ状の花文 磁胎精良如淡灰色
口縁 底径ー 外体面 袖 沌い 1 ， 

3 2 青磁 皿 1回口径一 高一 内面に櫛状とヘラ状の文様を描く 内体面 櫛状とヘラ状の文様 臨袖台柑良灰白色 l 1 I -2類底部 底径一 外体面 底部の釉はカキ取る 博い淡l天緑色

SD8 出土輸入陶器
I 1 11嘩 盤 讀 i口径ー 1高ー 内弯気味に立ち玩り口疇は内弯する

，鵡 口縁 底径一 底部は平坦
嘩 饂中位と上釈屈耐る難臨合祖場饂灰色

1外暉i 噸しかない 1釉 薄い濁黄色 I 

SD2、4、6、8 出土墨書・刻印のある白磁、青磁
番号 種別 器種！層 径 高 墨書 形態

1調整
I 備考 ： 

I 帽 椀高台 I 皿S層D4 底口径径 5, 一6 古向 ― 九 高体台はの外器面肉をは直やにや厚し、い細。く高い。 I外内暉体面 施—釉はない 1臨釉台 精薄良い 葡淡黄緑白色灰色

2 白磁
椀高台 IWS層D8 底口径径 5.ー21高 一 不明 高台は外面を直にし、細く低い。

外内体体面面 体高部台下ま位て施に一釉条の杖疎がめぐる 磁釉胎 精薄良い 黄淡白黄色色暉

3 I 珊白磁類 皿 I 'SD6 底口径径10. 9 高 2.6 不明 内体面部見中位込にで内草花弯文すがるある。 1I内外体暉面 錮内面醐影ぶ幽::J{f,fに昭欧か噂をカキ取る 1磁釉胎 楕薄良い 灰淡黄白緑色色 ！ I ll層 4, 4 

4 青磁 椀 ISD2
底口径径 5.一0 古向 ― 今 内体部面見の込器肉に草は厚花い如。がある。 外内体体面面 底内部面畳見込付にま草で花施文釉カゞある。 磁釉胎 厚楕良い 青噺灰斑色邑 I 1 1-2類龍泉 1lll層

5 I青磁 椀 II SD8 底口径径 5, 一7 古向 ― 璧 内体部面の見器込に肉草は厚花文い。かある。
霊鷹謳髯雲り 1臨釉台 精厚良い 灰明緑白色色I-2類龍泉 w層

6 青磁
椀同安 I 皿S層D41 底口径径175,,0 4 高 7,2戸I唄 台内形面状上位の厚に沈い練高台。で見体込部みには段内弯差がすある。る 外内体体面面 片体彫部下り文位まとでジ施グザ釉グ文 ぼ1釉齢 精薄良い 黄淡白即色灰色I類

SD1、2、2拡張、 4 出土木製品
番号 種別 層 I 径 形態 夏整 ！ 木質

1 蘊 SDI I径 6.8 長 50,5 溝先端の補は強尖にる使用された木杭 1~ 大型の杭茨端は丁寧に尖る

I I 
2 蘊 SD! I径 -1.8長 3-1.2 溝先端の補は強尖にる使用された村冗 i小型の杭で先端は丁寧に尖る

I I 
3 切郎目威のある木片 I SDI ・2I径厚 0. ー3 曲物製品に使用されたと考えられる I j s3皿mmの-厚iOmm/1,さ, 隔で細かな切目を人れる

I 
4 コ（用マ途状不木明製）品 SD2 I 径高 76. • 0 5 用途不明の木製品遊具力 I丁寧な加工で円錐を重ねた形態

I 
5 木製の工具柄 SD2拡張 1直径 3.2.82 I長 36. 21先使端用にされは装る着用に挟られており、 柄として II 丁て寧使な用加さ工れでた．と考握えり具ら合れよるり工具等の柄とし 1 

I i 

6 
木（片用途不明）

SD2拡張径 端先端が刀は先尖状るに弯曲する。正目板を使用 ＇丁寧な加工

I I I 
7 

木（片用途不明） 1I sn2饂径 ，端環が刀は先尖状るに弯曲する。正目板を使用 丁寧な加工

8 鼓 [I SD2饂 ii径 ー長 25,5 ー嗅木よ内りな面はり胴匹の中と央ながる。細くくびれた細町,n内皿面痕ぱ力蛮残同でる、 内面両端および外面両瑞には I 
I ， 毬状木製品 ISD4 I t径 6,7 幽ご（近ぎいっ遊ち具ょ£う毛）町といちにう現用代いのる球ゲートボ 1！自然木を切り、 両端を祖雑に削るールi

I 0 
木（片用途不明）

SD4 径 加工の痕財のある木片
I 

I I 
＇ 

G-4•5 区 S X 1 II層出土遺物
番号 種別 器種 層 径 高・角度 形態 1調整 備考

1 這器 杯 JI層I 底口径径12.8. 86 高 3, 500 ° 
暉体底面面最はは端角力閉が享径刃4度mmみで盛立り上ち上ががり中り央内弯がやすやる。窪む 外内内外底底体面面面 横糸ナ切ナデデり離し 咽色胎誠調土 赤少良褐量色の砂粒混じり

2 土師器 杯 JI層l 底口径径12.8 高 3.540• 
体体底面面面最はは端角大度厚が出窪6度mmみで盛直り上線的がにり立中央ち力口や縁や部窪て内む弯する

内外体面横ナデ
1胎焼堕土成 紐，少良量の砂粒混じり7, 9 

外内底面 糸ナ切デり離し

土師器 皿
［層 1昌喜訂 高 1,529° 体面は ち上がり内弯する。 腐内醤体面 横ナデ I 1I 色調褐色ナデ 胎土良

り上がり中央がや将訳3 糸切り離し 焼成良

土 皿 1[層 台口径径 9, 1 高 1,6 
緬暉体面最は譴大角厚底澤49mm度洟で立り均ち上がり中り知口縁部噂で芍弯、する。 外内内体底体面面面

横ナデ 色調褐色
6, 7 59° ナデ 胎土＇少量の砂粒混じり

糸切り離し 焼良

土 皿 lI層 台口径径 8.2 高 1.657 0 

底体体面面面最はは端角大度厚汎伍蚤6度mm兄で述立肌ち、上中が央でり内や弯やす盛る。 外内内体底体面面面 横糸ナ切ナデデり離し 色胎焼調土成 赤少良褐量色の砂粒混じり6,8 
り上がる
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6 土師器 杯 l[層
底口径径117..8 8 高 2.56 5° 暉体底面はは端角度が窪沼6度mmみ盛t画りー上幽がにり立中央ちが口や縁部や窪命む弯する

7 瓦器 椀口縁 II層
台口径径 一ー

古向 ― 体体面は強7四く内弯して立ち上がる。

8 東播系須恵質鉢土口器縁 l[層
台口径径 ーー

高一 口口縁唇端は部黒が色垂直状に立つ

， 
東播系須恵質鉢土口器縁 lI層 台口径径 一一

七向 —~ 口口唇縁端は部黒が色垂直状に立つ

l 0 東播系須恵質鉢土口縁器 l[層
台口径径 ー一

古JD! 口口唇縁端は灰部黒が上色方向につまみ出す

11 須恵質土器甕口縁 ]1層
台口径径 一ー

古曰 口唇は垂虹状

I 2 須恵質土器甕 11層 台口径径 一ー
高一 甕体部付近

I 3 常滑焼き 体部 I層1台口径径 ー一 高一 甕体部付近

1 4 備（前須焼恵質き） 体部 ［層
台口径径 一ー

.,.,. 回 甕 近

l 5 不明 体部 JI層 口径一 古向 ― 甕体部付近
台径一

--

l 6 不明 体部 11層 台口径径 一― I高 一
体部付近

l 7 オJl 体部 ll層 台口径径 ー一 高一 壺体部付近

l 8 不明 底 II層 台口径径 -ー
古向 ― 壺

1 9 砥石 11層 緻密な研ぎ亦

20 砥石 ll層 緻密な研ぎ跡

2 I 鰯 ll層 粗い研ぎ跡

2 2 砥石 l[層
I 

粗い研ぎ怖

2 3 金床石 ]1層 叩き目跡

繍 羽口 ll層

鉄滓 多数 1[層

SK1 出土遺物
番号 種別 器種 層 径 高・角度 形態

l 土師器 皿 1層 口径 9.2 高 1,窃2 体底体面面面蚊はは平角大坦度厚位3・度mm⑳一直線的に立ち口縁部で外傾する
底径 6.8 

2 瓦器

3 須恵器

4 甑

5 白磁
V類

6 帽
7 白磁

珊類

SK2 

曰l 土師器

土師器

土師器

土師器

椀 I層口径一 高一 体体面1社曳4皿く開き内弯して立ち上がる。
台径ー

高杯 I層 口径ー 古向 ― 
高体杯面最の脚力部享14mm材部は欠損

腿部 底径14.0 

把手 I層 厚みのあるやや祖雑な把手

椀 1層 口径ー 高一 体口縁部部は直は線口縁的がで外やに勺短芍弯く尖するり外反する
底径ー

椀 I層 口径ー 古向 ― 
体口縁部部はか直線口縁的がで外ややに短内弯く尖するり外反する

底径一

椀 I層 口径一 古向 ― 高台は逆台形状で厚い無釉
高台 I ，底経 6.2 中央か突出する

出土遺物

:T:r~·1: I:~; 度1置三に：：二外厨る
1層I口径11.0I高 3.1

底径10,9 33° 
坪

坪 1層I口径14.o I高 3.8
底径 9,5 59• 

皿 I層I口径 8,61高 1.1
底径 6.6 33° 

度岱度で内弯して立ち上かる。
厚 4mm

平坦で中央で僅かに盛り上がる

,9度で直線的に立ち上がる。

に中央で盛り上がる

体面は角度沼度で内弯気味に短く立ち上がる。
体 3mm
底面は中程でより中央にかけて窪む
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外内内底外底面体面面 横糸ナ切デナデり離し

靡譴 ヘラ磨き
磨減する

霜 横横ナナデデ成成形形

内面 横横ナ）デア成成形形
外面

霜 横横ナナデデ成成形形

内面 丁ハ寧ケな目横調整ナデ調整
外面

内体面 ハ櫛ケ目調目整調整
外体面

腐闘 ハケ目調整
一部に櫛目

靡闊 ハケ目調整
ハケ目調整

内体面 ハケ目調整
外体面

腐闘

靡鳳 ハケ目調調整
ハケ目

靡闊

調整

外内内外底底体面面面 横糸ナ切デナデり離し

外内体体面面 磨ヘ滅ラ磨すきる

外内体体面面 ハケ目目調調整整
ハケ

外内体体面面 磨租雑減なす調る整

牒冒 ロロククロロ引引ききのの横横線線

靡闊 ロロククロロ引引ききのの横横線線

内体面 中心20mm離れlOm呻即冷hカキ取り
外体面

調整

内外体面

悶
巴デ

ナ

糸切り離し

横ナデ-ナァ
糸切り離し

横ナデ-ナァ
糸切り離し

内外体面横ナデ
内一
暉面 品五り離し

1I 胎焼堕土 紐少良量の砂粒混じり

11 胎匹土周 灰少渥黒砂色粒焼混成り 良

色調灰色じ焼り成良
胎土砂粒混

色調灰色じ焼り成良
胎土砂粒混

色調灰色 焼成良
胎土砂粒混じり

色調灰色 焼成良
胎土砂粒混り

色調灰色
胎土緻密焼成良好

色調薄茶色淡緑色
胎土砂粒混焼成良

色調茶色
胎土砂粒混焼成良

1~ 紐麟色
胎土密 焼成良好

色胎調土 小緻豆密色焼成 良好

色調黄緑色焼成良好
胎土砂粒混じり

色調黄色褐色
胎土砂粒混焼成即仔

備考

色胎焼調土成 黄少良褐量色の砂粒混じり

胎色調土 灰少黒量色砂粒焼混成り 良

胎色調土小密豆色焼戎 良

胎色調土 赤砂褐粒混色じ焼り成 良

磁袖胎 措薄良い 灰淡緑白灰色色

釉磁胎 薄楕良い 灰淡緑白色灰色

磁釉胎 箔薄良い 灰淡緑白灰色色

備考

色調褐色
胎土少量の砂粒混じり
焼成良

色調褐色
胎土少量の砂粒混じり
焼成良

色調赤褐色
胎土少量の砂粒混じり
焼成良

色調褐色
胎土少量の砂粒混じり
焼成良



5 這器 皿
I I I層 底口径径 79..2。I高 1.321° 直体暉暉面転はI這角度て3窪31mm度みて中内央て弯盛してり立上かち口る縁部て外傾する 外内内外疇晒体面面 横糸ナ切ナデデり離し 色胎焼調土成 赤，少良褐量色の砂粒混じり

6 土師器 皿
I I I層 lI 底口径径 96,. 8 I 高 1.3320 体底体面面面最はは角大端厚度て僅刃3か度mmでに内窪弯みほして立ち上かる。 lI 外内内外底底面体面面 横糸ナ切ナデデり離し 1I虚'疇甜誠 褐少良色量⑳粒混じり

ほ平坦

7 土師器 皿 1層 I 底口径径 96, , 0 8 ，高 1..J25° 
体底体面面面最はは端大角度限で4窪35度mmみで中央直線で的盛にり立上かち上るかる。 外内内外底底体面面面 横糸ナ切ナデデり離し '胎色焼調土成 褐，少良色醤の砂粒混じり

I 
s I± 師器 皿 I I I層 底口径径 97,• 7 6 高 1.詔2゚ 体体底面面面最はは大端角捏度て43僅3m度かmてに外窪弯み気平味坦に立ち上かる。 内靡外瓢体面 横ナデ

色胎焼調土成 赤少良祉褐色の砂粒混しりナデ
糸切り離し

， 這器 皿 I層 底口径径 8,6, 0 0 高 1.426° 底体体面面面最はは大端角J度で'l-4僅36度皿かでに内窪弯み平し坦て立ち上かる。 1 外内内拒外底豆体面面面 横糸ナ切デナデり離し 1I~ 胎焼土成 褐良3mm色の砂粒混じり

I 0 瓦器 蓋 i I層 底口径径一9, 6 高 2.2
外体内面面面最はは内大なjめにヲ4ら56度mかmでに立弯町ち上かるり高さ15mmて屈曲する I I 外内体体面面

ナデ
疇胎焼土成 灰砂良黒粒色混じりヘラ磨き

11 儡 椀 1層 底口径径17,ー6 古向 体ロ疇部はは直線口給的に涙立つり小内さ面く外見反込すみ釉るカキ取り 靡闘
ロクロ引1ききのの横横線線 釉磁胎 閉博良い 乳白色白色ロクロ弓

1 2 儡 椀 I層 口径16,6 高 6,3
阻口縁閲部訥は町口縁力る外に内尖面影り外ふ反嘩すカるキ取り 由泉 外内体体面面 ロクロ引1ききのの横横線線 磁柚胎 精薄良い 灰乳白白色色底径 6.5 ロクロ弓

l 3 W白磁類 椀ロ縁 I I府 底口径径16,一0 高 一 事口緑部の下は王に縁一か知大り隆き線いを有する 外内体体面面 ロクロ引きの横線
！1磁柚胎 精薄良い 灰灰艇白色色

I 
1 4 I石禍 口緑 I I層 I I厚重 ー内把面手 祖駅調整外面丁寧な削り調整

， 195g 

SK3 出土遺物
番号 種別 四！町径 高・角度 1 形態 1調整 備考

， 1 
這器 坪

1層 底D径径!3.2 高 3, 3 ii 暉饂体面最はは端大角痴厚て泥69度mmかでに内墜弯み中し央て立で深ち且く窪ゞむる。 I ：，1外内内外底底面体面面 横糸ナ切ナデデり離し 胎焼色調土成 ，渇少良色量の砂粒混じり
i 

7. 0 39° 

! I 2 迂隅
皿 I層 底口径怪 8.6, 8 6I'I 高 1,68 0° 底体体面面面最はは大端角度厚て僅切4か度mmでに内窪弯み平気味坦に立ち上がる。

外内内外底底体面面面 横糸ナ切デナデり離し 底面の離しは租雑 胎焼色調土成 黄少良褐量色の砂粒混じり

I 
3 

疇（須恵質）椀高台 I I層 II 台口径径 一ー 高 一 i1 体高面台はは低内弯し姑して付立高台ち上かる。体面厚5mm iI ，外内佑体面面 脳回転密なヘヘラ削ラ磨りき・ヘラ磨き 胎色調土灰密色焼成 良

4 
疇（内黒） 椀高台 ， I層 il 台口径径 一一

高一
底高面台はは平低坦い貼付高台で厚く内に傾く ！外内暉体面

疇なヘラ磨き 色胎調土 黒密色 灰焼色成 良好 ， I 

5 東麟暉質鉢土口縁器 ］層 台口径径 一一 I高 一 II 口縁端部を上方向につまみ出す 置 横ナデ成形 ：1胎疇土 少剛量灰色の砂焼粒混成じ良り

6 須恵器
甕暉 l i 台口径径 一ー I高 一 甕体部厚ll皿

置 格ク子シ文目様 1疇胎土 灰，少色量の焼砂成粒混良じ好り

7 須恵器 坪身 ' 台口径径 一- 高 一 1I I 坪身口縁部
i， 暉内面 ハケ目目 i色丘調 青少量灰色唸少粒焼成混じ良り1ハケ

8 須恵器 坪身 台口径怪 -ー ii 高 一 ， I 杯身口縁部 冒 ハケ目目 ぽ'胎濃土 灰＇少色量の砂，粒幽混戎じ良りハケ

， 
青I磁-5類椀龍泉

I層 底口径径 一ー 高 — Ii 造屈埠＜篇が入る 靡冒 連ロ弁クはロ明引瞭きのに横彫線る 釉磁胎 精薄良い 黄青灰緑色色

l 0 
青1磁-5類椀龍泉

I層 底口径径 一一
高一 連弁は幅広し、

靡鳳 連ロ弁クはロ彫引きりがの横あ線まい 磁釉胎 精薄良い 灰淡緑白色色 i 

11 
百1磁-2類椀龍泉

I層 底口径径 ー一 高一 外釉面ははガ文ラ様ス無質で内貫面入かは草生花じ文る様 靡鳳 草化又採 1臨釉台 精厚良い 灰淡黄白色緑色

1 2 
胄I磁-2類椀龍泉

I層 底口径径 一ー
高一 外釉面はガは文ラ打ス無質で貫内入面かは草生花じ文る様 外内体体面面 草 磁釉胎 精厚良い 灰淡青白緑色色

I 3 
胄I磁-5類椀龍泉

1層 底口径怪 ー一
高一 連弁は瞬広く箪が入る 靡鳳 連ロ弁クはロ彫引きりのか横あ線まい 醐釉l台 m池良い 灰淡緑白色色

l 4 帽 椀 I層
底口径径 6. 一0 

高一
外内面面のは気見泡心をみ生にゆじる力勅内ヽ外入とり櫛も貫描人如かか施生さじれるる 腐譴 函高台届又中様程まて釉がかかる 釉磁胎 厚苗良い 灰淡黄白緑色色

I 5 
青1磁-2類 椀龍泉

I層
底口径径 5. 一7 高一

外釉面ははガ文う様ス質無で細内面かはく草貰花入文か様生じる 闘闘
草 ' 層，釉l台 限栢良い 灰淡緑白色色

1 6 
青1磁-5類椀龍泉 1層底口径径 一 高一 字見込体みは/にOiは「金至滋堂」のスタンプカ押されるが 悶凰 釉磁胎 精池良い 百茶灰黄色色6, 6 れる 浅く削り高台を出す

1 7 
青1磁-1類皿同安 I層 底口径径 5.一2 高一 内面はヘラによる片彫り、櫛文様が施される

外内底体面面 底ヘ部ラ彫の釉り，を櫛カ文キ様取る 釉磁胎 精厚良い 灰淡黄白緑色色

1 8 臼磁 皿 I層 底口径径 一ー 古向 ― 内面はヘラによる片彫り、櫛文様洲滝される 外内底底面面 ヘ底部ラ彫は無り，釉櫛文様 磁釉胎 楕薄良い 淡白色青白色

l 9 石鍋 口縁 I層 底口径径 一ー 厚重 1 5 6 ーg 
瞬内面丁寧な調整外面丁寧な削り調整

20 石錘 I層 長短径径 4. 2 溝重径量l0. 1 外滑面石はなめらかに調整する
], 5 2g 
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2 1 土錘

221土錘

1 層I闘日いI噂温 i廷良芦 良

I 
1層長径 3,6孔径 0,3色調灰褐色胎土砂粒混じり焼成良

短径 1.0 重量 3g l喝甘ょ調整（半分欠損）

.-. ----. ・・・-・.. -
番号 種別 器種 層 径 ！高・角度 形態 調整

1 這器 坪 I層 底口径径12. 8 高 3,6 
底体体面面面最はは角大中度厚程印て5度mm僅てか外に弯窪みして中立央てち盛口縁り部上がて内る傾する 外内内垣外底咀体面i面 横糸ナ切デナデり離し8. 4 60" 

2 這器 坪 I層 口径11.2 高 2,立7゚ 体体疇面面最はは端大角度厚で42協5度Ollilかてに窪直線み的中央に立に向ち口縁部て内弯する 外内内底外底面体面面 横糸ナ切ナデデり離し底径 7.0 
け盛り上かる

2-2 這器 坪 1層 底口径径12, 3 高 3,524 ° 体体底面面面最はは端角大度厚て5僅52度mmかでに立窪みち中中位央でに屈向曲1托し朕てi外弯する 外内内外底底体面面面 横糸ナ切ナデデり離し7,2 

3 這器 皿 I層 底口径径 8. 6 高],5 
体体疇面面最はは角大端度厚て4磁50度皿かでに内麗弯み中して央立に向ち上1井が競る‘。 内外内外底体面面 横糸ナ切ナデデり離し6.3 40° 

4 繹土器 I層
台口径径 ーー 古向 ― 口縁端部は平坦 霜 ハ磨減ケす目る鉢口縁

5 
育I磁-5類椀龍泉

I層 底口径径 一ー 高一 連弁は細く縞が入る I I 外内体体面面 連ロ弁クはロ明引瞭きのに横彫線る

6 
青I紐-5類椀龍泉

I層 底口径径 一一 高 一 連ロ弁麟は細は外く縞弯がす入るる 靡鳳I 連弁は彫りがあまい

7 
青I磁-5類椀龍泉

1層 底口径径 一ー 高一
連口縁弁部は幅は広僅かく縞にが外入弯するる 釉は貫入か生じる 外内体体面面

連弁は彫りがあまい

8 
青I由-5類椀龍泉

］層
底口径径 一ー 高一

連釉弁ははガ幅ラ広スし質‘で貫入か生じる 靡鳳 連弁は彫りかあまい

， 
青I磁-2類椀龍泉

I層
底口径径 ー一

高一 外面は文様無内面は草花文様 靡闊 草

l 0 帽 椀 I層 底口径径 ーー・1高 一 外口面縁部は気は短泡をく生外にじ出るる 闘闘
l l 白磁 皿 1層 底口径径 一 高一 底内面部はは施見込釉みには緻密な草花対条 闘闘 草

SK5 出土遺物
番号 種別 躙 i層 径 高・角度 形態 調整

I 土師器 皿 I層 底口径径 8. 7 高 1.4 
底体体面面面最はは大端角度厚で儘541度皿かてに内窪弯み平し坦て立ち上がる 外内内外底底面面体面 横糸ナ切ナデデり離し

丁寧な調整
6. 2 51° 

2 瓦器 口縁 I層 台口径径 一ー
高 7,I 体体面は内5mm弯して立ち上かる。 外内体体面面 緻回密転ヘなヘラ削ラ磨りき。ヘラ磨き

3 青磁 椀順 I1層 台口径径 一一
高一 連弁ば曳くシャープ 贋闘 ロクロ引きの横線

1 -5類

4 繍 苔縁
I層

底口径径 一一
高一 体ロ疇面にはは気口緑泡が涙生りじ小るさく外反する 靡闘

5 儡 Jill I層 底口径径 ーー 古向 ― 見込み沈線を有する 草花又保を浅く彫る 靡闘 ロクロ引ききのの横横線線 草化又様
ロクロ引

6 帽 lill , I層
底口径径 ー

高一 底内部面屈を小曲部さにく削沈線り状出のし、段体を部有上す位るで芍弯する 塁闘 体部中程まで施釉

7 土錘 I層 長短径径 4, 4 孔重経 0. 3 色胎調土黄良褐色焼成 良
1, 0 5g 

SK6 出土遺物
番号 種別 器種 層 径 高・角度 形態 調

1 瓦器 椀 I層 口径ー 高一
底高面台はは平低坦い貼付高台で外に踏み出す 外内底体面面 緻一密なヘラ磨き

古向ム口 台径 6,5 

I I z 瓦（須器恵質） 椀口縁
I層

台口径径 一一 高一 口縁端部は丸みを帯びる
霜 緻横密ナなデヘ成形ラ磨き

3 白磁 椀 I層 口径一 古向 ― 貫口縁入が部生の玉じ縁るは大きい 靡凰W類 口縁 底径ー

SK8 出土遺物

~ l 這器ロ品;,if¾;~11~『外弯して立ち口三内厨畜！こ離し
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I 

備考

色胎焼調土 赤少良鵞褐色の砂粒混じり

胎寧色調土 褐少良渥色の砂粒混じり

＇色胎螂調土 渇少良湯色の砂粒混じり 11 I 

色胎寧調土 褐，少良色量の砂粒混じり I 

胎色調土 黒少色量色の砂焼粒成混じ良り

釉磁胎 積薄良い 黄青緑灰色色

硲釉胎 精薄良い 灰淡青白色白、色

磁釉胎 苗厚良い 灰淡緑白色色

磁釉胎 厚楕良い 灰淡黄白緑色色

磁釉胎 積薄良い 灰淡青白緑色色 I 

袖磁胎 厚楕良い 灰乳白白色色

磁釉胎 精薄良い 青白色白色

備考，

色胎調土 赤少金量褐雲色母の砂混焼粒じ混成りじ良り

疇胎土疇良色焼成良 II 

磁釉胎 情薄良い 淡白色緑色

磁袖胎 精厚良い 灰濁白る黄色白色

釉磁胎 精薄良い 灰淡黄白緑色色

磁釉胎 精薄良い 灰黄色白色

備考

色胎調土 灰少量黒色の砂焼粒混成じ良り

胎色調土 緻灰色密 焼良

磁釉胎 厚措良い 灰輝白澤色色 I 

色調褐色
胎土良
焼成良

備考

i 



2 這器 坪 I層 1I 底口径径13.8, 6 5 
高 3.5 体底体面面面最はは平角丸度坦享沼5度mmて外弯して立ち口縁部て内傾する

内外体面横ナデ 色調褐色530 
外内底底面面 糸ナ切デり離し 胎焼土 少良量の砂粒混じり

3 土師器 皿 I層 底ロ径径 8. 8 高 2.40 で 底体体面面面最はは大端角か度厚4ら57度mm中央て内に弯む気け味て窪に立むち上かる。
霜内外体面横ナデ 色調赤褐色

5, 7 ナデ 胎焼土 少良量の砂粒混じり
糸切り離し晒面の離しは粗雑

4 土師器 皿 ' 1層 底口径径 74,• 5 6 高 2.0 体面は角閲l度で内弯して立ち口縁部で外傾する 内外体面横ナデ 色調黄褐色
51° 体底面面最は丸端か享4mm 内外底面 糸ナデ切り離し 底面の離しは粗雑

胎焼土 少良鼠の砂粒混じり
ら中程にむけて窪み中央は盛り上かる

5 
瓦（器土師質） 椀高台

1層
台口径径 6, 一g 

高一
内高底台面は低は平い坦貼付高台でやや外に踏み出す 内体面 回ヘ転ラ磨へき 色調灰色均戎良

外体面 ラ削り 胎土少量の砂粒混じり

6 諜 椀ロ緑 I I層 底口径径 一ー 1高 一 口縁部の玉縁が大きい 靡園 磁胎楕良灰白色
釉 薄い白色

6-21疇白磁 椀，，，向ム口
I層 底口径径 6,一oI 高 一

内面見込部の釉を綸伏にカキ取る
I1 外内暉体面

見込部の釉を輪状にカキ取る 磁胎精良青白色

I 高台は無釉 釉 厚い淡白色

7 
青1磁-5類椀口縁 1層 i1 底口径径 一一 高一 細し哨研

外内体体面面 磁胎精良青白色
連弁て鏑が入る 釉 厚い淡黄緑色

8 這 I層 長短径径 3, 9 孔重径量 0, 4 色調褐色胎上 砂粒牲tじり焼成良
l, 1 5g 丁寧な調整， 這 I層 長短径径 4. 2 孔重経量 0.3 色丁調寧な調茶整渇色や胎や土磨滅良 拘戎 良0, 9 3g 

1 0 填 ［層 長短径径 4, 2 孔重径量 0,3 色丁調寧な調茶整渇色胎土良 焼成 良
0, 9 4g 

11 這 I屑 長短径径 3.8 孔重経量 0, 3 色調灰褐色胎土良焼成良
0, 9 2g 丁ょ調整

・-,, 一~-
0 -.,,,,,  •• _ 

番号 種別 諏 層 I 径 高・角度 I 形態 調整 備考

l 這器 牙 I層 底口径径15. 5 高 3.s I I 内弯して立ち上かる。 置内外体面
胎疇焼土成 褐，少良色量の砂粒混じり11. 0 ・59° 9皿

吋中央て僅かに盛り上かる

! 2 
土師器 坪 I層 1I 底口径径14.s II 高 2, 6 底体体面面面最はは大平角度厚坦558謳度で内弯して立ち上かる。 外内内外底体面面 横糸ナ切ナデデり離し 胎焼色調成土 黄少良椙量色の、砂粒混じり I 11. 2 58° 

3 土師器 坪 I層 II 底口径径13,8, 05 高 2. 58 2° 体底体面面最はは大角平度厚坦55氾皿欧：内弯して立ち口縁部か外傾する 疇内内外底面体面 横糸ナナ切デデり離し 疇胎焼土成 赤少良褐量色の砂粒混じり

4 這器 皿
I層 1底口径径 96., 841 高],309° 饂饂暉駆はは角｛紐厚度3に39度麟凹で凸す固る網に短く立ち上かる。 ]内内嘩外底面面体面 横糸ナ切ナデデり離し 胎焼色調成土 黄少良量褐色の砂粒混じり

5 這器 皿 I層 底口径径 9. 0 高 1,0
底体体面面面最はは大僅角度厚か況に3度皿凹て凸内す弯るして短く立ち上かる。 内外内外底底面体面面 横糸ナ切ナデデり離し 胎焼色調土成 褐少良色量の砂粒混じり6.1 320 

底部は厚い

5-2 這器 皿 I層 底口径径 9, 3 高 1.6 
底暉体面面i最はは大平角底坦厚33度麟て外弯知宋に立ち上かる。

タ内内仕外晒豆体面面面 横糸ナ切ナデデり離し 疇胎焼土成 赤少良量褐色の砂粒混じり 1I 7, 1 53" 

6 瓦器 杯 I層 底口径径13.2 高 3.0 
体底体面面面最はは大端角度厚で僅555嘔度かでに窪直線み的ほほに平立坦ち口縁部て内傾する 外内内阻外底晦体面面 横ナナデデクヘラ麿き 胎色焼調土成 灰良や黒や色あま黄い灰色9, 0 55° 

糸切り離し

7 
瓦（土器師質） 坪

I層 底口径径13. 6 高 2.立3゚ 体体疇面面最は1謡大角肋厚度ヽ4ら52度m中m央で外に弯か気け味て緩に直や線か的に窪に立むち上がる 外内内外底底面体面面 横糸ナ切ナデデり離し 色胎焼調土成 灰良あ黒ま色い I 9, 2 

8 瓦器 皿 1層
底口径径 8, 7, 0 4 ' 高 1.542 ° 体体底面面面最はは角大平！限坦筋54度mmで短く内弯して立ち上がる。

外内内外底底面体面面 横糸ナデ切ナデり離し
丁寧な調整

色胎焼調土成 灰良や黒や色あまい

， 
東播系須恵質鉢土口縁器 I層

底口径径 一一
高一 口縁端部か垂直状 霜 クシ目

色胎調土 灰砂色粒混焼じ成り 良ナデ・縦方向のクシ目

I 0 東播系須恵質鉢土口縁器 1層 底口径径 一ー
高一 口縁端部か垂直状である力僅かに下方句につまむ 霞 細ナかデ成い形クシ目 胎色調土 灰砂黒粒色混じ焼り成 良

11 東播系須恵底質部土器 l層 底口径径 一ー 古向 ― 体(I面Qはと角同度廿4団5度体で）立ち上がる 霜 クシ目 胎色調土 灰砂黒粒混色じ焼り成 良45° ナデ

1 2 東播系須恵質鉢土口縁器 1層 底口径径 ーー
高一 体(面9はと角同度廿4甜6度本で）立ち上かる 霜 クシ目

胎色調土 灰砂色粒混焼じ成り 良46° ナデ・縦方向のクシ目

1 3 謂 椀口縁 ， I I層 底口径径 一ー
高一 口縁部の玉縁が大きく体部は厚い 磨譴 ロクロ引ききのの横横線線 磁釉胎 精薄良い 灰淡灰白色白色ロクロ引

I 4 膿 髯 I層 底口径径 一ー
高一 ロロ疇疇雌I訊蛉反すカキる取られた「口禿」 靡冒 磁釉胎 措薄良い 灰灰白白色色外面口縁端部までカキ取る

1 5 閥 贔 I層
底口径径 一一

高一 内内面面体に部は上花部文にを一彫状るの沈線を有する 靡鷹 釉磁胎 楕薄良い 灰淡灰白色黄色

I 6 
青I磁-4類椀龍泉

I層 底口径径16. 7 高 6,7 
六内綸面花体雲部丸比コ祁花に二文状の杖線を有する 腐闘 磁釉胎 楕薄良い 青淡青白色緑色5, 6 

1 7 青磁 椀龍泉 I層 底口径径 一ー
高一 連弁は幅広く彫り1お兒ヽ

悶贋 磁釉胎 楕薄良い 灰黄緑白色色l -5類
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I 8 讀 FILL 1層 底口径径ID. 4 高 l.7 口縁端部の釉を削り取る「口禿」 内体面 駆中究がやや盛り丘ヽる 磁胎精良淡白色灰白
6. 5 外体面 疇ま噂声る 釉薄い 色

1 9 疇 不明 I層 底口径径 一一
高一 器表面はザラつく 靡腐 濁紐噂口疇から爾易色 色調赤褐色焼成良

体部は暗赤福色 胎土，少量砂粒混り

20 陶器 不明 1層 底口径径 ーー
高一 器表面はザラつく

I 外内体体面面 濁口緑縁灰部色かのら釉体部にかけ暗赤褐色 胎色調土 赤少褐量色砂粒悔混戎り 良

2 l I石鍋 口縁 I層 底口径径 一一 厚重 ー 内面こ丁孔寧を穿な調つ整外面 丁寧な削り調整
192g i体部i I 

.. -

番号 種別 器種 層 径 高・角度 形態 調整 備考

I I 土師器 坪 ！層 I・底口径径1l6. 6 I 高 3, 420 ° 体体底面面面最はは大角平度厚坦42で6度皿薄でい内弯して立ち口縁部か外傾する 外内内外底底体面面面 横ナデナデ
丁寧な誤際

焼色胎調成土 赤，良少褐量色の砂粒混じり
L 3 

1 糸切り離し

2 土鉗瑞； 杯 I層 底口径径 一- 高 3, 237 " 
I 

体体底面面面最はは平角対度坦享氾5度皿て浅く立ち緩やかに内弯する
I i外内内底外底体面面面 横糸ナ切ナデデり離し 丁カ寧ーなボ調ン整付着

色焼胎調土成 ＇褐良少色量の砂粒混じり

3 土師器 坪 I層 底口径径 一一 高 3,54°1 体底体面面面最はは平角大度坦厚団6度mmで直線的に立ち口縁部て内弯する
外内内外底底体面面面 横糸ナ切ナデデり離し

丁寧な調整

色焼胎調土成 黄，良少褐量色の砂粒混じり

4 這器 皿 I層 底口径径 9, 2 高 531,5 0 

底体体面面最はは大端角度で厚窪団5mm度み盛て外り蛮上気が味り平に短坦く立つ 外内内底外底面体面面 横糸ナ切ナデデり離し
丁寧な調整

色胎調土 褐少2皿量色のの焼砂金粒雲或母混良じり6, 7 

5 讀 畠 I層
底口径径 一

高一
外口面縁部体部の上玉縁位はに大一条きのく体隆面線がばめ享いぐる 靡闘 僅ロかクにロの知線包引を有くする 磁釉胎 楕薄良い 灰黄灰白色白色
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浜崎遺跡出士遺物の調在

1. 浜崎遺跡出土の貝類について..・・・・・・・……………菊池 泰二（九 州 大 学）

2. 浜崎遺跡出土の動物遺体………..…• ・・・・・・・・・・・....西中川 駿（鹿 児 島 大 学）

3. 浜崎遣跡出士の木材について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大迫 靖雄（熊 本 大 学）

4. 浜崎逍跡出士鍛冶関連遺物の金属学的調在・・・・・・大澤 正己（新 日 本製鉄）

5. 浜崎遺跡出土遺物の14c年代測定・・・・..………••• 山田 治（京都産業大学）

色C年代と年輪年代の対照表の読み方）

6. 中世本渡と天草・志岐両氏......……・・・・・・・・・・・・・・・鶴田 倉造（前本渡市史編纂委員）
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1 . 浜崎遺跡 貝類について
菊池泰二（九州大学）

翫崎遺跡出土の貝類遺骸標本についてその種類、組織について検討した。

材料と方法： 遣跡を大きく分割したうち E-2区中に貝殻の堆積地を発見し20mX20mの調

査区を設定し、さらに lm毎に区切ってA, B, Cと1、2、3という符号の組合せによって

各グリッドに番号をつけた。表土を剥ぎとり、貝殻を含む lmグリッドについて貝層上面から

貝を含む層の底まで掘り返し、飾にかけて試料を採取、 うち貝殻を多くふくむ 1カ所について

は、 45cm角のブロックサンプ）レ（重量61kg) 1個を採取した。またやや離れたとごろに発見さ

れた土欺のうち、 SK5、SK9の2個について底までの全遺物を掘り上げそのうちの貝殻試

料について検討した。それらの検討結果は別表の通りである。貝殻はできるだけ計数したが、

すでに食用に供する時に殻を破砕しているものがある上に、ハイガイ、マガキ、ハマグリなど

過半数が堆積中あるいは発掘処理時に破損しているものが多く、破片は多寡の記号で表現する

にとどめた。二枚貝の場合、双方の殻片が共に残っていれば生時個体数は全殻片数の半分にな

る理屈であるが、保存状態が異なるため一方にかなり偏る事が多い。この場合実在の貝の偉数

は多い方の殻片数、もし左右が対合しなければそれ以上あることになる。今回は一応双方の殻

片数を分けて記録したが、破損数の比率が大きいので正確な実数を把握することはできず、概

数を示唆するにとどまる。巻貝については故意に破砕したものが多く、殻頂や殻軸など個体に

1伺しかない部分の残存数を用いて計数した。また、サザエ、スガイについては保存のよい石

灰質の蓋を計数した。殻のおおくは破担し検出困難な状況にあるため蓋の数のほうが実際の消

費伺体数をよりよく反映しているといえるだろう。

結果と考察：

1)結諭をさきに述べると、上記のグリッド試料、土塙試料を通じて食用に供された貝類の

糾成はほとんど均質で、量的に重要なのはハイガイとマガキの 2種であり、この 2種だけ

で各試料を構成する貝殻の90%以上になる。ハマグリ、カガミガイなど砂干潟あるいはそ

の低潮線下にす訂大型二枚貝は各試料に出現するがその数は極めて少なく、巻貝のサザエ

やアカニシも同様に 1個体は大きく食品価値は高くても量的にはほとんど重要でない。そ

れ以外の多くの種は個体の大きさも数量も小さい。

2)二つの土塙出土貝類の糾成を比較すると SK5はハイガイが上部黒色炭化層、中部貝層

共に圧倒的に多く、貝層ではマガキがこれに次ぐが、上部黒色炭化層ではマガキがない。

それ以外の種は種数、個体数共に少なく多様性は低い。一方 SK9では上部黒色粘土層で

はハイガイがまったくなく、中位貝層でもやや少ないこと、これに対して岩礁性巻貝の種

類が多く、砂泥地の巻貝ウミニナ、フトヘナタリが多数出現していることが特徴である。

しかし、マガキの量の多さを考えると基本的性格はグリッド試料と大差ないものと見て良

vヽ。
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3) 出現各種の生息環境を組成表の各種名の前に記号で示した。泥地干潟及び泥底に生息す

るものにハイガイ、サルボウガイ、ヒメアカガイ、オキシジミがあり、一方典型的な砂干

潟、浅海砂底にすむものに大型二枚貝のハマグリ、カガミガイがあり、アカニシ、ツメタ

ガイ、イボキサゴなども砂浜、砂底にすむ。アサリ、ウミニナなどは泥混じりの砂地から

泥地にまで広く分布する。固着性二枚貝のマガキは岩礁・転石地の石や岩の表面に多産す

る。その他数多くの岩礁性巻貝はいずれも本渡付近で現在でも普通に採集できるものであ

る。今回の出土品をみるとこれら三つのすみ場所型にすむものが混合しており、目前の海

岸だけでなくやや遠出して漁獲していたことが分かる。瀬戸大橋をはさんで対岸になる上

島側の干潟は砂地で、近年埋め立てと汚染でほとんど姿を消したが、以前はハマグリなど

を多産したと間いている。

マガキ（有明海型のやや小型でカップ状の殻をもったもの）は現在でも本渡の有明海沿

岸に多産するが、砂泥地の二枚貝の中でハイガイが著しく多く、アサリがほとんど出てこ

ないことは現在の本渡周辺の干潟生物相と大きく異なっている。ハイガイは瀬戸内海と九

小卜1の有明海に分布するフネガイ科のアカガイ、サルボウガイに近緑の貝で、有明海では湾

奥の泥干潟、熊本市背後の坪井JII、白川河口の泥干潟には現在も多産するが、天草諸島の

有明海沿岸では現在は生息していない。松島町の前島の泥干潟や下島富岡の湾奥にある小

さな泥干潟に古いハイガイの双殻そろった死殻が出現することから比較的近年まで天草沿

岸にも生息していたことがうかがわれる。浜崎遺跡が中世の遺構であるとすれば、その当

時本渡地先の干潟にはハイガイが多量に生息していたことは充分有り得ることである。そ

の場合、現在の浜崎遺跡近くの湾入部に泥質、砂泥質の干潟が発達していた可能性が高い。

現在はごく普通に産するアサリが出土品にごく小量しか出てこないのはやや奇異な感じが

するが、当時と現在の間の環境の変化に起因するものかも知れない。

-88-



浜崎遺跡出土貝類種名一覧表

軟体動物二枚貝網ハイガイ

サルボウガイ

ヒメアカガイ

マガキ

オニアサリ

アサリ

ハマグリ

カガミガイ

Tegillarca granosa(Linnaeus) 

Scapharca subcrenata(Lischke) 

Scapharca troscheli Dunker 

Crassostrea gigas(Th un berg) 

Protothaca(N otochion e) jedoensis(Lischke) 

Ruditapes philippinarum(A. Adams et Reeve) 

Meretrix lusoria(Roeding) 

Phacosoma Japomcum(Reeve) 

オキシジミガイ Cyclina sinensis(Gmelin) 

腹足綱（巻貝）

サザエ Turbo(Batillus) comutus(Lightfoot) 

スガイ Lunella coronata coreensis(Reeluz) 

クマノコガイ Chlorostoma xanthostigma(A. Adams) 

コシダカガンガラ Omphalius rusticus(Gmelin) 

オオコシダカガンガラ 0. pheifferi carpenteri(Dunker) 

イボキサゴ Umbonium(Suchium) moniliferum(Lamarck) 

アマガイ

オオヘビガイ

ウミニナ

フトヘナタリ

ツメタガイ

オニサザエ

アカニシ

レイシガイ

イボニシ

Nerita(Heminarita) japonica Dunker 

Serpulorbis imbricatus(Dunker) 

Batillaria multiformis(Lischke) 

Cerithidea rhizophorarum A. Adams 

Glossaulax didyma(Roding) 

Chicoreus asianus Kuroda 

Rapana venoxa(Valenciennes) 

Thais(Reishia) bronni(Dunker) 

Thais(Reishia) clavigera(Kuster) 

アラムシロガイ Retcunassa festiva(Powys) 

（附）腔腸動物花虫綱石さんご目

マルキクメイ シ Plesiastreaversipora(Lamarck) 

SKSより 1塊出土
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表 1 浜崎遺跡E-2区 出土貝類遺骸 (1)

種;~こ~名 B3 B4 B5 B7 B8 
1ブロック
サンプ］レ

二枚貝 ｛左殻
10 520 8 115 

● ハ イ ガイ 右殻 17 675 11 I 125 
破片 十廿 ++++ 廿 廿

● サルボウガイ［讀
2 
4 ． ヒメサルボウ｛誓冒
7 
4 

｛左殻
25 320 22 73 

△ マ ガ キ右殻 30 410 85 250 
破片 ttH- 廿廿 廿廿 廿廿

｛左殻
4 1 1 5 

〇ハマ グ リ右殻 1 3 5 4 
破片 8 3 

〇カ ガ ミ ガ イ 2 5 

巻 貝 △ ス ガ ~} 7 36 31 
ス ガ イ 19 215 224 89 6 86 

-
△ ク ボ ガ イ 1 
0 ア カ 1 1 ' 2 I 二 シ

〇 イ ボ キサ ゴ 86 25 3 
〇ツ メ タガイ 1 4 5 13 1 2 
() ウ ミ 二 ナ 6 52 1 6 
△ サ ザ 工 圭臼" 1大 5 

~~ 

△ レ イ シ ガ イ 1 
△ イ ボ 二 シ 3 1 
△ オオヘビガイ 1 

●泥地 9砂泥地 〇砂地 △岩礁、転石地
ブロックサンプル、 45cm立方、 61kgの泥地を採取

表 2 浜崎遺跡E-2区出土貝類遺骸 (2) 

I―------サンプル名 C 1 C2 C3 C4 C5 CG CS C9 
種名 -------上層 上層

二枚貝 ｛ 左殻 20 30 1 26 6 
鬱 ハ イ ガ イ 右 殻 18 40 1 1 31 4 

破片 +H- +H- 廿 ++++ + 
｛ 左殻 26 24 0 31 23 

△ マガキ右殻 112 158 0 1 2 3 132 75 
破 片 廿-1+ 廿＋廿廿 十廿十仕

｛ 左殻 3 3 3 2 
〇ハマグリ右殻 2 2 I 

破片 廿
0 カガミガイ 2 
0 オニアサリ 1 "" 

巻貝 スガイ1 1 11 2 1 24 1 4 
△ スガイ菟J 20 62 58 140 , 230 22 l I 12 
△ クマノコガイ 1 
△ サザ 工蓋 1大

L<tアラムシロ 1 "" 
lb ツメタガイ ―- 1 3 5 4 ― 

0 アカニシ殻軸部 2 2 1 
〇イボキサゴ 2 4 
⑩ ウ ミ ニナ 1 1 1 15 4 

●泥地 ⑲砂泥地 〇砂地 △岩礁、転石地
C7は、 B7と一緒に保有されていたため分離できずB7として扱った。
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表3 浜崎遺跡E-2区出土貝類遺骸 (3) 

サンプル名 D6 D8 D9 D10 
Ell F12 G12 

A6 
種名 上部 貝層 貝層 貝層

二枚貝
｛左殻

81 66 20 34 20 90 15 7 
● ハイ ガイ右殻 74 74 17 25 18 92 18 6 

破片 舟 十廿 廿 廿 十廿 ++++ 廿 廿

｛左殻 }t+H-}tttt }++++ 
12 

} ++ ｝田
22 

} 23 
△ マ ガ キ右殻 50 6 

破片 ++++ 十仕 十廿
〇ハ マ グ リ 1 4 1 
0 カ ガ ミ ガ イ 2 1 4 
● オ キ シ ジ ミ 1 1 

巻貝 △ ス ガ ~} 12 
ス ガ イ 65 36 56 33 

〇ツ メ 夕 ガ イ 1 1 1 
0 アカニシ殻軸部 1 1 1 2 
〇イ ボ キ サ ゴ 66 1 ． ウ ミ 二 ナ 1 13 

●泥地 C)砂泥地 0砂地 △岩礁、転石地

表4 浜崎遺跡土壊出土貝類遺骸

種;~ こ二名
SK5 SK5 SK9 SK9 SK9 

黒色炭化層 貝層 上層黒色粘土層 貝層 西側最下層

二枚貝 ｛左殻
121 201 42 

● ハイ ガイ右殻 129 159 37 
破片 十廿 廿 廿

｛左殻
61 241 256 143 

△ マ ガ キ右殻 64 199 261 111 
破片 十廿 十廿 廿廿

〇ハマ グリ｛左殻 1 2 21 2 
右殻 2 18 

()ア サ リ｛左殻 3 5 2 
右殻 2 

● サルボウガイ 1 
● オ キ シ ジ ミ 1 

0 カガミガイ｛左殻
14 

右殻 13 
△ ナミマガシワ 4 1 

巻貝 △ ス ガ ~} 52 
ス ガ イ 229 

△ イシダタミガイ 1 
△ コシダカガンガラ 5 
△ サ ザ 工 燕 2大
△ オオヘビガイ 3 1 
△ ア マ ガ イ 2 
, フ トヘナタリ 24 
() ウ ミ 二 ナ 525 2 
〇ツ メ 夕 ガ イ 19 
△ オ 二 サ ザ 工 2 
0 ア カ 二 シ 4 
△ レ イ シ ガ イ 1 
△ イ ボ 二 シ 7 
△ ハネナショウラク 2 

●泥地泥底()砂泥地゜砂地 ゜岩礁‘転石地

-91-



2. 浜崎遺跡出士の動物遺体
西中川 駿（鹿児島大学）

1. はじめに

遺跡から出土する動物遺体は、当時の人々の生業、即ち狩猟や採集などを知る手がかりと

しても、また、食生活を知る上に貴重な資料を提供している。 1921年長谷部が、鹿児島県出

水貝塚からはじめて動物遺体について報告して以来、これまで直良や金子ら多くの研究者に

より全国各地から報告され、熊本県内でも轟貝塚、黒橋貝塚、西平貝塚、曽畑貝塚や宇土城

三丸遺跡など数多くの遺跡から動物遺体の出土がみられている。しかし、これらは縄文遺跡

が多く、中世の遺跡からのものは極めて少ない。

今回調査を依頼された動物遺体は、本渡市浜崎遺跡から出土したもので、本渡市教育委員

会と熊本県教育委員会が、区画盤理事業対象区のために初めて発掘調査を行い、 13~14世紀

の人工遺物と供伴したものである。ここでは主に哺乳類遺体について、その概要を報告する。

2, 自然遺物の出土状況と出土骨量

自然遺物（貝類を除く）のトレンチ別ならびに動物別出土状況は、表 1に示した。出土動

物遺体の総重量は1273.6gで、それらは哺乳類1230.6g、魚類43.0gであり、哺乳類が全体

の96.6%を占め、魚類は3.4%と極めて少ない。また、哺乳類の中にはイノシシ、シカのもの

ではあるが、種を同定できない細骨片が含まれている。次に出土量をトレンチ別にみると、

DI区II層が50.6%を占め、次いで SK9のII層が42.2%で、他のトレンチは少ない。

表1 本渡市浜崎遺跡の動物別およびトレンチ別出土骨量 （単位： g) 

哺 乳 類
魚類 トレンチ別

トレンチ層 イノシシシカ イヌ 細骨片 出土骨量

DI JI 253 . 6(22) 189 . 0(20) 49 . 5(8) 145 . 8 6.2(9) 644.1 

DI N 21.1(4) 2.7 23.8 

SK5 I 11. 6(2) 33. 8(3) 1.5 46.9 

SK6 I 18.1(5) 2.9 21. 0 

SK9 JI 198 . 2~7} 168 .4~3) 39 . 2(7) 95.2 36.8~1) 537.8 

動物別出土骨量 502. 6(60) 391. 2(46) 88. 7(15) 248 .1 43. 0(30) 1,273.6 

3. 出土動物種の出土骨の概要

ここでは主に哺乳類の出土骨について詳求する。哺乳類は以下に示す2目3種である。

A. 偶蹄類

1)イノシシ (Susscrofa LINNAEUS) 

2)シカ(Cervusnippon TEMINCK) 

B. 食肉目

3)イヌ(Canisfamiliaris LINNEUS) 

以上 3種の哺乳類が同定されたが、 トレンチ別ならびに動物別出土重量は表 1に示した。

なお、下段には骨片数を示した。まず、出土量をみると、イノシシが502.6g (60個）で最も
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表2 本渡市浜崎遺跡の動物別および骨格別出土骨片数

~ 
頭蓋 胴骨 前肢骨 後肢骨

翫悶
悶骨 1』骨 舌骨 1，歯 I角

頚 1胸腰 1仙 1尾肋胸
鍛骨 1 肩悶 1 上悶 1 榛骨 1 尺骨 臀手 1 雷中 1 指骨 寛骨 1 臀大 膝魯 1 胆骨 1 誹骨 1 足悶 器中 1 骨趾

椎椎椎椎椎骨骨

イノシシR L 
3 2 1 2 2 2 2 1 8 
3 3 8 2 1 2 1 1 3 8 1 1 60 

シ ヵL 7 1 1 1 4 2 2 2 
R 1 5 1 4 1 2 1 2 1 3 2 2 1 46 

イ ヌL 1 3 1 2 1 
R 2 1 2 1 I 15 

骨出土格骨別数 35 (29%) 6 (5%) 44 (36%) 36 (30%) 121 

多く、次いでシカの391.2g (46個）であり、イヌは少ない。次に各動物の出土骨について述

べる。表 2には動物別ならびに骨格別出土骨片数を示した。

イノシシ（図版 Iの 1~12) 

イノシシは表 2に示すように、下顎骨 5(左側 2、右側 3、以下同じ）、上腕骨 6(2、4)、料

骨14(6、8)個など合計60個の骨片が出土しているが、腔骨の数から少なくとも 8個体以上

のものと推定される。長骨は割断されており、完形骨は極めて少ない。ほぼ完全な第 4指基節

骨の最大長は3.4cmで、第3趾基節骨の最大長は3.9cmであり、また、上腕骨遠位端の幅は、3.5cm、

4.4cm、4.2cmであり、これらの計測値は、現生のイノシシのものとほぼ同じ大きさである。

シカ（図版 Iの13~21)

シカは46骨片が同定されたが、角12(7、5)、撓骨 6 (4、2)、胆骨 5 (2、3) な

どが多く、肩甲骨、撓骨の数から少なくとも 4個体のものである。長骨はイノシシと伺じ

ように割断されており、ほぼ完全な中手骨の最大長は15.8cm、踵骨のそれは3.4cmであり、

これらは現生のキュウシュウジカより小さく、マゲシカと同じ大きさである。また、中足

骨を縦に割断した加工品もみられる。（図版 Iの21)

イヌ（図版IIの 1~18) 

イヌは上腕骨 4 (3、1)、撓骨 3 (1、3)など15個の骨片が出土しているが、少なく

とも 3個体以上のものと推定される。ほぼ完全な撓骨の最大長は14.3cmで、上腕骨の骨体

最小幅は12.5土0.3mm(n = 3)であり、撓骨の最大長から山内の方法で体高を推定すると、

45. 5cmであり、これは現生の柴イヌより大きく、長谷部のいう中型犬に属する。

魚類（図版IIの12~18)

魚類の出土は、ブダイ、フエフキダイなどタイ科の前上顎骨、歯骨、ハタ科の歯骨、マ

グロの椎骨など21個の骨片が出土している。詳細は専門家の分析を期待したい。

4. 考察

動物遺体の全国の出土例は、これまで縄文、弥生遺跡からの報告が多く、中世の遺跡から

は極めて少ない。熊本県内でも轟貝塚、曽畑貝塚など縄文の遺跡で数多く報告されているが、

本遺跡のような鎌倉時代のものは少ない。

今回調査した浜崎遺跡は、 13~14世紀の遺跡で、イノシシ、シカ、イヌや魚類が検出され、

当時浜崎で生活した人々が、イヌを伴侶としてイノシシ、シカを狩猟し、魚貝類を採集して

いたことがうかがわれた。
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イノシシは縄文後、晩期に繁栄した動物で、九州の遺跡ではシカよりも多く出土する。本遺

跡からも最も多い出土であり、当時天草地方にもイノシシが生息していたことがうかがわれ

る。出土骨の形状は現生のホンドイノシシとほぼ似ており、同じ系統のものであろう。長骨

はイノシシ、シカ共に割断されており、これは金子らのいうように骨髄食があったことが考

えられる。本遺跡から出土したシカは、現生のキュウシュウジカより少し小さく、マゲシカ

と同じ大きさである。これは天草島に島嶼型個体群として孤立し、小型化したものと考えら

れる。また、シカの中手骨、中足骨はカンザシなど加工品としてよく利用されているが、本

遺跡からも加工品が出土している。イヌは、縄文早期からすでに飼養されていたといわれ、

鎌倉時代の遺跡からもその出土例はウシ、ウマと同様に数多く報告されている。本遺跡から

出土したイヌは、体高45.5cmと推定され、縄文時代の小型犬より大きく、中型犬に属し、鎌

倉市などからの出土例と似ている。中世に中型犬が多くなることについて、金子は外国との

交易により外国種が尊入され、体型が大きくなったとしている。

以上、イノシシ、シカ、イヌの出土例について少し考察を加えたが、浜崎遺跡を遺した人々

は、ある時にはイヌを伴侶として、イノシシ、シカを狩猟し、魚貝類を採集し、動物蛋白源

として食膳を賑やかにしていたことがうかがわれる。

5. まとめ

本渡市浜崎遺跡出土の動物遺体について調査した。

1)自然遺物は総重量1273.6g (貝類を除く）で、それらは哺乳類1230.6gおよび魚類の43.0

gである。

2)哺乳類はイノシシ、シカ、イヌの 2目3種で、魚類はタイ科、ハタ科などである。

3)出土量はイノシシが502.6g(60骨片）で、ついでシカ391.2 g (46骨片）、イヌ88.7g (15 

骨片）である。
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図版 I
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図版 Il

図版の説明

図版 I: 1 ~12: イノシシ 13~23: シカ

1 . 左側頭骨 2. 右下顎骨 3. 右肋骨 4. 右上腕骨 5. 左上腕骨

6. 右上腕骨 7. 右尺骨 8. 9. 右腟骨 10. 左胆骨

11. 右第三指基節骨 12. 右第四趾基節骨 13. 14. 15. 16. 角

17. 左上腕骨 18. 右中手骨 19. 右踵骨 20. 左距骨 21. 右中足骨

22. 左中足骨

図版 II: 1 ~11 : イヌ 12~15: タイ 16. ハタ 17. 18. マグロ？

1 . 右上顎骨 2. 左下顎犬歯 3. 左上腕骨 4. 左上腕骨

5 右上腕骨 6. 左上腕骨 7. 左撓骨 8. 左胆骨 9. 右胆骨

10. 左第四中手骨 11. 左第五中手骨 12. 13. 14. 前上顎骨

15. 16. 歯骨 17. 18. 椎骨
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3. 浜崎遺跡出士の木材について
大迫靖雄（熊本大学）

I. 観察対象とした出土木材について

本遺跡は、低地にあり遺跡が存在した場所が湿地帯であったこともあって、多くの木製品

や流木が発掘されている。このうち、加工痕が明白なものも多数あり、これらの樹種の鑑定

を行うこととした。日視したところ、流木は別にして、加工痕が残る製品には種々のものが

観察された。ただ、加工痕が残るといっても、丸太の先を削った杭状の出土品がかなり多数

出土している。この中には、焼き目が入ったものもかなり見られたが、防腐のためにこのよ

うな処置が行われたのか、または、薪として使用されたのか定かではない。

本原稿では、これらの出土品の中から、 13種類の出土品について鑑定を行う。保存状態は

種々であったが、 目視で樹種の鑑定が可能なものはなかったので、いずれの木片も顕微鏡切

片を作成して検眼することとした。

まず、本原稿の鑑定の対象とした出土木材については、出土層順に資料番号を付して、木

質材料の出土状況を併せて表 1に示す。

表 1 鑑定を行う出土木材とその特徴

木材番号 出土層 出 土 木 材 の 特 徴

No. 1 SD-1 木杭：樹皮つき丸太の状態

No. 2 SD-1 木杭：同上

薄い板状製品（厚さ3.45mm) で、まさ目板で 1側は平滑に削られており木

No.3 SD-1 
目と直行して筋目がつけられている。他面は粗い仕上げとなっている。周
囲にヤマザクラの樹皮が散乱しており、曲げ物器具が作られていたことが
うかがえる（写真 1)。

No.4 SD-2 独楽の形状をした木製品（写真 7)。

No.5 SD-2 工具の柄と思われる木製品（写真 5)。

No. 6 SD-2拡張
板状物質で厚さ5.25mm、年輪幅0.6mmのまさ目板状物質で両面は平滑に切削
されていた。保存状態はよい（写真 3)。

No. 7 SD-2拡張 厚さ4.45mmのまさ目板（写真4)。

No. 8 SD-2拡張
丸太状の木材の中央部を細く削った状態の木製品。一見形状はっちの子に
類似しているが、内部がくりぬかれている（写真 6)。

No. 9 SD-4 丸太の両端が円錐状に削られており、毬状の形態を示している（写真 8)。

最下層にたまった状態で出土した木片で、流木と思われる。ただ、先端部
No.10 SD-4 に加工痕が見られ、杭として使用されたものとも思われる。形状は、丸太

の状態で、直径は26.5mmであった。

No.11 SD-8 
板状製品： SD-8には、サクラの樹皮が散乱していた。この状況から、この
板も曲げ物器具の材料として使用されていたことが考えられる（写真 2)。

No.12 SD-2 井戸を囲っていた板。かなり大きな形状をホしている（与真 9)。

No.13 SD-2 
井戸の囲いをとめていた杭。直径38.85mmの樹皮つき丸太のまま使用されて
いた（写真10)。

＊（ ）内の番号は顕微鏡写真番号を示す。

表 1に示した出土木材について、樹種の鑑定を行ったが、いずれも材料の老化が激しいため、

巨視的には鑑定が困難であった。したがって、いずれの出土木材についても、顕微鏡検眼用

のプレパラートを作成して観察を行った。鑑定結果を以下に示す。
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II • 木製品と思われる出土木材について

a)板状木製品

鑑定の対象とした出土木材の中には、かなり薄い板状の木片が見られた (No.3, 6, 7, 

11)。このうち、 No.3は最も薄い板状の物質で、その厚さは3.45mmのまさ目板となっており、

1側は平滑に仕上げられているのに対して、 1側は粗削りの状態となっている。また、平

滑な面には、繊維方向に直角に、刃物によると思われる筋目が刻まれている。周辺には、

多くの細く刻まれた樹木の樹皮（ヤマザクラの樹皮と思われる）が散乱していた。これら

の樹皮は、通常、曲げ物器具の接合もしくは止め具として使用されており、これらの板を

使用した曲げ物の器具の製造が行われていたことが伺える。本木片は、幅が狭いため、と

くにまさ目面の検眼用の切片の作成が困難であるが、顕微鏡による観察によると、写真 1

①～③に示すように、組織構造は、主として、仮道管と放射組織からなっている。木口面

（写真 1①)は、下方が樹心側、上方が樹皮側を示すが、早・晩材の移行は緩やかで、放

射組織は軸方向柔細胞を欠いている。まさ目面（写真 1②)、板目面（写真 1③)から、仮

道管壁に 2本対となったらせん肥厚の発達が見られ、早材部の有縁壁孔は、楕円形である

ことが示されている。以上の結果から本樹種は、カヤ(Torreyanucifera Sieb. et Zucc.) 

と鑑定される。

No.11 (顕微鏡写真2①～③）も板状の加工された製品で、 No.3と同様に、周囲にヤマザ

クラのものと思われる樹皮が散乱しており、この出土木材も曲げ物等として使用された可

能性が大きい。木口面（写真2①)から、早・晩材の移行はやや急で、構成している組織

は、大部分が仮道管からなり、他に単列放射組織と晩材部に樹脂細胞が点在する。まさ目

面（写真 2②)は、早材部を示しているため、樹脂細胞は現れていない。仮道管壁に多く

有縁壁孔がみられる。また、放射組織は、全て放射柔細胞からなっている。分野壁孔はス

ギ型で、 1分野の 2個存在している。板目面（写真 2③)は、早材部を示している。仮道

管と放射組織からなることが示されている。仮道管壁に有縁壁孔の断面が現れている。以

上の状況から、本板状製品は、スギ(Cryputomeriajaponica D. Don)と鑑定される。

以上、 2つの板状製品については、周辺状況から曲げ物容器の製造のために使用されて

いた可能性を述べた。かって報告された古墳からの出土品の中にも、曲げ物容器は多く見

られ、樹種としては、ヒノキが圧倒的に多く、続いて、スギ、モミ、アスナロが報告され

ている。この他、わずかであるが、サワラ、マツ、ケヤキ、ヤマグワの各樹種も報告され

ている。この中に、カヤとする報告は見られていない。しかしながら、カヤは、木理通直、

堅硬、緻密、弾性強く、水湿への抵抗性、耐久性が大である等から、器具類としての使用

も十分と考えられる。

このほか、板状物質であるNo.6, 7 (顕微鏡写真 3、4) はいずれも、木口面（写真 3

①、 4①)から、年輪幅が狭く、早・晩材の移行が緩やかとなっており、晩材部の幅がき
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わめて狭いことが示されている。構成する組織は、ほとんどが仮道管で、単列放射組織と

樹脂細胞が存在している。まさ目面（写真 3②、 4②)からいずれも、早材部を示してい

るが、仮道管壁に有縁壁孔が 1列に配列している。また、 No.6 (写真 3②)では中央部に

2本、 No.7 (写真4②)では 1本の樹脂細胞が見られる。放射組織はいずれも放射柔細胞

で、分野壁孔は、ヒノキ型で 1分野に 2個見られる。板目面（写真 3③、 4③)では、仮

道管壁に有縁壁孔の断面がみられる。 No.6 (写真 3③)に、 1本樹脂細胞が見られる。放

射組織は単列で、 2~18の細胞高のものが見られる。以上の結果から、 No.6、7の樹種は、

ヒノキ(Chamaeyparisobtusa End!.)であると鑑定される。しかしながら、それらの用途

については、明らかではない。ただ、これらの板は、いずれもまさ目板で、両面とも平滑に仕

上げられている。また、年輪幅が狭く、材質も均ーな状態となった上質の板である。しかし、No.

3などと比較すると厚く、曲げ物容器用材料として使用するのは間題があるように思われる。

b)工具の柄と思われる木製品

No. 5の出土木材は、加工痕の状況からエ具の柄と思われる。顕微鏡写真 5から微視的観

察を行うと、木口面（写真 5①)において、道管が放射方向に配列し、放射孔材であるこ

とを示している。また、道管にはチロースの発達が見られる。放射組織は、写真左側に広

放射組織が見られるが、他はすべて単列放射組織であることが示されている。柔細胞は、

接線方伺に配列し、独立柔組織を形成している。まさ目面（写真 5②)において、中央に

道管が見られ、左側の道管に単せん孔板の残骸が見られる。また、右側の道管にはチロー

スが発達している。他の組織としては、木繊維が多数を占めるが、道管の周囲に柔細胞ス

トランドが現れている。放射組織は平伏細胞のみからなる同性であることが示されている。

板目面（写真 5③)において、中央部やや右側に道管が 1本現れており、断面に残るせん

孔縁から、単せん孔板を示している。また、中央部に広放射組織が現れており、集合型、

複合型の中間の型を示している。その他の放射組織は、いずれも単列放射組餓であること

が示されている。

以上の結果から、本樹種はカシ類（アカガシ亜属： Cyclobalanopsis)と鑑定される。エ具

あるいは農機具の柄に使用された木製品が、出土された例はかなり多い。この場合の樹種

としては、カシ類が圧倒的に多い。

c)鼓状木製品

No. 8は、中央部がくびれた状態となった木製品で、外見は槌の子あるいは糸巻きなどに

類似しているが、内部がくりぬかれており、楽器かなにかに使用されたことが考えられる。

微視的な特徴から、木口面（写真 6①)において、道管が全体的にほぼ均ーに分布してお

り、散孔材であることが示される。道管はおおむね単独であるが、 2個が放射方向に連続

しているものも見られる。また、道管内にチロースが発達したものも見られる。道管の周

囲には周囲柔組織が発達している。また、道管と見違えるほど大きい柔細胞が点在してい
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る。これは油細胞と思われる。放射組織は、 1~3列のものが見られる。まさ目面（写真

6②)は、中央部に 2固連続した道管が見られ、せん孔緑から単せん孔であることが示さ

れている。また、拡大した顕微鏡写真 6③から、道管壁の残骸に交互壁孔が見られる。道

管と隣接して、鞘状周囲柔組織が見られる。このほか多くの柔細胞が見られるが、その中

に大型の油細胞が多数見られる。放射組織は平伏細胞が多くをを占めるが、上下に直立細

胞が見られ、異性であることが示されている。また、直立細胞の一部に、大型の油細胞が

見られる。板目面（写真 6④、⑤)において、拡大した顕微鏡写真 6⑤に、 2本道管が見

られ、その周囲に柔細胞ストランドが周囲柔組織をなしている。その一部に大型の油細胞

が見られる。また、写真 6④から、放射組織は 1~3列で、上下縁の細胞は中の組胞と比

較して脊が高い細胞が見られる異性放射組織であることが示されている。また、上下縁に

特に大型の油細胞をもつものが見られる。

以上の状況から、本樹種はクスノキ(Cinnamomumca叩 phoraPres!)と鑑定される。

外見が本木製品に類似した出土品としては、前述した槌の子、糸巻き、布巻きなどがあ

る。ただ、これらの製品には、内部がくりぬかれたものは報告されていない。また、これ

らの製品の樹種としては、槌の子の場合、ツバキ、カシ、シイノキ、糸巻きの場合、スギ、

ヒノキ、布巻きの場合、ヒノキ、シイノキ、サカキ、スギ、アカマツなどが報告されてい

る。しかし、クスノキが使用されたという報告はない。クスノキが使用されたものとして

は、伎楽面（奈良県：正倉院）、木棺（大阪府）、容器（佐賀県、岡山県）、槽（福岡県）、槌（福岡

県）等がある。これらのことも考慮に入れ、本木製品の使用について推定する必要があろう。

d)独楽状木製品・毬状木製品

No.4、9に示した出土木材は、丸太の両端を円錐状に加工してある。このような状態の

木製品は、独楽・毬として使用されたという報告がある。当時の独楽は、現在のように、

中央部に鉄芯を入れたものではなく、木材を削ってとがった状態にしてあったとされる。

No.4、9はすでに報告されている独楽・毬と類似しているといえる。この場合も樹種を特

定するため微視的観察を行った。

まず、 No.4の顕微鏡写真 7①～③に示す。木口面（写真 7①)において、道管は放射方

向に配列されており、放射孔材であることが示されている。また、道管中にチロースの発

達が見られる。放射組織は、写真の左右に 2本の広放射組織が見られるが、他の放射組織

は単列放射組織を示している。柔細胞は、接線方向に独立帯状に配列している。まさ日面

（写真 7②)において、中央部に 2本の道管があり、いずれの道管にもチロースの発達が見ら

れる。他の軸方向組織は大部分木繊維が占めるが、柔細胞ストランドが見られる。放射組織は、

平伏細胞のみからなる同性放射組織であることが示されている。板目面（写真7③)において、

軸方向組織として、木繊維、柔細胞ストランドが見られる。放射組織は、集合型、複合型の中間

的な広放射組織が 1本見られるが、他はすべて単列放射組織であることが示されている。
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以上の結果から、木製品の樹種は、カシ類（アカガシ亜属： Cyclobalanopsis)と鑑定される。

次に、 No.9の顕微鏡写真を写真 8①～③に示す。本製品は、保存状態が悪く、顕微鏡検

眼用のプレパラートの作成が困難であったため、明瞭な顕微鏡写真の概影はできていない。

木口面（写真 8①)は、下方が樹心側、上方が樹皮側を示している。道管は早材部で形状

が大きいもので、晩材部に移行するにつれて小さくなり、晩材部では火炎状となっている。

環孔性の放射孔材であることを示している。また、道管の一部にチロースの発達が見られ

る。他の組織は、木繊維が大部分を占めているが、柔細胞は、接線方向独立帯状に分布し

ている。放射組織は、単列放射組織のみが示されている。まさ目面（写真 8②)において、

中央部に 2本の道管が見られ、道管内に単せん孔のせん孔緑が見られる。他の軸方向組織

としては、大部分が木繊維であり、柔細胞ストランドが見られる。放射組織は平伏細胞か

らのみなる同［生放射組織である。板目面（写真 8③)においては、道管が 1本見られ、チ

ロースの発達が見られる。他の組織としては、大部分が木繊維で柔細胞が点在している。

放射組織は、すべて単列放射組織からなり、細胞高は 1~12のものが見られる。

以上の結果から、本製品の樹種は、スダジイ(Castanosiscuspidata var. Sieb. Nakai) 

と鑑定される。

古墳から出土した独楽として、現在報告されている樹種としては、一部マツ類のものが

あるが、大部分が常緑樹で、カシ類が多いとされている。この場合、カシ類、スダジイと

鑑定された。これらの樹種はいずれも常緑広葉樹であり、すでに報告されたものと大差が

ないものである。このことからも、本製品は独楽・毬として使用された可能性が強い。

皿井戸用木製品

井戸用に使用されていたと考えられる物質として、 No.12、13がある。このうち、 No.12は井

戸を囲っていたと考えられる大型の板で、 No.13は、前述の板を止めるための杭として使用さ

れていたものである。

まず、 No.12の板についてみる。本板は、形状が大きく、原型を止めていたが、老化が進ん

でおり、顕微銃検眼用の切片の作成が困難であった。木口面（写真 9①)は、下方が樹心側、

上方が樹皮側を示している。年輪界に沿って大きな道管が複数層並び孔圏を形成し、孔懸外

で道管の直径が小さくなり、半径方向に配列している。木繊維と道管の厠囲に柔細胞が見ら

れる。放射組織は広放射組織と単列放射組織からなることが見られる。まさ目面（写真 9②)に

おいては、中央部に道管が見られ、せん孔板の形状は、単せん孔板であることが示されている。

また、道管に接した周囲仮道管と柔細胞ストランドが点在し、他の大部分が木繊維であること

が示されている。放射組織は、平伏細胞のみからなる同性放射組織を示している。板目面（写真

9③)においては、中央部に道管が見られ、軸方向組織は、柔細胞ストランドが僅かに点在して

いる以外は、大部分が木繊維からなることを示している。放射組織は、左側に集合型、複合型中

間の広放射組織が見られ、他の放射組織は、すべての単列放射組織であることが示されている。
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以上の結果から、本樹種はコナラ(Quercus serrata Murray あるいはコナラ亜属：

Lepidobalanus)と鑑定される。

出土木材の中で、井戸用材として使用されていた最も多い樹種は、スギ、ヒノキとなって

おり、このほかに、マツ、クリ、モミ、コウヤマキ、カヤなどが見られ、コナラとする報告

はないが、シイも 1例示されており、広葉樹も使用されていたものと思われる。

次に、 Noいは、井戸用板を固定していた杭であるが、この場合、表 1にも示したように、

直径38.85mmの樹皮が付着した丸太の状態で使用されていた。形状は止めていたが、保存状態

は悪く、検眼用切片の作成は困難であった。木口面（写真10①)においては、下方が樹心側、

上方が樹皮側を示している。道管は年輪界にあまり関係なく放射方向に配列した放射孔材で

あることを示している。柔細胞が接線方向に独立帯状柔組織を形成している。他は、木繊維

もしくは繊維状仮道管であることが示されている。放射組織は中央部に 2本の幅広い広放射

組織が見られるが、他は単列放射組織を示している。まさ目面（写真10②)においては、 2

本の道管が走っており、いずれも単せん孔板であることが示されている。また、道管に接し

て、周囲仮道管が見られる。このほかの軸方向組織としては、大部分が木繊維であるが柔細

胞ストランドも点在している。放射組織は、平伏細胞のみからなる同性放射組織であること

を示している。板目面（写真10③)においては、中央部に道管が 1本走っており、せん孔縁

の状態から単せん孔を有することが明らかである。また、道管壁に接して周囲仮道管が見ら

れる以外は、木繊維が大部分を占めている。放射糾織は、単列放射組織のみが示されている

が、集合型と複合型の中間の広放射組織が多数存在している。

以上の結果から、本樹種はカシ類（アカガシ亜属： Cyplobalanopsis)と鑑定される。

N. 杭および流木

同遺跡内には、数本の溝が存在していたことが明らかとなっている。この溝から出土した

木材も多い。これらの中には、先端部が鋭角に加工された丸太もしくは加工木材が多く存在

する。これらの木材は多くが溝の沿線すなわち河川等の工事用の杭と思われる。これらの杭

は樹皮つきの丸太の状態で使用されているものが多い。巨視的判定ではいずれも広菓樹で、

カシ類もしくはシイノキなどと思われる。このほか、用途不明の多くの木材が出土している。

これらは、河川周辺からの流木と思われるもので、たまたま堰などによって、河川内に止

まったため、腐朽等によって消滅することを免れたと思われる。このような流木を詳細に分

析することによって、当時の森林の植生などを推定することも可能となろうが、これらの分

類には多大な労力を必要とする。今回は、このような膨大な流木を詳紐に検討する時間的な

余裕もないので、これらの鑑定は省略する。
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-102-



1①木口面 1②まさ目面 1③板目而

写真 1 板状木製品（資料番号No.3)

2①木口面 2②まさ目面 2③板目而

写真 2 板状木製品（資料番号No.11)
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3①木口面 3②まさ目面 3③板目面

写真3 板状木製品（資料番号No.6)

4①木口面 4②まさ目面 4③板目面

写真4 板状木製品（資料番号No.7) 
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5①木口面 . 5②まさ目面 5③板目面

写真5 エ具の柄状木製品（資料番号No.5)

6①木口面 6②まさ目面 6③まさ目面

写真6 鼓状木製品（資料番号No.8) 
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6④板目面 6⑤板目面

写真6 鼓状木製品（資料番号No.8) 

7①木口面 7②まさ目面 7③板目面

写真7 独楽状木製品（資料番号No.4)
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8①木口面 8②まさ目面 8③板目面

写真8 毬状木製品（資料番号No.9)

9①木口面 9②まさ目面 9③板目面

写真9 井戸用板状木製品（資料番号No.12)
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10①木口面 10②まさ目面 10③板目面

写真10 井戸用杭製品（資料番号No.13)
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4. 浜崎遺跡出士鍛冶関連遺物の金属学的調在

大澤正己（新日本製鉄）

概 要

13世紀に属する浜崎遺跡出土の鍛冶関連遺物（鉄滓、鍛造剥片、粒状滓）を調査して、次の

事が明らかになった。

〈1〉 B区の出土鉄滓は、塩基性砂鉄を始発原料とした荒鉄（製練生成鉄で、表皮付着スラ

グや捲込みスラグ、時には炉材粘土などの不純物を含む鍛冶原料鉄）の成分調整を行っ

た精練鍛冶滓から、鉄器製作時の折返し曲げ高温鍛接を行った鍛錬鍛冶滓の 2種が存在

していた。

〈2〉 A区は 6基の鍛冶炉から多くの鍛造剥片や粒状滓が検出された。鍛造剥片は、赤熱鉄

素材の鍛打に際して飛散した酸化スケールである。粒状滓は、酸化防止に塗布された粘

土汁と突起面をもつ赤熱鉄素材の羽口近傍高温個所での溶融物である。両者はヴスタイ

ト(W且stite: FeO)主体の鉱物組成で、鍛錬鍛冶の後段階工程での派生物と想定され

る。明確に鍛冶操業があった事が証明された。
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1 . いきさつ

浜崎遺跡は、熊本県本渡市本戸馬場字北原に所在する縄文時代後期から中世・近世へかけ

ての複合遺跡である。当遺跡は中世が中心となるが、これより鍛冶関連遺物が検出されて、

当時の鍛冶技術の実態を把握するため、本渡市教育委員会より専門調査の要請を受けた。な

お、浜崎遺跡は 3区に大別されて、 A区は 6基の鍛冶炉より鍛造剥片や粒状滓を検出、 B区

は鍛冶滓の他に鉄の鋳造を行った溶解炉の下部構造が遺存し、ガラス質滓などの出土があっ

た。更にC区は近世に属する青銅の溶解が想定される黒曜石に似たガラス質滓の検出があっ

たが、こちらは予算が間に合わなかったので今回は調査を割合している。

2. 調査方法

2-1. 供試材

Table. 1に示す。 B区出土鉄滓は4点、 A区は鍛造剥片と粒状滓を 1、2号鍛冶炉から出土

したものを調査した。鍛造剥片と粒状滓は、大きさが種々あるのでフルイを使って 4、2.8、

1.4、0.71mmで止まったもので選別してある。

Table.1 供試材の履歴と調査項目

計測値 調査項 目

符号 試料 出土位置
大きさ (mm) 重量(g)マクロ 顕微鏡 ビッカース 化学

組織 組織 餅面硬鹿 組成

HAMA-1 鉄滓 B区 HSG44P2 100X70X58 276 

゜゚ ゜2 ” II 78X53X50 106 

゜゚ ゜3 ” B区HsE直層内（上部） 92X75X25 282 

゜ ゜4 II 

” 45X25X24 35 

゜゚ ゜5-(1) 鍛造剥片 A区 1号鍛冶炉 4、2,8、1.4、0,71

゜゚ ゜5-(2) ” ” 2号鍛冶炉 ” ゜゚6-(1) 粒状滓 ” 1号鍛冶炉 0. 71以下

゜゚6-(2) ” ” 2号鍛冶炉 ” ゜゚
.0 

7-(1) II 

” 1号鍛冶炉 1.4、0.71

゜゚7-(2) ” ” 2号鍛冶炉 ” ゜゚8-(1) II 

” 1号鍛冶炉 4、2.8

゜゚8-(2) ” 
II 2号鍛冶炉 ” ゜゚
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2-2. 調査項目

(1) 肉眼観察

(2) マクロ組織

鍛造剥片と粒状滓の断面埋込み試料を 5~10倍で投影機を使って撮影している。

(3) 顕微鏡組織

各試料は水道水で充分に洗浄乾燥後、中核部をベークライト樹脂に埋込み、エメリー

研摩紙の#150、#240、#320、#600、#1,000と順を追って研摩し、最後は被研面をダ
（ミクロン］（ミクロン］

イヤモンドの 3μ と1μ で仕上げて光学顕微鏡観察を行った。

(4) ビッカース断面硬度

鉄滓、鍛造剥片、粒状滓の鉱物組成の同定を目的として、ビッカース断面硬度計(Vickers

Hardness Tester)を用いて硬さの測定を行った。試験は鏡面研摩した試料に136°の頂

角をもったダイヤモンドを押し込み、その時に生じた窪みの面積をもって、その荷重を

除した商を硬度値としている。試料は顕微鏡試料を併用した。

(5) 化学組成

鉄滓の分析は次の方法で行った。

全鉄分 (TotalFe)、金属鉄 (MetallicFe)、酸化第 1鉄 (FeO): 容量法。

炭素 (C). 硫黄 (s): 燃焼容量法、燃焼赤外吸収法。

二酸化娃素 (Si02)、酸化アルミニウム (A伽0立酸化カルシウム (CaO)、酸化マグ

ネシウム (MgO)、酸化カリウム (K心）、酸化ナトリウム (Na20)、酸化マンガン(MnO)、

二酸化チタン (TiOか酸化クロム (Cr20立五酸化燐 (P2伍）、バナジウム (V)、銅

(Cu) : ICP (Inductively Coupled Plasma Emission Spectrometer) : 誘導結合

プラズマ発光分光分析。

3. 調査結果と考察

3-1. B区 HSG44P (土壊レキ）出土品

(1) HAMA-1. 鉄滓（鍛錬鍛冶滓）

① 肉眼観察

鍛冶炉の炉底に堆積形成した椀形湾で、 2回操業の 2段重ねとなっている。上段表

面は黄褐色地に黒色を混じえ、滑らか肌に木炭痕や赤錆を発生する。裏面は青灰色に

変色した粘土と灰色石粒を付着する。

② 顕微鏡組織

Photo.Iの①～③に示す、鉱物組成は白色粒状のヴスタイト (Wii stite : FeO)と、

その粒間に淡灰色木ずれ状のファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・Si02) と暗黒色ガラ

ス質スラグから構成される。鉄素材の折返し曲げ鍛接時に排出された鍛錬鍛冶滓に分
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類される。

③ ビッカース断面硬度

Photo .1の③にヴスタイト粒を測定した硬度圧痕を示す。硬度値は457Hvであった。
② 

ヴスタイトの文献硬度値は450~500Hvなので当白色結晶は、ヴスタイトと同定される。

④ 化学組成

Table.2に示す。脈石成分少なく鉄分の多い鉄滓である。全鉄分(TotalFe)は57.28% 

に対して金属鉄 (MetallicFe)が0.30%、酸化第 1鉄 (FeO)53.46%、酸化第 2鉄

(Fe20a) 22. 06%の割合である。ガラス質成分 (Si02+A珈Oa+CaO+MgO+K心＋

Na20)は少なく 18.57%である。二酸化チタン (TiO砂は0.31%、バナジウム (V)

0.01 %と砂鉄特有成分の 2種も低値である。酸化マンガン (MnO)0.19%、銅 (Cu)

0.001 %も少ないところから砂鉄系鍛錬鍛冶滓に分類される。

(2) HAMA-2. 鉄滓（鍛錬鍛冶滓）

① 肉眼観察

表皮は灰黒色ガラスが凹凸をもちながら覆っており、裏面は赤褐色を呈して炉底粘

土を付着した不定形の滓である。鍛冶作業において、赤熱鉄素材の酸化防止に粘土汁

を塗布した時点でガラス化した滓の一種であり、鍛冶滓として時折り見受けられるタ

イプである。

② 顕微鏡組織

Photo. lの④～⑧に示す。鉱物組成の大半は⑦に示す淡灰色長柱状ファイヤライトが

基地の暗黒色ガラス質スラグ中に晶出し、局部的に④～⑥にみられるようなヴスタイ

卜粒内に淡茶褐色微小析出物の鉄 (Fe) ーチタン (Ti)化合物のウルボスピネル

(Ulvospinel: 2FeO・TiO砂を析出する組織が認められた。砂鉄を始発原料とした鉄

素材の鍛冶作業を証明する鉄滓である。

③ ビッカース断面硬度

Photo .1の⑧に白色粒状結晶の硬度測定を行った硬度測定圧痕と、淡灰色盤状結晶の

硬度圧痕を示す。硬度値は前者が502Hvでヴスタイト文献硬度値の範ちゅうに入り、後
③ 

者はファイヤライトの文献硬度値の600~700Hvの範囲内に収まるものである。白色粒

状結晶はヴスタイト、淡灰色盤状結晶はファイヤライトに同定される。

④ 化学組成

Table.2に示す。該品は顕微鏡組織で酸化鉄のヴスタイトが少なくてファイヤライト

が多かったように成分は鉄分が低減してガラス質成分が多いものである。全鉄分(Total

Fe)は、 20.67%に対して金属鉄 (MetallicFe)が0.21%、酸化第 1鉄 (FeO)16.48%、

酸化第 2鉄 (Fez切） 10.94%の割合である。ガラス質成分は逆に増大し、 68.545%を

占める。また、少量のヴスタイト粒内にウルボスピネルが認められたのは、二酸化チ
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タン (Ti02)が若干増加していて0.88%、バナジウム (V)0. 02%と砂鉄特有成分は

上昇気味であった。酸化マンガン (MnO)0.14%、銅 (Cu)0.001 %から、やはり砂

鉄系素材が裏付けられる。

3-3. B区 HSE2 (溝状遺溝）出土品

(1) HAMA-3. 鉄滓（精練鍛冶滓）

① 肉眼観察

表皮は赤褐色を呈し、凹凸が少なく平坦面を有した椀形滓である。裏面は白黄灰色

粘土を付着し、反応痕を僅か残す。

② 顕微鏡組織

Photo .2の①～③に示す。鉱物組成は白色粒状のヴスタイトと、その粒内に微小のウ

ルボスピネルを晶出したものと、木ずれ状の淡灰色ファイヤライト、基地の暗黒色ガ

ラス質スラグから構成される。ウルボスピネルの明瞭な析出から荒鉄成分調整の精練

鍛冶滓に分類される。

③ 化学組成

Table.2に示す。鉄分は多くガラス質成分の少ない鉄滓である。すなわち、全鉄分(Total

Fe)は58.56%に対して金属鉄 (MetallicFe)は0.15%、酸化第 1鉄 (FeO)55.34%、

酸化第 2鉄(Fez伍）22.01 %の割合である。ガラス質成分(SiO叶 A珈Oa+CaO+MgO+ 

応 O+Na20)は17.865%で、このうち、塩基性成分 (CaO+NgO)は少なくて1.51%

留りであるが、砂鉄特有元素の二酸化チタン (TiO砂が1.63%、バナジウム (V)0.07% 

から砂鉄系鉄素材の精練鍛冶滓に分類される。酸化マンガン (MnO)0.11%、銅 (Cu)

0.001 %の値も精練鍛冶滓を裏付ける。なお、該品は前述したG4出土鉄滓のHAMA-

1、2の鉄素材とは別系統であろう。これは塩基性成分や五酸化燐 (P20s)の含有量が

低め傾向にシフトするからである。

(2) HAMA-4 鉄滓（精練鍛冶滓）

① 肉眼観察

表面は黒色の基地で、これに黄褐色を交え、滑らか肌に木炭痕を残す小型の椀形滓

である。裏面は黄白色の粘土を付着する。

② 顕微鏡組織

Photo .2の④～⑧に示す。鉱物組成は白色粒状ヴスタイトと、その粒内微小析出物を

含めて淡茶褐色多角形ウルボスピネル (Ulvo spine! : 2Fe0.Ti0砂、淡灰色盤状結晶

のファイヤライト、基地の暗黒色ガラス質スラグなどから構成される。精練鍛冶滓の

晶癖である。

③ ビッカース断面硬度

Photo.2の⑧に淡茶褐色多角形結晶に硬度測定を行った圧痕写真を示す。硬度値は733
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④ 

Hvであった。マグネタイトの文献硬度値が500~600Hvであって、これにチタン (Ti)

を固溶すると硬化する。当硬度値はウルボスピネルに同定できる。

④ 化学組成

Table.2に示す。全鉄分 (TotalFe)が54.82%に対して金属鉄 (MetallicFe)が

0.11%、酸化第 1鉄 (FeO)59.87%、酸化第 2鉄 (Fe20a)11. 69%の割合である。ガ

ラス質成分 (SiO叶 A島0叶 CaO+MgO+K心十Na20)は20.725%あって、このう

ち、塩基性成分 (CaO+MgO)が1.77%と、これも低値で前述したHAMA-3に近似

する。該品は脈石成分が急増し、二酸化チタン (TiO砂5.13%、バナジウム (V)0.12% 

と高く、酸化マンガン (MnO)も0.26%と多い。製練滓成分に近づく値であって精練

鍛冶滓に分類される。

3-3. A区 1、2号鍛冶炉出土品

(1) 鍛造剥片 (1号鍛冶炉出土）

① 肉眼観察

赤熱した鉄素材を空気中で鍛打すると表面の薄い被膜が刹落飛散する。これをスケ

ール、金肌、鍛造剥片などと呼ぶ。工程が進むと厚いものから薄いものへ、色調は黒

色から銀色へと変化する。各遺跡の鍛冶工程の段階を押さえる上で重要な遺跡となり、

鍛冶作業を実証する。

鍛造剥片は微細な遺物である。鍛冶跡床面の土砂を水洗することにより検出されて

メッシュを糾んで土砂を取上げ、水洗秤量後分布状態を調べれば鍛冶工房内の作業空
⑤ 

間配置の手がかりとなりうる。

当遺跡の鍛造剥片は、 6基の鍛冶炉から採取されていたので、フルイ分けして、 4

mm、2.8mm、1.4mm、0.71mmの4種の大きさの異なるものの組織を調査した。 Table.3の

外観観察を参照されたし。

② マクロ糾織

Photo.3、4に5倍の断面全体像を示す。

サイズの大きいものは厚く、小さいものは薄くなる。また気泡は大きく厚いものに

多く発生する傾向をもつ。

③ 顕微鏡組織

Photo/3の①～④は 4mmのフルイに留まった剥片である。②は50倍で全体像を提示し

た。左側に小剥片 2枚を抱え込んでいてヴスタイトの凝集部で構成される。右側は同

じくヴスタイトの凝集部あり、小粒ヴスタイトとファイヤライト共存部ありの雑多集

合体となっている。③と④は拡大組織である。

⑤は2.8mmフルイに掛かった剥片の組織であってヴスタイトが大きく成長した結晶

と暗黒色ガラス質スラグが共存する。
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1.4mmサイズの剥片はPhoto.4の①に示す。該品もヴスタイトの凝集組織であった。

0.71mm剥片はPhoto.4の②に示すようにヴスタイトの凝集組織で表層側は酸化されて

ヘマタイト (Hematite: Fez伍）となっている。上面は鍛打加工で平坦性を保つが、

母材接触側の下面は一種の強制剥離なので凹凸喰い込み面を呈するものであった。各

サイズ共通する。

④ ビッカース断面硬度

Photo.3の①に4mmサイズ剥片のヴスタイト凝集部の硬度測定を行った圧痕写真を示

す。硬度値は412Hvであった。ヴスタイトの文献硬度値は450~500Hvで、下限値を外

れているが、圧痕周囲にクラックが発生し、若干の誤差を生じている。この程度の外

れは時折り起こることなので、一応ヴスタイトの同定で間違いないと考えている。

(2) 鍛造剥片 (2号鍛冶炉出土品）

① 肉眼観察

1号鍛冶炉出土品に準じたものである。詳細はTable.3を参照されたし。

② マクロ組織

Photo .4、5に示す。これも 1号鍛冶炉出土品と大差ない。ただし、 2.8mm品は錆化鉄
（アルファー）

剥片のゲーサイト (Goethite:+a-FeO・OH)の混入となっていた。

③ 顕微鏡組織

4mmサイズ剥片の鉱物組成は、Photo.4の③④のように白色粒状ヴスタイトの凝集組

織で形成される。2.8mmサイズ剥片は試料の選択が悪く錆化鉄剥片のゲーサイト (Goethite:
（アルファー）

a -FeO・OH)であった。ただし、ゲーサイトの傍らにヴスタイト凝集極小剥片を付

着していた。

1.4mmサイズ剥片はPhoto.5の①に示す。これもヴスタイトの粒界がみえぬ凝集型で

あった。0.71mmサイズ剥片をPhoto.5の②に示す。こちらも凝集ウ、スタイト組織である。

1、2号鍛冶炉出土鍛造剥片は、 4~O. 71mmの間に鉱物組成の変化はなく、いずれ

もヴスタイト凝集型であった。このタイプは鍛錬鍛冶も最終工程 (4次目前後が想定
⑥ 

される）での派生物とみる事が出来る。鉄器製作最終段階を考えて良かろう。

(3) 粒状滓 (1号鍛冶炉出土）

① 肉眼観察

粒状滓も鍛造剥片と同様に鍛冶作業を実証する有力な遺物である。鍛冶作業に際し

てまだ平坦化されてない鉄素材は、酸化・焼減防止を目的として粘土汁が塗布される。

これが鍛冶炉の羽口吹出し高熱部において突起部は溶解溶落し、表面張力の関係から

球状化する。このため粘土汁と鉄の酸化物 (W廿stite: FeO)、時には金属鉄の溶け込

みなどから形成される。鍛錬鍛冶も前半時に派生して、鉄素材の平坦度が出て突起個

所がなくなると発生しなくなる。 Table.3に個々の外観は示してある。只々この粒状滓
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は製錬時の銑鉄玉、精練鍛冶の鉄滓玉など紛れやすいのが、鍛錬鍛冶の粒状滓の特徴

は、表面に 1ケ所空気抜け気孔を有する事である。

② マクロ組織

4、2.8、1.4、0.71、0.71mm以下の 5ランクの粒状滓の埋込み試料断面を観察する

といずれも中核部は空洞化し、更に肉厚部に対しても気泡を内蔵する。

③ 顕微鏡組織

4mmサイズの拉状滓組織をPhoto.5の③に示す。鉱物組成は白色粒状のヴスタイトの

凝集で占められる。黒色円形部は気泡である。

2.8mmサイズは④に提示した。これも白色粒状ヴスタイトが中核側で認められるが表

層側は粒界のない凝集ヴスタイトとなっている。

1.4mmサイズは⑤にあるように、暗黒色ガラス質スラグ中金属鉄が不定形状に混在し

ている。粘土汁部溶融物であった。

0. 71mmサイズは、表層側に金属鉄の錆化したゲーサイト (Goethite:o:-FeO・OH) 

を残し、これに亀裂が走る。 0.71mm以下は 2種を撮影した。②はヴスタイトの凝集組

織⑤は暗黒色ガラス質スラグ中に淡灰白色樹枝状のマグネタイト (Magnetite: Fe3Q4) 

を晶出する。

④ ビッカース断面硬度

Photo .6の④に0.71mm以下粒状滓を形成する凝集ヴスタイトの硬度圧痕を示す。硬度

値は4361-Ivであった。ヴスタイト文献硬度値の450~5001-Ivの下限から若干外れるがク

ラックの影響もあって、一応ヴスタイトと同定される。

(4) 紐状滓 (2号鍛冶炉出土）

① 肉眼観察

1号鍛冶炉出土品に準じていて差異はない。

② マクロ組織

中核部の空洞化や気泡があって 1号鍛冶炉出土品と大差ないものである。

③ 顕微鏡組織

4mmサイズ粒状滓の組織をPhoto.7の①～③に示す。鉱物組成は、白色粒状ヴスタイ

トであるが、表層側は酸化されてヘマタイトになっている。

2.8mmサイズ粒状滓は④の組織にあるようにヴスタイト凝集であった。

1.4mmサイズは⑤～⑦の如く白色粒状ヴスタイトが晶出しており、やはり表層側は酸

化を受けてヘマタイト化していた。

0. 71mmサイズの粒状滓は、前述1.4mmサイズと同様な白色粒状ヴスタイトであるが、

こちらの表層は酸化されていなかった。

0.71mm以下の 2種の粒状滓は、いずれもマグネタイトの晶出であって羽口近傍高温
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側の派生物と考えられる。

Table. 3 鍛造剥片・粒状滓の外観観察

鍛冶炉No.1 粒 状 鍛 造

4.00mm 4 g 球状、粒状を呈し、サビている 2 g 不定角形を呈し、サビている

2.80mm 2 g 球状、粒状を呈し、黒色、サビ 2 g 不定角形を呈し、サビているも
ているものが多い のが多い

1.40mm 1 5 g 球状を呈し、黒色、サビている 2 g 不定角形を呈し、サビているも
' ものが多い のが多い

0.71mm 1 g 球状を呈し、光沢を放つものと 2 5 g 不定角形で光沢のあるもの、黒
黒色のものがある ' 色、サビているものがある

鍛冶炉No.2 粒 状 鍛 造

4.00mm 1 g 球状でサビている 2 g 不定角形を呈し、青黒色、サビ
ているものが多い

球状を呈し、青黒色の光沢を放 不定角形を呈し、光沢を放つも
2.80mm 3 g つもの、黒色、サビているもの 7 g のは少なく、黒色、サビている

がある ものが多い

1. ,10mm 3 g 球状を呈し、光沢を放つもの、 不定角形を呈し、光沢を放つも

黒色、サビているものがある
9 g のは少なく、黒色、サビている

ものが多い

0.71mm 1 g 球状を呈し、黒色のものが多い 1 g 不定角形を呈し、光沢を放つも
のと黒色のものがある

注）フルイのメッシュ 4、2.8、1.4、0.71mmに止まったところを分類。
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4. まとめ

浜崎遣跡は、本渡の地頭、天草氏の本拠地の可能性の高い集落である。中世に属する当集

落内では、鉄器製作の自給がなされていて、鉄素材調達のための荒鉄（製錬生成鉄で、表皮

付着スラグや捲込みスラグ、時には炉材粘土などの不純物を含む鍛冶原料鉄：鉄塊系遺物）

の成分調整を行った精錬鍛冶（大鍛冶）から、鉄器製作の折返し曲げ鍛接の鍛錬鍛冶の鍛冶

一貫作業が行われている。これらの作業内容を実証する精錬鍛冶滓と鍛錬鍛冶滓の鉱物組成

及び化学組成を押さえる事ができた。

更に重要な点は、 6基の鍛冶炉より赤熱鉄素材の鍛打で飛散した鍛造剥片や、赤熱鉄素材

の突起箇所より溶落した粒状滓が検出された。それらは 6基のうち 2基 (1、2号鍛冶炉）

分の鉱物組成（凝集W i.i stite: FeO)から鍛錬鍛冶の後段階での派生物の確認がとれたこと

である。これらの遺物は、鍛冶工房の操業を証明し、多数の鉄製農工具の製作があったと推

定された。

なお、当遺跡C区では近世において、青銅鋳造のあった痕跡も伺われたが、こちらの調査

検討は後日の課題となった事を付記して掴筆する。

《注》

① 平田豊弘「浜崎遺跡調壺状況」本渡市教育委員会資料 1990.12.7 

② 日刊工業新間社『焼結鉱組織および識別法』 1968 

③ ②と同じ

④ ②と同じ

⑤ 拙稿「奈良尾遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査」「奈良尾遺跡』（今宿バイパス関係

埋蔵文化財調査報告 第13集）福岡県教育委員会 1991 

⑥ 拙稿「房総風土記の丘実験試料と発掘試料」『千葉県立房総風土記の丘年報』 15(平成 3

年度）千莱県立房総風土記の丘 1992.10.1 塩基性砂鉄系荒鉄を鍛打してゆくと、第 1次、

第 2次鍛錬時までの鋳造剥片は確実にUlvo spine! (2Fe0・TiO砂とWi.i stite(FeO)の混

在組織であって、 4次鍛錬となるとWi.i stite凝集組織となってくる。
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(l)HAMA-1 

鍛錬鍛冶滓：G4492 

① XlOO 

Wiistite+Fayalite 

② X400 

①の拡大

③ X200硬度圧痕

W廿stite:457Hv 

荷重200g

(2)HAMA-2 

鍛錬鍛冶滓： G4942 

④ X400 
Wiistite粒内微小析出物

⑤ XlOO 
Wtistite+ Fayalite 
⑥ X400 

⑤(f)拡大、Wiistite粒内析出物

⑦ XlOO底部：Fayalite 
⑧ xzoo硬度圧痕（荷重100g)

Photo .1 鉄滓の顕微鏡組織
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(3)HAMA-3 

精錬鍛冶滓： E2 
① X 100 

Wi.istite+Fayalite 

② X400①の拡大

Wi.istite粒内Ti析出物

③ X 100 

底部： Fayalite 

Wi.istite+Ulvospinel 
⑤ X400④の拡大

Wiistite粒内Ti析出物

⑥ XlOO 
Wi.istite+Ulvospinel 

⑦ X400⑥の拡大
⑧ X200硬度圧痕

Photo .2 鉄滓の顕微鏡組織
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(5)HAMA-5 ① 

鍛造剥片：1号鍛冶炉

4mmサイズ

① X200硬度圧痕

Wtistite:412Hv 200g 

② X50 

Wtistite 
③④  X400 

②の拡大

② 

③
 

2.8mmサイズ

⑤ XlOO 

WUstite成長粒

（黒色円形状は気泡）

⑥ X400⑤の拡大

Wtistite成長粒と暗

黒色ガラス質スラグ

Photo.3 鍛造剥片の顕微鏡組織
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(7)HAMA-5 ③ 

鍛造剥片：1号鍛冶炉

1.4mmサイズ

① XlOO 

Wi.istite凝集

外観写真X2.6/' 

(8)HAMA-5 ④ 

鍛造剥片：1号鍛冶炉

0. 71mmサイズ

② X400 

Wilstite凝集

（上層の白色部は酸化
されたHematite層）

(9)HAMA-5 ⑤ 

鍛造剥片：2号鍛冶炉

4mmサイズ

③ X400④の拡大

Wi.istite凝集

④ X50 

Wi.istite凝集

④
 

(lO)HAMA-5 ⑥ 

鍛造剥片：2号鍛冶炉

2.8mmサイズ

⑤ XlOO 

左側： Goethite 

右側：小剥片
(Wtistite) 

外観写真X2.5

Photo .4 鍛造剥片の顕微鏡組織
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(ll)HAMA-5 

鍛造倒片：2号鍛冶炉

1.4mmサイズ

① XlOO 

Wiistite凝集

外観写真X2.5→

(12)HAMA-5 

鍛造剥片：2号鍛冶炉

0.71mmサイズ

② XlOO 

Wi.istite凝集

外観写真X3.0→

(13)HAMA-8 

(1-6) 

粒状滓：1号鍛冶炉

4.0mmサイズ

③ X50 

W廿stite凝集

(14)HAMA-8 

(1-5) 

粒状滓：1号鍛冶炉

(15)HAMA-7 

(1-4) 

粒状滓：1号鍛冶炉

1.4mmサイズ

⑤ X 100 

暗黒色ガラス質スラグ

中に金属鉄存在

外観写真X3.0

Photo .5 鍛造剥片、粒状滓の顕微鏡組織

-124-



(16)HAMA-7 

(1-3) 

0. 71mmサイズ

① X50 

表層側は金属鉄の錆

化組織で亀裂が認め

られる。

(H)HAMA-6 

(1-2) 

0. 71mm以下のサイズ l外観写真なし

② X50 

Wlistite凝集

③ X400②の拡大 XlO 
④ xzoo硬度圧痕 I マクロ組織

Wlistite:436Hv 
荷重200g

③
 ，， 

.. ~ 

' 

, :~, 

(18)HAMA-6 

(1-1) 

0. 71mm以下のサイズ I 外観写真なし

⑤ X50 

暗黒色ガラス質スラグ

とMagnetite樹枝晶

⑥ X400 

⑤の拡大

Magnetite樹枝晶

Photo.6 粒状滓の顕微鏡組織
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(19)HAMA-8 

(2-6) 

粒状滓：2号鍛冶炉

4mmサイズ

① X50 

Wi.istite凝集

② X 100①の拡大

③ X400①の拡大

表層は酸化されて

Hematite化している。

②
 

(20)HAMA-8 

(2-5) 

粒状滓：2号鍛冶炉

2.8mmサイズ

④ XlOO 

Wiistite凝集

(21)HAMA-7 

(2-4) 

粒状滓：2号鍛冶炉

1. 4mmサイズ

⑤ X50 

Wiistite凝集

⑥ XlOO 

⑤の拡大

⑦ X400⑤の拡大

白色粒状Wiistite

⑥
 

Photo. 7 粒状滓の顕微鏡組織
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(12)HAMA-7 

(2-3) 

粒状滓：2号鍛冶炉

0.71mmサイズ

① X50 

粒状Wlistite
② X 100 

①の拡大

③ X400 

①の拡大

②
 

(13)HAMA-6 

(2-2) 

粒状滓：2号鍛冶炉 I外観写真なし

0.71mm以下サイズ

④ X400 

暗黒色ガラス質中の

Magnetite 

(14)HAMA-6 

(2-1) 

粒状滓：2号鍛冶炉

0.71mm以下サイズ

⑤ X 100 

暗黒色ガラス質スラグ

中のMagnetite

外観写真なし

⑥ X400 

⑤の拡大

Magnetite樹枝晶

Photo.8 粒状滓の顕微鏡組織

-127-



瓦浜崎遺跡出士遺物の14c年代測定
(14C年代と年輪年代の対照表の読み方）

山田 治（京都産業大学）

14c年代は適切な修正を加えれば完全な絶対年代に置き換えることが可能である。最も理想的

な年代を示すと考えられる試料は、確実な年数のわかっている年輪である。

次の表は14c年代と年輪年代の対照表である。アメリカのアリゾナ大学の年輪研究所で、古い

木材の年輪を今から 1万年以上もさかのぼって数え、確実な絶対年代を誤差数年程度で得てい

る。その年輪を10年~20年の幅で切取り、それぞれの14c年代測定値を求めて両者の対照表を作

っている。＜わしいことは1986年のRadiocarbon誌にのっているので参照されたい。また、東

村武信著「考古学と物理化学」改訂版、（学生社刊）にもくわしい説明がある。

この表を使って、 14c年代から絶対年代へ換算することができる。 14c年代測定結果の一つが

"1080土20BP"であるから、これを年輪年代に置きかえてみよう。

下表(1)の西暦紀元 (AD)の部の BPYearの欄を下に見て行くと、 "100011という数字がある。

また、 BP Yearの横に並んだ数の中に、 "8011という数がある。この二つの数字の縦と横の交

点に、 "974"という数がある。つまり、 "1080土2011という11c年代測定値は、年輪年代の補正

をすると、 AD974年に相当することになる。

単純計算では、 1950-1080=A D870となるから、真実と考えてよい年代との間には百年の差

が生じる。

次に、誤差を考えると、 1シグマの範囲では、 1060~llOOBPであるから、表からAD985~961

ということになるが、これは〈土20〉としておいてよいであろう。

なお、年輪年代についての修正の研究はこの表で終わったわけではなく、今後もまだずっと

続けられていくものと思われる。したがって、この表の値はいまのところは一番真の年代に近

いが、将来はまだ多少の変更がくわえられる可能性があるので、当分の間は十年以下の小さい

数字までは絶対視しないほうがよいであろう。

正式には、あくまでも口c年代が基本である。公式記録には必ず測定機関記号、測定番号と14c

年代測定値を記載しておかなくてはならない。その14c年代測定値さえあれば、そのときまでに

得られた確実な絶対年代値に換算できるのである。

浜崎遺跡の14c年代測定結果

試料番号 試 料 名 14c年代測定値

KS U-2279 
本渡市浜崎遺跡木炭 No.1 年輸年代 990土10
SD2+SD8 黒色泥炭層 AD1020士10

KS U-2280 
本渡市浜崎遺跡木炭 No.2 年輪年代 1080土20
土壊4 (SK4)黒色炭化層 AD 970土20

（註）年輪年代については、《14c年代と年輪年代の対照表》参照。

11c年代では90年の差が見掛け上あるようになっていますが、年輪年代では50年であります。

古いほうがSK4で、 10世紀末、新しいほうがSD2、SD8で11世紀初頭ということになります。
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(1) 

14c Age 西暦紀元後 AD  の部

BP Year 

゜
20 40 60 80 

゜
1898 

100 AD1885 1696 1686 1679 1673 

200 1666 1660 1654 1648 1642 

300 1636 1523 1514 1486 1474 

400 1460 1448 1443 1437 1431 

500 1442 1414 1407 1401 1328 
修

600 1317 1306 1295 1288 1283 正
700 1279 1275 1270 1265 1259 さ

800 1245 1225 1217 1181 1166 
れ
た

900 1159 1047 1039 1030 1024 年
1000 1018 1012 999 985 974 代

1100 961 897 891 886 880 A 
1200 811 785 776 725 689 D 

1300 681 673 666 660 654 の

1400 647 637 620 605 596 
部

1500 561 548 539 462 441 

1600 429 420 412 398 381 

1700 343 265 257 249 238 

1800 227 214 140 129 118 

1900 87 77 66 28 15 

(2) 

14C Age 西暦紀元前 BC の部

BP Year 

゜
20 40 60 80 

2000 BC 1 36 50 96 105 
2100 151 168 187 196 339 

2200 353 362 370 379 388 
2300 392 395 399 402 405 

2400 408 484 523 755 760 

2500 765 770 786 793 797 
修

2600 801 805 809 818 828 正
2700 838 892 901 909 920 さ

2800 976 992 1003 1021 1045 れ
た

2900 1093 1124 1159 1252 1258 年
3000 1263 , 1300 1314 1382 1394 代

3100 1406 1416 1424 1433 1445 B 
3200 1506 1514 1519 1523 1590 C 
3300 1607 1621 1643 1677 1685 の

3400 1733 1740 1746 1851 1872 
部

3500 1877 1883 1888 1908 1936 

3600 1961 2018 2032 2037 2123 

3700 2133 2138 2181 2195 2202 

3800 2278 2288 2316 2343 2453 

3900 2457 2462 2466 2470 
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参
考
に
さ
せ
て
頂
い
た
。
記
し
て
訓
意
を
表
し
た
い
。

草
郡
史
料
二
の
他
、
九
州
史
学
5
3
.
5
4
合
併
号
の
藤
野
氏
の

な
お
、
本
稿
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
続
群
書
類
従
の
大
蔵
氏
系
図
や
天

思
う
。

で
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
然
も
た
え
ざ
る
両
雄
の
抗
争
の
的
と
な
っ
た

も
い
え
る
。

そ
れ
ぞ
れ
独
自
性
を
保
っ
て
き
た
さ
ま
は
、
ま
こ
と
に
み
ご
と
で
あ
る
と

を
き
ず
き
、
使
者
に
矢
を
放
っ
て
抵
抗
し
た
の
で
果
た
せ
な
か
っ
た
い
う
。

こ
の
天
草
三
郎
大
夫
種
世
の
時
代
に
は
、
本
砥
・
亀
川
・
河
内
浦
・
大
江

の
他
、
島
子
ま
で
を
支
配
地
の
中
に
入
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

以
上
、
十
三
世
紀
の
は
じ
め
か
ら
十
四
世
紀
の
な
か
ば
に
い
た
る
ま
で

志
岐
氏
は
菊
池
の
出
で
あ
り
、

天
草
氏
は
原
田
党
の
出
で
あ
る
と
の
出
自

の
相
違
を
こ
え
て
、
或
る
と
き
は
協
力
し
、
或
る
時
は
抗
争
し
な
が
ら
、

し
か
も
そ
の
関
係
は
十
六
憔
紀
末
、
両
雄
が
共
に
天
草
か
ら
姿
を
消
す

時
ま
で
続
く
の
で
あ
る
が
、

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
こ
こ
に
関
係
な
い
の

の
が
本
渡
で
あ
っ
た
点
も
最
後
に
あ
た
っ
て
特
に
強
調
し
て
お
き
た
い
と

「
大
宰
府
府

官
大
蔵
氏
の
研
究
」
、
山
口
修
氏
稿
『
天
草
の
歴
史
』
等
、
多
く
の
資
料
を

約
百
五
十
年
間
、
本
渡
を
め
ぐ
る
天
草
氏
と
志
岐
氏
の
動
静
を
見
て
き
た
。

六、

お
わ
り
に
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に
志
岐
を
称
し
て
い
る
か
ら
、

が
ず
い
分
古
い
の
で
あ
る
。
菊
池
氏
の
出
だ
と
い
う
こ
と
で
平
安
時
代
末

に
は
す
で
に
志
岐
に
来
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
志
岐
文
書
に
よ
れ
ば
、

藤
原
弘
光
は
元
久
二
年
(
―
二

0
五）

張
・
鬼
池
・
蒲
牟
田
。
大
浦
・
須
志
浦
・
志
木
浦
等
を
与
え
ら
れ
、
地
頭

に
取
り
立
て
ら
れ
て
い
る
。

天
草
と
の
関
係
か
ら
い
え
ば
志
岐
氏
の
方

そ
の
領
地
は
寛
喜
二
年
（
一
―
―
―
―
九
）

光
弘
か
ら
子
の
家
弘
に
譲
ら
れ
、

年
（
一
―
―

IOI
―-）

に
は
有
明
海
沿
岸
の
佐
伊
津
・
沢

に
は
曽
孫
景
弘
に
譲
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

議
な
事
に
正
和
二
年
(
-
三
一
三
）

こ
ま

'
（
'
’
 

そ
の
後
景
光
の
時
代
を
経
て
、
嘉
元
三

不
思

に
は
景
弘
は
従
来
の
志
岐
氏
の
領
地

の
外
に
、
本
砥
浦
の
地
頭
職
ま
で
も
手
に
入
れ
、
さ
ら
に
播
磨
局
に
よ
っ

て
来
迎
寺
に
寄
進
さ
れ
た
宮
地
、
塩
屋
浦
等
に
ま
で
手
を
の
ば
そ
う
と
し

た
形
跡
が
あ
る
。
本
砥
を
手
に
入
れ
た
の
は
尼
妙
抄
が
景
光
の
継
母
で
あ

っ
た
か
ら
と
い
う
が
、
彼
女
は
種
増
の
子
か
何
か
で
本
砥
の
地
の
譲
り
を

頃
ま
で
は
、
ま
だ
彼
等
は
天
草
氏
を
称
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

郎
入
道
佛
意
は
、

「
史
料
一
」

元
徳
元
年
(
-
三
二
九
）
志
岐
景
弘
を
鎌
倉
幕
府
に
訴

え
た
。
こ
れ
に
対
し
て
景
弘
が
自
分
の
行
動
は
、
種
有
の
譲
状
に
よ
っ
て

も
、
正
当
の
行
為
で
あ
る
こ
と
を
立
証
す
る
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の

の
文
書
だ
と
思
わ
れ
る
。

あ
く
ま
で
も
天
草
領
の
本
主
種
有
の
本
旨
に
も
違
背
す
る
も
の
で
な
い

こ
の
時
ニ
ケ
所
の
書
き
込
み
を
行
っ
た
も
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
大
蔵
系
図
に
も
天
草
右
馬
太
郎
と
は
な
い
の
で
あ
っ
て
種
有
の

さ
ら
に
、
南
北
朝
期
に
な
る
と
、
北
朝
方
か
ら
は
本
砥
や
亀
川
の
地
頭

職
を
飼
に
、
志
岐
高
弘
や
、
島
原
半
島
の
安
富
泰
重
に
対
し
て
ま
で
も
、

味
方
に
参
る
よ
う
誘
い
が
か
け
ら
れ
た
が
、
河
内
浦
大
夫
―
―
一
郎
種
枇
は
城

張
す
る
た
め
に

こ
と
を
主
張
す
る
為
に

い
わ
ば
種
有
は
天
草
領
の
本
主
で
あ
る
事
を
強

が
ヽ

受けていたものであろう。かくて天草氏の一派である宮地弥次

長I 弘I 弘I 史
料

煎長家I聾 四
志
岐 志出

羽 岐守

良 族

翫 ＾ 天
開 草
耶

郡
史

二文元光
料

藤
原
本
系
図
よ

子三'. 後~,1 法名弘1砿丘
り
作

河國 l村健p. 1言左 成
ーヒ 闘筑阿衛f'9 

、J
禾II 9 
田靡 尉~

腐尉朝l"I 栢腐庄沐

塁 喜光； 
衛

且

領永景

誌御下相年弘弘I兵
文模llll藤

闊 左
二

胄

>尉

光

弘
弘兵喜，
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賽
種
天
ー
草
大
夫

章
名
駒
石
丸
。
法
名
玄
種
。
自
租
父
種
発
河
内
浦
相
博
゜

右
馬
允

母
同

種
貞

史
料
三

種

秀

又

太

郎

高
濱
領
主
。

種
森
四
郎
兵
衛
尉

嫡
女
子
聾
播
磨
局

無
寅
子
。
本
砥
領
主
室
。

女
子

大
江
領
主
。

種
氏
天
草
法
名
玄
持

—
種
武
天
草
―
―
一
郎
大
夫

自
組
父
安
種
令
る
ィ
希
本
砥
相
嗅
自
親
父
玄
種
河
内
浦
相
憚
。

I
I
種

世

天

草

三

郎

大

夫

種

朝

次

郎

三

郎

本
砥
。
組
川
。
河
内
浦
。
大
江

C

島
子
相
博
也
。

ー

種

嗣

右

馬

次

郎

舟
菊
池
次
郎
控
打
娯
゜

義
種
悔
隅
輝
芭
g

母
安
永
太
郎
大
夫
種
永
女
。

種

有

右

馬

太

郎

天
草
一
族

天
荘
二
郎

法
名
消
秀

種
文

種
親
長
島
太
郎
兵
衛

種

治

法

名

光

種

種

沿

三

郎

大

祖

守

種

武

長

島

太

郎

菊
池
次
郎
武
房
聟
゜

（
孫
力
）

頼
種
長
島
雙
ハ
法
名
覺
心

ー
淫
覺
ー

砲
川
相
停
゜

（
続
群
書
類
従
大
蔵
氏
系
図
よ
り
作
成
）

種
増

Ii

父
本
砥
河
内
領
主
播
磨
闊
養
子
。

法
名
翌
祐
。
又
種
覺
゜

依
弘
安
胤
軍
忠
。
被
任
天
取
大
夫
。

四
郎
兵
衛
尉
法
名
光
心

種
光
韓
輯
Ill

本
砥
大
夫
法
名
安
種

種
胤
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書
の
中
に
こ
の
文
書
が
伝
存
し
た
理
由
で
あ
る
。

次
に
「
史
料
一
」

五、

天
草
氏
と
志
岐
氏
の
関
係

的
使
用
例
も
な
い
で
は
な
い
が
、

戸
」
「
本
渡
」
が
一
般
的
で
あ
る
。

一
般
に
地
名
に
つ
い
て
の
用
字
は
表
意

で
あ
る
。
「
ホ
ン
ド
」
の
用
字
は
特
殊
な
も
の
と
し
て
は
十
六
世
紀
の
中
国

つ
の
証
拠
に
な
ろ
う
。

寄
進
す
る
の
が
通
例
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
こ
れ
も
種
有
本
渡
居
住
説
の

っ
た
こ
と
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
種
有
の
子
播

二
年
(
―
二

0
五
）
関
東
下
文
を
受
け
た
藤
原
光
弘
の
祖
父
弘
家
が
す
で

匹
車
来
襲
に
際
し
大
矢
野
兄
弟
等
と
同
じ
く
出
撃
し
た
と
み
え
、
そ
の
軍

に
来
迎
寺
を
た
て
、
明
心
を
そ
の
住
持
と
し
、
塩
屋
浦
等
の
新
開
地
を
寺

料
四
」
を
参
考
に
論
を
進
め
た
い
。

分
も
見
う
け
ら
れ
た
。
こ
の
点
「
史
料
一
」

の
種
有
の
法
名
を
極
楽
と
言

磨
局
は
一
族
の
菩
提
寺
と
し
て
亀
川
に
来
迎
寺
を
つ
く
っ
た
と
の
史
料
も

あ
り
、
亀
川
古
寺
に
は
そ
の
跡
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
遺
跡
も
あ
る
が
、
当

時
は
一
族
の
菩
提
寺
は
一
っ
と
限
っ
た
こ
と
で
な
く
、
代
々
自
分
の
寺
を

こ
こ
で
今
―
つ
加
え
て
申
し
た
い
事
は
、
「
ホ
ン
ド
」
の
用
字
に
つ
い
て

の
図
書
編
に
「
昏
陀
」
と
さ
れ
た
の
が
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
「
本
砥
」
「
本

ほ
と
ん
ど
は
表
音
文
字
と
し
て
の
使
用

で
、
用
字
そ
の
も
の
に
は
大
し
て
意
味
が
な
く
、
古
来
そ
う
読
め
さ
え
す

れ
ば
ど
ん
な
文
字
を
使
っ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
地
名
用
字
が
統
一

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
近
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
中
世
に
お
い
て

は
ほ
と
ん
ど
「
本
砥
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
と
」
と
発
音
す
る
場

合
、
「
砥
」
と
い
う
漠
字
が
ま
ず
頭
に
う
か
ん
だ
か
ら
に
ほ
か
な
る
ま
い
。

の
文
書
が
天
草
氏
関
連
文
書
で
あ
る
の
に
、
志
岐
文

そ
の
為
に
は
そ
の
後
の
天
草
氏
と
志
岐
氏
の
関
係
を
考
察
す
る
必
要
が

あ
る
。
先
ず
種
有
以
後
の
天
草
氏
系
図
「
史
料
三
」
及
び
志
岐
氏
系
図
「
史

史
料
三
•
四
は
共
に
鎌
倉
期
以
後
中
世
中
期
ま
で
の
天
草
氏
・
志
岐
氏

の
系
図
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

先
ず
天
草
氏
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
、
種
有
の
四
人
の
子
供
は
ご
ら
ん
の

通
り
、
高
浜
等
を
領
し
た
又
太
郎
は
種
秀
、
河
内
浦
を
領
し
た
駒
王
は
、

四
郎
兵
衛
種
資
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
嫡
子
播
磨
局
は
誰
に
嫁
い
だ

の
か
不
明
で
あ
る
が
、
実
子
が
な
か
っ
た
為
に
、

子
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

兄
種
資
の
子
種
増
を
養

又
こ
の
播
磨
局
は
亀
川
の
地
を
開
拓
し
こ
こ

領
に
寄
進
し
た
。
実
は
こ
の
こ
と
が
あ
と
で
一
大
事
に
発
展
す
る
の
で
あ

る
。
又
播
磨
局
の
養
子
と
な
っ
た
種
増
は
、
弘
安
四
年
(
-
―
―
八
一
）

の

忠
に
よ
っ
て
天
草
大
夫
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
即
ち
彼
等
が
天
草
氏
を
正
式
に

称
す
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
亀
川
は
弟
の
浄
覚
の
領
地
、
長
島
も

同
じ
く
種
秀
の
領
地
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
多
分
長
島
氏
の
祖
に
な
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
本
渡
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
、
種
有
か
ら
播
磨
局
に
相
伝

さ
れ
、
種
増
代
に
一
時
中
絶
し
て
、
そ
の
子
種
胤
が
本
砥
大
夫
に
任
ぜ
ら

れ
て
、
こ
こ
に
本
砥
氏
が
誕
生
。
以
後
資
種
、
種
武
、
為
種
世
と
つ
づ
く

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
志
岐
氏
は
と
い
う
と
、
最
初
に
志
岐
を
称
し
た
の
は
、
元
久
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あ
る
。 次

に
「
史
料
一
」
に
あ
る
本
砥
島
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
「
史

料
一
」
に
よ
れ
ば
、
種
有
が
貞
永
二
年
(
―
二
三
三
）
に
一
族
に
配
分
し

た
土
地
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
そ
れ
ま
で
は
種

妻
及
び
駒
王
相
続
分

女
子
大
隈
相
続
分

嫡
女
播
磨
局
相
続
分

又
太
郎
相
続
分

鍛
冶
山
河
内
？

｛
産
島
・
高
浜

そ
の
他
全
部

ご
ら
ん
の
通
り
、
こ
の
中
に
は
具
体
的
に
は
本
砥
の
地
名
は
見
え
な
い

け
れ
ど
も
、
総
称
し
て
本
砥
島
と
言
っ
て
い
る
こ
と
や
、
他
の
史
料
に
よ

っ
て
播
磨
局
分
と
な
っ
て
い
る
そ
の
他
の
中
に
本
砥
が
入
っ
て
い
る
こ
と

は
確
か
で
あ
ろ
う
。
概
観
す
れ
ば
、
現
在
の
天
草
下
島
南
東
部
の
不
知
火

海
及
び
東
支
那
海
に
面
し
た
一
帯
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
何
故
総
称
し
て
本

砥
島
と
し
て
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
と
に
志
岐
氏
の
場
合
は
、
「
天
草
郡

内
六
ケ
浦
の
地
頭
」
と
し
て
い
る
の
に
、
種
有
の
場
合
、
所
領
の
中
の
一

部
の
地
名
を
と
っ
て
全
体
を
表
示
し
て
あ
る
の
は
、
何
と
し
て
も
異
質
で

然
し
私
は
、
そ
の
所
領
の
中
で
は
本
砥
が
最
も
開
拓
の
進
ん
だ
所
で
あ

っ
た
し
（
前
の
時
代
の
古
墳
の
分
布
か
ら
考
え
て
も
）
、
こ
と
に
種
有
が
土

大

江

有
が
所
有
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

平
浦

と
あ
る
。
勿
論
こ
れ
は
伝
承
を
も
と
に
し
た
後
世
の
文
献
で
、
そ
れ
を

祝
大
王
の
宮
と
号
す
。
今
瀬
戸
村
の
氏
神
是
な
り
。
云
々

島
・
上
津
浦
島
」
等
と
表
記
し
た
記
事
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
た
ま
た
ま
彼

等
が
来
航
し
た
場
所
が
志
岐
で
あ
り
、
上
津
浦
で
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
「
天
草
由
来
」
や
「
天
草
郡
由
記
」
等
に
は
、

肥
後
国
天
草
郡
は
離
島
に
し
て
隠
里
の
如
く
、
古
へ
は
領
主
も
な
か

り
し
処
、
い
つ
の
頃
に
や
、
漢
の
高
祖
の
末
孫
と
か
や
申
す
帝
王
、
軍

に
討
負
け
異
国
よ
り
日
本
へ
渡
海
。
天
草
の
内
に
漂
着
あ
り
け
る
よ
し
。

其
所
を
今
に
軍
ケ
浦
と
言
、
大
江
村
に
属
す
。
其
王
瀬
戸
村
に
こ
れ
あ

り
、
自
分
嶋
の
領
主
と
成
。
姓
名
を
日
本
の
風
に
改
め
ら
れ
瀬
戸
十
郎

兵
衛
大
蔵
氏
種
元
と
名
乗
る
。
子
孫
繁
昌
あ
り
け
る
よ
し
。
其
後
神
と

そ
の
ま
ま
信
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
大
蔵
氏
が
来
島
し
た
所
を
軍

ケ
浦
と
し
、
定
住
し
た
所
を
瀬
戸
村
と
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

こ
こ
で
い
ま
―
つ
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
平
田
氏
も
調
査
書
本
文
で
述

べ
て
居
ら
れ
る
通
り
、
本
渡
北
地
区
浜
崎
に
極
楽
寺
跡
と
呼
ば
れ
る
廃
寺

址
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
附
近
か
ら
は
十
二
、
三
世
紀
の
遺
物
も
出
土
し

て
い
る
と
い
う
し
、
か
つ
て
は
附
近
に
は
多
数
の
五
輪
塔
・
宝
筐
印
塔
部

河
内
浦

四、

本
砥
島
考

似
た
例
は
十
六
世
紀
西
洋
人
が
天
草
に
来
航
し
た
時
の
記
事
に
、

「
志
岐

着
し
定
住
し
た
所
が
本
砥
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
れ
と

-6-



］

柿

叫

種

仲

ー
種
房
従
五
位
ド

太
を
大
監

女

子

裔

秘

大

大

杢

一

ー

種

屯

．

一

ー

女

菊

池

殿

妻

一

ー

種

仁

懇

騨

師

ー

種

廉

ー

種

久

！
ー
女
子
―
―
―
島
妻

ー

種

綱

ぢ

ー
種
家
岩
門
七
郎
大
夫

大
監
。
安
永
秤
永
母
前
夫
．

ー
種
永

い
口
〗
ロ
ニ
[

ー

種

糾

種

弁

別

府

大

郎

ー

種

業
1

1

種
主
新
宮
太
郎

ー
種
盛

一

ー

種

理

種

向

新

井

太

郎

一
ー
女
子

狐

嘉

冒

賛

疇

＊

監

ー

種

直

Ii監

競
岩
戸
少
卿
。
又
原
田
次
郎
大
夫
種
成
圧
云
。
又
披
太

宰
少
訳
。
安
椋
天
息
西
海
行
中
時
以
私
宅
鯰
が
見

ー
種
悛
贔
〗
[
大
大

女

岩

門

四

郎

大

夫

宇
滴
領
家
室
。
岩
門
疱
相
停
。
父
岩
門
領
家
也
。
母
方
知
行
相
惇
也
。

建
肩

1

一
年
依
和
田
一
味
咎
。
佗
際
爾

以
来
岩
門
郷
成
他
家
領
。
女
子
相
停
。

良
太
郎
大
夫

ー
種
盆
幻
加
摩
兵
衛
尉

一

名

稀

雄

種

幸

秋

月

次

郎

席
田
次
郎

ー

種

生

ー

麒
秋
月
。

ー
種
弘
山
田
民
部
丞

闊
桑
田
恣
:
ィ
郎
ー
ー
種
勝
｀
左
衛
門
閲
ー
＇
種
廣
―
原
片
衛
門
尉

ー
種
光
三
原
下
司

-
—
種
枯
砥
ー
四
郎
兵
衛
紺

種
範
国
況
孫
―
―
一
郎

殻
季
六
郎

種
能
臨
輯
崎
四
郎

種
由
養
子
。

木
胆
人
肛

払
名
覺
道

殻
村

殻
追
已
郎

翡

？

季

ー

時

i

丹
ィ
季
岳
ハ

：

種

水

安

永

太

郎

大

犬

種

能

大

屋

野

卜

郎左
馬
次
郎
種
嗣
妻

5

聾
鴻
子
尼

母
菊
池
兵
籐
大
夫
藤
原
秤
永
女
。
一
ー
な

宗
綱
髯
髯
|
|
|
|
ロ
ロ
ロ
バ

，

坂

井

種

遠

妻

ー

種

元

湯

江

四

郎

女
母
同

種
有
右
馬
太
郎

一
ー
種
嗣
右
馬
次
郎

ー
種
貞
豆
言

班
菊
池
次
郎
院
直
娯
。
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ー

種

輔

藍

属

符

区

兜

臆

盃

i一
ー

種

宗

懇

“
1
概

吋

種

高

貫

主

種

紀

大

宰

大

監

聾

岩

門

少

卿

又

種

資

氏

筑

酢

國

鞍

1
領

知

行

。

一

＿

ー

女

子

原

田

妻

種
通

ー
邦
消

一
ー
種
光

種

長

|

ー

種
政

lj□

種
成

種
行

一

ー

春

宜

憎

嗚

守

従

五

悠

，

種

光

大

宰

大

貫

主

i
種
材
従
五
位
下
壼
岐
守

天

慶

―

石

＇

五

ど

一

日

賜

錦

御

旗

大

國

刀

。

駿

岩

門

将

軍

太

宰

大

監

。

天

下

鉦

狸

弓

凡

逹

者

。

後

一

條

〔一
1

一イ＂

翡

藤

原

純

友

。

其

時

；

将

四

人

詞

謂

院

御

宇

翌

年

自

沢

賊

襲

来

。

可

九

州

息

人

之

由

11
其

大

蔽

春

宜

。

小

野

好

占

楢

遠

料

詐

原

正

衡

也

。

告

。

其

時

大

払

釉

材

蒙

院

[n
而
馳
向
。
令
退
治
西
戎
蒙
征

西
狩
軍
宜
。
特
領
九
州
。
依
訊
父
例
賜
錦
御
旗

3

ー

光

弘

従

哀

下

太

宰

少

監

ロ

女

子

ふ
仇
五
付

F
大
宰
擢
大
監

秤
引

岩

三

村

主

阿
智
使
主

孝
徳
天
皇
之
御
宇
率
十
七
縣
人
夫
婦
化
。
詔
賜
大
利
國
高

市
郡
柏
前
村
而
居
焉
。
判
内
柏
前
忌
寸
及
T
4
縣
人
＊
泌

地
面
居
。
他
姓
各
十
而
―
二
し

志
絡
直

本
湖
丹
波
國
出

A°
賜
坊
ヒ
妍
c

高

散

王

山

本

町

麻

市

大

似

棺

前

領

主

家

主

泉

賜
入
成
姓
。

ー
爾
波
木
直

賜
内
成
姓
。

ロ

後
漢
光
武
皇
帝
液
|
咀
帝
隅
ー
章
帝

l
r
n
涸
河
王
閾
—9な
帝
曲
順
帝
保
沖
帝
岱
~
買
讚
ー
桓
帝
恙
ー
需
帝
宏
獣
帝
石
秋
王

丁
孝
徳
土
索
宗
忌
寸
姐

大
蔵
系
図
に
お
け
る
種
有

（
続
群
書
類
従
本
よ
り
作
成
）
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三、 本
渡
と
の
か
か
わ
り
を
み
て
み
た
い
と
思
う
。

散
蟄
居
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
族
の
種
有
や
種
能
が
本
砥
島

し
か
し
事
は
平
氏
の
敗
戦
に
終
わ
っ
た
の
で
、

一
族
は
九
州
各
地
に
離

馬
太
郎
法
名
極
楽
是
者
宇
初
之
譲
文
）
が
あ
る
点
に
つ
い
て
も
検
討
を

所
の
後
祉
の
書
き
込
み
（
天
草
右
馬
太
郎
本
砥
之
本
主
）
（
本
砥
島
本
主
右

現
在
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
の
文
書
は
、
本
来

志
岐
氏
に
伝
存
の
も
の
で
あ
っ
て
、
案
文
（
写
本
）

天
草
氏
の
出
自

い
て
は
、
次
に
示
す
『
続
群
書
類
従
」

で
は
あ
る
が
、
本
砥

島
本
主
種
有
が
貞
永
二
年
(
―
ニ
―
―
―
―
―
-
）
嫡
女
播
磨
局
他
一
族
に
所
領
を

つ
、
又
い
か
な
る
理
由
で
本
砥
島
の
地
頭
職
を
与
え
ら
れ
た
か
と
い
う
間

題
が
あ
ろ
う
。
第
二
に
は
、
本
文
書
に
は
本
砥
島
本
主
と
あ
る
が
、
本
砥

島
と
は
何
か
と
い
う
問
題
が
あ
ろ
う
。
第
三
に
は
、
内
容
か
ら
考
え
る
と

本
文
書
は
純
然
た
る
天
草
氏
の
文
書
と
思
わ
れ
る
の
に
、
そ
れ
が
何
故
志

岐
文
書
の
中
に
入
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
間
題
も
あ
る
。
即
ち
志
岐
文
書

の
中
に
入
っ
て
い
る
の
は
、
志
岐
氏
に
お
い
て
何
か
本
文
書
に
対
す
る
必

要
性
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
何
か
と
い
う
間
題
で
あ
る
。

第
四
に
前
の
こ
と
と
関
係
が
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
本
文
書
に
は
二
個

要
し
よ
う
。
以
下
の
様
な
諸
間
題
を
め
ぐ
っ
て
、
本
渡
を
め
ぐ
る
両
者
の

先
ず
第
一
点
の
、
種
有
は
一
体
い
か
な
る
人
物
な
の
か
と
い
う
点
に
つ

の
大
蔵
氏
系
図
の
中
に
種
有
に
つ

い
て
貴
重
な
記
録
が
あ
る
の
で
、
種
有
が
大
蔵
原
田
の
一
統
で
あ
る
こ
と

も
っ
と
も
大
蔵
系
図
に
は
十
指
に
あ
ま
る
異
本
が
あ
り
、
殊
に
、

は
た

し
て
府
官
大
蔵
氏
の
祖
と
さ
れ
る
春
実
が
、
帰
化
人
阿
智
主
の
子
孫
で
あ

る
か
に
つ
い
て
は
疑
間
も
も
た
れ
て
い
る
が
、
春
実
以
後
に
つ
い
て
は
、

種
有
が
い
つ
、
又
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
本
砥
島
地
頭
に
取
立
て
ら
れ
た

か
は
不
明
で
あ
る
が
、
父
種
貞
の
従
兄
弟
原
田
種
直
は
、
彼
こ
そ
原
田
一
党

中
興
の
祖
と
も
称
す
べ
き
人
物
で
、
対
宗
貿
易
に
よ
る
財
政
力
を
背
景
に
強

大
な
軍
事
力
を
も
ち
、
九
州
に
お
い
て
絶
大
な
権
力
を
ふ
る
っ
て
い
た
。
特

に
平
氏
に
あ
ら
ざ
れ
ば
人
に
あ
ら
ず
と
言
わ
れ
た
当
時
平
氏
と
結
ん
で
大

宰
小
弐
に
任
ぜ
ら
れ
、
治
承
、
寿
永
の
戦
乱
に
も
平
氏
の
為
に
働
い
た
。
殊
に

壇
の
浦
合
戦
の
直
前
に
は
、
自
宅
を
転
じ
て
安
徳
天
皇
の
皇
居
に
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
（
ち
な
み
に
彼
の
室
は
内
大
臣
平
重
盛
の
養
女
で
あ
っ
た
）
。

や
大
矢
野
に
渡
っ
た
の
は
或
は
こ
の
時
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
勿
論
そ

の
裏
に
は
、
彼
等
が
菊
池
氏
と
姻
戚
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
あ
ろ
う
が
、

御
所
浦
等
に
平
氏
落
人
伝
説
が
残
っ
て
い
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
気
に
な
る
。

あ
り
、
彼
が
大
矢
野
氏
の
祖
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

の
娘
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

又
｀
〕
従
兄
弟
の
種
能
は
大
屋
野
十
郎
と

本
系
図
に
よ
れ
ば
種
有
の
父
は
有
馬
允
種
貞
で
あ
り
、
母
は
菊
池
隆
直

あ
る
。
間
題
の
第
一
点
は
、
そ
の
種
有
と
は
一
体
い
か
な
る
人
物
で

Vヽ

ほ
ぼ
信
頼
に
価
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
反
面
、
次
の
よ
う
な
数
々
の
間
題
を
は
ら
ん
だ
文
書
で
も

配
分
し
た
こ
と
を
示
す
天
草
史
上
有
名
で
又
貴
重
な
文
書
で
あ
る
。

は
確
か
で
あ
ろ
う
。
（
史
料
―
-
）
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二、

「
天
草
種
有
譲
状
案
」
（
志
岐
文
書
）

で
あ
る
。

中
世
の
本
渡
と
関
係
深
い
豪
族
は
天
草
氏
と
志
岐
氏
で
あ
る
が
、
中
心

に
な
る
の
は
何
と
い
っ
て
も
天
草
氏
で
あ
る
。
両
者
は
共
に
十
三
世
紀
は

天
草
に
お
け
る
支
配
を
つ
づ
け
て
い
る
。
そ
の
中
、
特
に
本
稿
に
お
い
て

本
渡
に
つ
い
て
の
初
出
史
料
は
、
次
に
か
か
げ
る
貞
永
二
年
(
―
二
三

三）

の

o

.

 

本
渡
に
つ
い
て
の
初
出
史
料
と
そ
の
問
題
点

は
、
本
渡
北
地
区
調
査
に
焦
点
を
合
わ
せ
、

初
期
の
段
階
を
中
心
に
、
本

じ
め
か
ら
天
草
と
の
関
係
を
は
じ
め
、
十
六
世
紀
末
ま
で
の
約
四
百
年
間
、

ヽ

は
じ
め
に

中
世
本
渡
と
天
草
・
志
岐
両
氏

鶴

田

倉

造

本
砥
島
本
主
右
馬
太
郎
法
名
極
楽

是
者
｛
取
初
之
譲
文

ち
や
う
ゑ
い
二
年
牡
二
月
十
六
日

の
こ
と
し

た
ね
あ
り
入
道

天
草
種
有
譲
状
案
（
志
岐
文
書
）

ゆ
つ
り
わ
た
す

史
料

在
判

天
草
右
馬
太
郎
本
砥
之
本
主

ひ
こ
の
く
に
あ
ま
く
さ
の
こ
ほ
り
の
う
ち
た
ね
あ
り
入
道
か
り
や
う

ほ
ん
と
の
し
ま
乃
ち
と
う
し
き
乃
事

右
、
く
た
ん
乃
し
ま
の
ち
と
う
し
き
ハ
、
は
り
ま
乃
つ
ほ
ぬ
を
ち
ゃ

く
し
と
し
て
、
代
々
乃
御
く
た
し
ふ
ミ
を
あ
ひ
く
し
て
、
ゆ
つ
り
わ
た

す
と
こ
ろ
な
り
、
こ
の
う
ち
か
う
ち
の
う
ら
ハ
、
め
に
て
候
も
乃
な
ら

ひ
に
、
こ
ま
わ
う
に
お
も
ひ
あ
て
候
ぬ
、
又
お
ほ
ミ
と
申
候
む
ら
ハ
、

女
子
を

<
A
ま
に
ゆ
つ
り
候
ぬ
、
か
ち
や
ま
か
う
ち
、
を
な
し
き
し
ん

ひ
ら
き
た
か
ハ
ま
・
ひ
ら
う
ら
・
う
ふ
し
ま
ハ
、
又
太
郎
入
道
に
ゆ
つ

り
候
ぬ
、
そ
の
ほ
か
ハ
、
は
り
ま
の
つ
ほ
ね
に
一
向
に
知
行
せ
ら
れ
候

へ
し
、
た
A

し
め
の
女
•
こ
ま
わ
う
・
を

<
A

ま
か
ふ
ん
も
、
ハ
り
ま

（
と
脱
力
）

の
つ
ほ
ね
を
入
道
か
あ
と
そ
む
し
て
、
そ
の
め
い
に
た
か
ふ
へ
か
ら
す
、

又
ハ
り
ま
の
つ
ほ
ね
も
、
を
や
の
ゆ
い
こ
ん
を
た
か
へ
す
、
こ
れ
ら
を

お
や
の
か
た
ミ
と
そ
む
し
て
、
ま
と
ハ
か
さ
す
、
れ
ん
み
ん
す
へ
し
、

の
ち
の
そ
う
も
ん
の
た
め
に
、
ゆ
つ
り
状
を
わ
た
す
と
こ
ろ
、
く
た
ん
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中
世
本
渡
と
天
草． 
志
岐
両
氏

鶴

田

倉

造
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図版
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▲遺跡近景 (1990年 7月30日）

▲ SD1 

▲ S01 検出状況

▲ 8D1 遺物出土状況（瓦器）（白磁）

第 1図版 SD1 調査状況

-143-

遺物出土状況（獣骨）



▲ SD2拡張確認状況

▲ S02拡張検出状況

▲ S02拡張 水がたまった遺構

第 2図版 SD2拡張調査状況

▲ SD2拡張発掘状況

①
 

②
 

③
 

▲ SD2拡張遺物出土状況

（コマ形木製品①）（鼓②）
（石鍋③）
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▲ SD2拡張井戸検出状況

③
 

①
 

▲ SD2拡張井戸検出状況

（各部拡大①②③）

②
 

▲ SD6 検出状況

• SD5・SD6 検出状況

第3図版 SD2拡張 井戸調査状況（上） SD5・SD6調査状況（下）
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▲ SD8 確認状況

▲ SD8 検出状況

▼ S08 検出状況

①
 

②
 

③
 

▲ SD8 遺物出土状況①②③

▲ 8D8 土層確認状況

第4図版 8D8 調査状況
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▲ G-4•G-5 区土壊確認状況 ▲ G-4•G-5 区 SX 検出状況

▲ G-4•G-5 区 SX 検出状況 ▲ G-4•G-5 区 SX 検出状況

▼ K-6区柱穴検出状況

▲ G-4•G-5 区 SX 検出状況

第 5図版 G-4•G-5 区調査状況 K-6区調査状況
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~・・・ 悶

• H -11・12 
I -11・12区

土堀、柱穴検出状況

▼ SK1 検出状況

▼ SK2 検出状況

▼ SK3 検出状況及び遺物出土状況

第 6図版 H -11・12 I -11・12区調査状況 1
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▲ SK4 検出状況

▲ SK5 検出状況

▲ SK9 検出状況

▲ SK7 検出状況（近世土壊）

第 7図版 H-11・12 I -11・12区調査状況2
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▲かじ炉No1 
検出状況

▼第 1柱穴群検出状況

▲かじ炉検出状況 (No1 ~No 3) 

• H-11・12
I -11・12区
柱穴検出状況

▼第 1柱穴群の柱穴

第 8図版 H -11・12 I -11・12区調査状況3
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⑰

 

⑱

⑲

⑰

⑱

⑫

⑬

⑭

 

第9図版 遺物 SD1 (I 層・ 11 層 •ill 層. IV層）①
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⑮

⑳

⑰

⑳

⑰

 

⑳
 

⑳

⑫

⑬

⑬

⑮

⑯

 

⑳

⑪

 

⑱

⑲

⑲

⑪

⑬

 

第10図版 遺物 SD1 (I層. II 層 •ill 層. IV層）②
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①
 

② 

③
 

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

 

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

 

第11図版 遺物

⑱

⑲

 

⑳

⑪

⑫

⑳

 

SD2 

⑭

⑮

 

(II層）
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第12図版 遺物 SD 2 (III層）
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⑳

 

第13図版 遺物 S02拡張 (JI層）①
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⑳
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⑬

 

⑪

⑫

⑬

 

⑭
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⑯

⑰

⑱

⑳

⑩

 

第14図版 遺物 S02 拡張 (II層）②
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第15図版 遺物 SD2拡張 (m層）①
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⑯

⑰

 

⑱

⑲

⑩

⑪

 

⑭
 

⑮

⑯

⑰

 

①

②

③

 

第16図版遺物 SD2拡張<m層）② 遺物井戸内出土
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SD3 

① 

② 

③ 

④ 

SD4 

① 

② 

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

 

⑩

⑪

⑫

 

SD5 

① 

② 

⑭
 

⑮
 

第17図版 遺物 S03 （左上） SD4 （下） SD5 （右上）
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⑨
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⑪

⑫

 

第18図版遺 物 SD6
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⑥
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⑫
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第19図版遺物 S08 (II層）
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⑥

⑦

⑨

⑩

 

①

②

③

④

⑤

 

第20図版 遺物 SD  8 (N層）左 (VII層）右 (VIIl層）下
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④
 

⑫
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⑳
 

⑰
 

⑱
 

⑰
 

⑳
 

⑪
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⑯ 

⑲
 

⑩ 

⑫ 

⑬ 

第21図 版遺物 SD8 (II層）土師器
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⑥
 

⑦
 

⑧
 

⑨
 

⑩
 

⑪
 

⑬
 

⑭
 

⑲
 

⑳
 

⑪ 

第22図版遺物 SD8 (II層）土師器
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⑫
 

⑬ 

⑭ 

⑮
 

⑳
 

⑳
 

⑬
 

⑭
 

⑮
 

⑰
 

⑱
 

⑪ 

第23図版遺物 SD8 (II層）土師器
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⑫
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⑳
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⑳
 

⑳ 

⑪
 

⑫
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⑭
 

⑮
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⑰
 

⑲
 

第24図版遺物 SD 8 (N層）土師器
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⑧
 

第25図版遺物 SD 8 (N層）土師器
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⑩
 

⑪
 

⑬
 

⑯
 

⑱
 

⑪
 

⑮
 

⑰
 

⑳
 

⑳
 

⑱ 

第26図版遺物 SD 8 (N層）土師器
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③
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⑤
 

⑦
 

⑬
 

⑰
 

⑱
 

⑳
 

⑫
 

⑬
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⑰
 

第27図版遺物 s D 8 (VII層）土師器
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第28図版遺物 SD 8 (VII層）土師器
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第29図版 遺物 SD1 白磁、青磁
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SD2 
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D
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⑧

 

⑨
 

⑩

⑪

⑫

⑬

 

第30図版 遺物 SD2 白磁、青磁（上）

SD2拡張白磁、青磁（下）
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⑥

 

SD8 

① 

② 

③
 

④

⑤

⑥

 

④

⑤

⑥

 

SD2拡張白磁、青磁（左上）
SD4 白磁、青磁（右上）

SD6 白磁、青磁（左下）

SD8 白磁、青磁（右下）
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第32図版遺物 SD8 白磁、青磁
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第33図版遺物 SD8 白磁、青磁輸入陶器
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⑥
 

⑤
 

第34図版遺物 SD2、4、6、8出土墨書、刻印のある白磁、青磁
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①
 

②
 

④ 

⑤
 

第35図版遺物遺物木製品①～⑤
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⑥
 

⑨
 

⑧
 

内側

外側

⑩ 

第36図版遺物木製品⑥～⑩
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第37図版 遺物 G-4・5区 SX1 
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第38図版遺物 SK1 (上）、 SK2(下）
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第39図版 遺物 SK2(上）、 SK3(下）
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第40図版 遺物 SK 4 (左）、 5(右上）、 6(右下）
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第41図版遺物 SK8(左）、 SK9 (右）

-183-



⑨

⑩

 

⑪

⑫

 

⑬

⑭

⑮

⑰

 

外

内

、、、口‘、、、

塁■

⑲

⑳

 

⑪
 

①
 

⑤
 

④
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あとがき

本渡市文化財調査報告書第 6集として、本渡北土地区画整理事業に伴

い発掘調査を実施しました浜崎遺跡の調査報告書をお届けします。

近年、本渡市内におきましても大規模な区画整理や圃場整備、開発や

造成が計画・実施されております。

今回の調査は、このような現状の中、浜崎遺跡が工事のため影響を受

ける区域について調査し、記録としてまとめたものです。今後、開発と

文化財保存の調整につきましては、関係各位の一層のご理解をお願いし

ます。

最後に、この調査に際しご協力いただきました多くの方々に感謝とお

礼を申し上げます。
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本渡市教育委員会
文化課
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